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世界40数ヶ国で 証された完壁な雨 合 掌 ｾ

卜¥、'¥ Ｇ、、 Ｇ＼ｾ ￬

アルウィトラ新銀品 W Aタイプ

実用新案申議中

- 躯体からの絶縁、可動、ノーシイレ、最合方式とし、ったアソレウイ

トラ独自の特長はそのままに、従来の水切りタイフをさらlこ機能

アップPさせた新製品W Aタイズ

. コーキングタ受け部と力レウィトラ本体部分とを完全に切り離し、

構造的に躯体と水切本体を完壁に絶縁することlこ成功しました。

- そのため、躯体の挙動あるし、は伸縮で、コーキンクマ部が破損

したりの一切がなくなって、その上、実に巧妙な設計で、雨水の浸

入をシャットアウトしますL

- 従来の3タイプ( MA、W 、T A) に、このW Aタイプを加えて、労レ

ウィトラは屋上防水端部材として、すべての納まりを処理。真にピ

ノレ建物の防水・雨仕舞をノ f ーフェクトlこ司りますL

プランが生きる 価値ある建材

神 )A E E h ;;22224EZiZ12日 )! ;;JJ2196(直)



4 宝塚市斤舎新築工事の見学会

宝塚市の東南部、武庫川にかかる宝塚新大僑の南詰めに宝塚市新

庁舎の建設が進められております。

この新庁舎は、平面的な構想の中に、議会棟を一段と高くし 、円

形のシンボル塔とされ、宝塚市民が新庁舎への親しみを深める配慮

がなされております。

また、外構の敷地全滅にわたる豊かな緑化計画による駐車スペー

スと緑化スペースのある市民広場は、北側の武庫川河川敷公園など

の景観に対して将来、噴水や彫刻の設置などを考慮され、宝塚らし

い特徴のある建物の景観に一層風格をそなえることと思われます。

今回、宝塚市の特別のご厚意と村野 ・森建築事務所ならびに大林

組、奥村組、飛鳥建設共同企業体のご協力により、ほぽ完成される、

オープン前のご繁忙中をとくに見学させていただくことになりまし

た。

多数ご参加をお待ちいたします。

日 時 7 月30日( 水) 集合14 : 00→解散16 : 30 

集合場所 阪急屯鉄 ・今津線 ・「逆瀬) I¥J 駅改札出口付近 ・目標会旗

〔参考〕集合所までの交通貨は各自ご負 fflln' 、ま す.

大阪よリ・…・阪急ｾｻｬｊＡｉ、神戸線特急来 ＧＱＱ ( 毎時10分間隔にて発 .'11) →西宮北口で今

i l! 線、宝塚行普通に来。} 倖えて 5 ツ目 の駅です. ( 所要約40分 ・運賃片道 160円)

・集合所より現地までは徒歩で参りま す( 約 J O分)

定 員 30名

参加会費 会 員 500円1

| 当日受付で・いただきます。

会貝外 700円/

申 込 往復はがき l 名に l 枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・所属

建築概要

部課名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号・会員、

会員外の区別を記入し、 「宝塚市庁舎の見学」と明記の

上 7 月21 日( 月 ) まて1こ建築協会事業課へ。

ii lT ｾＺ地宝塚市東洋町 ｬ 番 Ｑ 号

建 築 主 宝 塚 市

設計監理村野 ｾｩｬｬ 築Ｇｾ務所

地 工 大 林 組 、 奥 村 組 、 飛 島 建 設 共I，;J 企業体

構 造 線 悦 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i草 地 下 i 階、地上 6 階

建 築 l面 偵 5，330. 80m'  

延 床 面 償 22，368. 30m

軒 向 27. 60m

最高部r . r ，さ 31. 35 m 

t屈 削 深 さ G  L - 8 . 075m 

外 装 人 造 石 プ ロ > 7 プレキャスト ft 上

工 期 53. 12.27→55. 6. 30

ーモP ‘

日本建築也会会告一 一

4 鉄の工芸・・… ・ロート・アイアンの世界

一 一 一よ し 与 工 房 を 訪 ね て一 一 一

建築にとって、鉄を抜きにして A 号えることはできません. とくに

近代建築イコール「欽とガラス」と称せられるよ うに、いわば童文の

持つその強靭さが近代建築の空間造りの可能性を飛躍的に批大させ

たといえるでしょう 。

一万、鉄と建築のかかわり合いは、こうした新しい憐造材として

の側面とは別に、装飾的な材料として、古くからとくに西欧を中心

に培われてきました。それがロートアイアンと呼ばれる鉄工芸の世

界です。

昨今、こうした手作りの装飾の持つあたたかさが見直され、かつ

ての様式建築のみならず、ロートアイアンによる装飾を税優的に取

り入れた新しい建物を般にすることが多くなってきました 。

このたび、こうしたロートアイアンの製作に多くの実績を持つと

ともに技術やデザインの研究を積み重ねておられる京都 ・亀岡の「よ

し与工房j を訪ね、手作りの鉄細工のさまざまの過程を見学するこ

とにしました。

また同工房のご厚意で、参加者手づから小さな作品を製作、ロー

トアイアンの世界の一端を体験したいと思います。

その後、工房の代表者の南沢弘氏より明世界のロートアイアンゆ

と題して、スライドなどもまじえたお話を伺います。

真夏の鉄細工作りは「火もまた涼し. . . . . . J といわれています。 ft

方も挑戦してみませんか。・・・ ・・・脊ってご参加をお待ちします。

日 時 8 月 9 日( 土) ・全行程貸切パス利用 (0青雨不問)

集合 8 :  40- →解散17 :  30 ( 予定)

集合場所 阪急パス「有馬ゆき急行パス発着場J 付近・目標会旗

ただし、大阪 ー侮回・街阪急ホテルの襲仁、映i百館 阪急プラザj の正ー白人口円前

万すぐ

講 師 南 沢 弘 氏 株 式 会 社 よ し 与 工 房 社 長

定 員 40名( 貸切パス 1 台

参加会費 会 員 3，000円 / パス代・昼食代・飲物代 ・その他1

会員外 3，800円， ¥別に補助いたします。 ・当日徴収/

見 学 先 株式会社よし与工房( 京都府亀岡市曽我部町犬飼)

行 程

8  :  40 集合

8  :  40→ 9  :  00 鉄工芸の作品見学

( 新阪急ホテル地下l 階)

9  :  00 大阪出発→10 :  30 よし与工房着

10 :  30→ 11 :  20 工場見学

11 :  20→12 :  20 製作( 各自作品を作製)

12  :  20 よし与工房出発

12 :  40→13  :  30 昼食 ・休けい

( 会場 ・レクリェーションセ

ンター「亀岡ハイツ J )

13 :  30→ 15  :  00 講演「世界のロートア

イアン J スライド{ 弁用

15 :  30 亀岡出発→17: 30 大阪必・解散予定)

( 備考) 帰阪時間 li 、途中町道路 'J 長tn，ニよリ多少変史カt あリますのでご了承下さい

申 込 往復はがき 1 名に l 枚限りとし、氏名・年令 ・勤務先名

・所属部課名 ・述絡屯話番号 ・返信用宛名 - 郵便番号を

記入し、 「よし与工房を訪ねる」と明記の上 7 月31 日向

まて・に建築協会卒業課へ。定貝超過の場合は会貝優先に

て拍せんで決定いたします。ハガキには会員、会員外の

区別を必ずご記入願います。

建築と社会/ 1980年 6 月号 1  



日 本 建 築 協 会 会 告

4 昭和55年度日本建築協会役員会務分掌
( 再掲)4 通常総会開催通知

会 長 ・副会長および理事各位の会務分掌が下記のとおり決まりました。

( 敬紘略)
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!
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- 会 長 塚本猛次( 日建訟計)

. IU会長

総務 ・会計担当 佐野正一( 安井建築政計事務所) ・松村雄二( 松村組)

編集担当 足立 孝 (大阪大学) ・福田朝生 (双!iUl t:t l

- 理 事

総 務 ( 14名) 会 計 ( 7 名) 編 集 ( 12名)

(岡昭 本和 行設 普計) 市(東 川 務宏所
秋(日 田 満

畑建築事 )  本住宅公団)

小 西 岬 八十中島 健 二
井(大 上 決

ｻ小西ｾ :.十) (竹 工 務 庖 ) 述 設 計 )

小松島 正 宏
今( 大阪西府祥建築郎部)

度 主l S)  

技術部門

多大 胡 進
窪( 大田 林

祐

飯市立大学} 組)

(寺大 田 徳 ili
小 林 消

成 主E 駁} ( 新 住 宅 社)

三阪品市 哲 夫 松 村 築EE'F 三

(大 建築局} 浦 辺 遮 務所)

山 田 幸 一
三減輪計 泰 司

(関 西 大 学) 地 画建築研究所)

i菱 沼 茂 夫

大{大 林 林 芳 郎組
竹 中中 錬 一

{ 浅 沼 組 ) 「竹 工 務 庖 )

(奥奥 村 俊 夫 銭 高 高輝 之
前(あ 的野り慶か太屋郎)  

村 組) (銭 組)

総合部門

(木滑 下 正 利

水 挫 設)

(鴻鴻 池 藤 一

池 組)

電気部門
( 菅大阪谷電気健暖児房)

小 林 四 郎

武( 近畿田電気恭工事一)  
太 陽 工 雌 工 事 )

管工部門
( 斎三藤晃 空 博調)

伴 一 郎生

松( 清本水工先業ー開
(西 原 衛 )  

主主材部門

川 岸 繁 夫

村( サン上エ一ス石郎膏)

渡 辺 忠

( 川 岸 窯 業 ) ( 東洋シャ ，? ー)

昭和55年 6 月26 日附 4 時半 - 5 時

日 本 建 築 協 会 4 階 集 会 室

1  . 昭和54年 度 事 業 報 告 承 認 の 件

2  .  11 決 算 報 告 承 認 の 件

3. 昭和55年 度 収 支 予 算 承 認 の 件

と き

ところ

ぎだい

(再掲)

4 建築設計と省エネルギーに関する研修会

一 一建築計画に於ける省エネ法案の実践的対応一 一

1973年 の 石 油 シ ョ ッ ク 以 来 、 省 エ ネ ル ギ ー の 問 題 が 各 方 面 て ・ 論 議

さ れ て き ま し た が 、 建 築 に 関 す る 分 野 に お い て も 、 昨 年 6 月 「 エ ネ

ル ギ ー 使 用 の 合 理 化 に 関 す る 法 律 」 が 制 定 さ れ 、 更 に 本 年 2 月 「 建

築 主 の 判 断 基 準 」 と 「 設 計 及 び 施 工 の 指 針 」 が 建 築 設 計 の 基 準 と し

て 具 体 化 し 、 こ の 6 月から実施に移される' p - になりました。

こ の 法 律 に よ り ま す と 、 住 宅 と 延 面 積 3，OOOm' 以 上 の 事 務 所 建 築

は す べ て 定 め ら れ た 省 エ ネ ル ギ ー に 関 す る 性 能 以 上 の も の と す る 必

要 が あ り 、 確 認 申 請 時 に こ れ ら に 関 す る 計 算 書 を 提 出 す る こ と が 義

務付けられました。

昨 今 、 同 法 律 の 内 容 や 計 算 方 法 に つ い て 全 国 的 に 説 明 会 が 開 催 さ

れ て い ま す が 、 本 会 で は 特 に 今 直 面 し て い る エ ネ ル ギ ー 問 題 の 実 態

に関する講演と、 この 法 律 へ の 対 応 を 、 計 画 段 階 に お け る ト ラ イ ・

ア ン ド ・エ ラ ー の 問 題 と し て と ら え 、 実 務 的 な レ ベ ル で 、 基 準 値 の

具 体 的 な 把 握 を し て い た だ く た め の 研 修 会 を 企 画 い た し ま し た 。

多 数 の ご 参 加 を お 待 ち し て お り ま す 。

昭和55年 7 月 3 日( 村時日

湯
.6‘  

ｾ＠

4 日本建築協会評議員( 昭和55年度)

定 員

参 加会 費

保 夫 ( 銭 高 組 )

正雄( 長自建築事務所)

( 建材部門)

加藤忠三郎( 平悶タイル)

立 野 一 郎 ( ユ ニ オ ン )

河村二郎( 浅野 λ レート)

小 山 年 光( 因島応 用)

一

回
貝
一

一

議

一

一

評

一

一

属

一

一

所

一

一

部

一

一

支

一

一雄( 僑詰工務庖)

日月{ 伏見工食高校)

辛 党 油 膜 邸 内 所

党 也 ( 大 朝 組 )

和Ijj 台 大 m 設計)

鉦ーl思川u築' 1' 務所)

金市中部工業大学)

忠 勝 東 海 段 計 )

幸夫 l 山田工務鹿)

俊秋 l 日 興)

略三( ; j < { 工業高専)

敏男[ 悩ぷ控訟}

哲也{ 井崎工務庖}

純音{ 抗野電気}

詰

口

島

木

池

野

坂

田

本

取

永

崎

野

僑

山

森

鈴

菊

森

水

小

消

平

香

福

井

植

( 電気部門)

正男( . >I t 光電気工 '1>)

源蔵( 大阪電気B! l 房)

正雄( i 長海電気)

騰{ 中央電気)

信英{ 栗原工業)

( 管工部門)

章 裕( 須 賀 工 業 )

勝平( 大阪城口研究所)

正雄( 大阪電気眼房)

太作( 斉久工業)

四郎( カンダン)

光次( 山田工業}

( 妓術部門)

杉村 律夫l 大阪府土木部

山田耕蔵( 会主官管r)

高武主計( 品τr J S驚)

中村信夫( 寝泊竺F 設拡)

板 井 亨 介( 熊 谷 組 )

岡本宏行( 出版バ!r 揖鉱)

煙山 正彦( 近畿地建計画課)

長問 正雄( 長田建築事務所)

野々村五回男( 関西大学)

米図 芳松i 米国建訟工務庖) : 姉川

: 鳴尾

:  i克海

司郎1 絵 村組) ・今村

幸夫t 安 藤 建 訟l 栗原

章 雄 ( 鴻 池 組 )

定男( 欽l : l l 建設)

修一 ( 7 ジタ工業)

健治( 大日本土木)

俊之( 西絵建設)

箱二( 三井建設)

敬三( 近畿建設)

太郎( 西国工業)

高僑

長国

議長

!.l IJ 議 長

一 郎 ( 浅 沼 組 )

保夫( 謹 高 組 )

茂則( 新工務所)

辰彦( 戸困惑設)

! こー( 藤木工 務庖)

義 人 ( 奥 村 組 )

峰雄( 間 組)

朝 男 ( 中 道 組 )

Mー( 甲南独政工業)

真 一 ( 東 和 組)

崎

橋

村

谷

本

岡

道

m

篠

高

野

深

古

松

森

中

原

和

| 本 部 所 属 評 議 員 |

( 総合部門)

水

口

問

沢

田

国

消

滅

森

黒

仙

山

上

原

上

質

油

仲

間

川

崎

国

井

岡

樫

阪

志

野

本

森

川

西

「深まるエネルギー制約 と そ の 対 応J

大阪大学工芋部教授工学博士鈴木 粋 氏

[ 省エネルギ一法に対す る 建 築 設 計 者

の た め の 実 践 的 対 応J

舟竹中工務庖t主計部副部長 池 山 壮 一 郎 氏

17 :  30 質疑応答

定量生に余裕がありますので、今回に限り屯話にて

受 付 い た し ま す 。 氏 名 ・年 令 ・勤 務 先 名 ・所 属 部

一一名・連絡電話番号・参加証送付先名、会員 ・会

只 外 の 区 別 を 至 急 卒 業 譲 へ ご 述 絡 下 さ い 。

( 事業譲 T E L 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 0 )

倍・定員を超過 した時i止、会員を優先向上抽選にて決定し必知らせします.

今回に限り当日欠席されてむ会費のよ AI 1! を願います. 邸合で欠。官される) i :i 、必

ず代人を必立て下さ、、.

17:  00 14 :  3  

申 込

開場13 :  00 

開 会13 : 30→ 閉 会17 : 30 

大 阪 府 立 労 働 セ ン タ ー ・6 階 ・606号 室

大阪市東区京僑 3 丁目 15番地 Tel ， 06- 942 - 0001)  

50名

会 員 4，000円 l

} 当 日 受 付 に て い た だ き ま す。

会 員 外 5，000円 j

， ( テキスト代含む)

プログラム及講師

13 :  30 "14 :  30 

床張工事の寄贈

このたび田島応用化工闘のご好意によリ本会 l 階南室並びに 1 - 4 階

階段の床張工事( 材工共) のご寄贈を受けました.

ここに誌して厚〈御礼申し上げます。

社団法人日本建築協会

2  



4 昭和55年度日本建築協会常設委員会委員

. 編 集 委 員 会

会総「建築と社会」の企画編集

. 集委員長

。 三 輪 泰 司 ( 地 娘 計 画 建 築 研 究 所 )

編集理事

秋 悶 満 ( 日 本 住 宅 公 団 )

井 上 決 ( 大 建 設 計 )

今 西 祥 自11 ( 大 阪 府 建 築 部 )

m 悶 祐 ( 大 林 組 )

小 林 消 ( 新 住 宅 社 )

松 村 俊 三 ( 浦 辺 建 築 事 務 所 )

三 輪 泰 司( 地繊計画建築研究所)

竹 中 鎌 一 (竹 中 工 務 庖)

前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 屋)

武 田 恭 一 ( j丘 儀 電 気 工 事 )

絵 本 亮 二 ( 清 水 工 業 所 )

渡 辺 有: ( 東 洋 シ ャ ッター)

( 特集小委員会)

0 酒 井 良( 都市科学研究所)

・計 画 分 科 会

小 川 義 夫 ( 7 ジ タ 工 業 )

加 藤 カ( 京都工芸厳維大学)

河 自 治

猛 谷 寿

田 中 直

千 葉 俊

ムti a  

中 瀬

吉( 大阪府建築部営繕釜)

翁 ( 大 阪 工 業 大 学)

人(学ィ号41・FF務占 )

司 ( 日 本 住 宅 公 団1

ｾｊｩ＠ ( 大 阪 市 立 大 学 )

勲 ( 大 阪 府 立 大 学 )

中 馬 | 噂 良 ( 長 谷 川 工 務 庖 )

村 上 元 康 ( 竹 中 工 務 庖 )

森 祇 ( 日 建 設 計 )

山 本 普 積 ( 京 都 大 学 )

吉 岡 忠 純 { 大 阪 市 総 合 計 画 局 )

e 機 造 分 科 会

河 村 康 ( 神 戸 大 学 )

小 島 達 男( 馬瀬情造段計事務所)

佐 藤 哲 夫 ( 竹 中 工 務 庖 )

坂 ぷ 二 ( 大 阪 市 立 大 学 )

棚 f昌 秀 光 ( 日 建 設 計 )

企 横 井 元 昭 ( 大 林 組)

・設 備 分 科 会

表 康雄Ｈ雪〆 ［ 字ル＿ ン ｾ Ｉ

十 尾 井 宏 宣 ( 近 畿 大 学 )

6 河 i主 隆 之 ( 1可U! 隆 之 事 務 所)

t事 柳 健 ( j l ' J j 砂熱学工業}

本 関 脇 { 呆 ( 大 阪 電 気 暖 房 }

本 山 正 和 ( 神 戸 大 学)

・施 工 材 料 分 科 会

荒 川 治 徳 ( 清 水 建 設)

告有 国 道 成( 大阪府建築都営綿釜

岡 国 務 弘 ( 成 品 鐙 設)

A 三 浦 康 夫 ( 大 林 組)

村 上 元 彦 ( 械 水 ハ ウ ス )

・法 令 分 科 会

ム 隠 岐 一 三 ( 大 阪 府 建 築 指 導 課)

桑 回 繁 男 ( 大 阪 府 建 築 指 導 部)

( 投稿縄小委員会)

大 戸 lt (清 水 建 設j

ｾ＠ fi' 俊 一 ( 近 後 日 本 鉄 道

木 崎 博 ( 神 戸 市 住 宅 局 )

O小 北 博 一 ( ジ ャ ス ア ソ ン エ - "/ )

締 本 態 夫 ( 近 古 住 地 建 営 絡 部)

( 作品作風小委員会)

OHIJ 野 洋 三( 安井建築設計事務所 )

小 野 為 一 { 日 建 設 計 )

喜 多 恨 紀 ( 竹 中 工 務 庖 )

栄 真樹( 兵庫県都市住宅部)

田 中 信 . m ( 大 成 建 設 )

高 崎 尚 B召 ( 清 水 建 設 )

恨 来 淳 一 { 大 建 設 計 )

能 丸 弘 毅 { 大 林 組 )

三 宗 司 郎 ( 昭 和 設 計 }

{広告企画小委員会)

岩 僑 - n( 東 畑 建 築 事 務 所 }

上 回 哲 夫 ( 日本建築縫合試蟻所 }

岡 本 弘 之 ( 安井建築I i 計事膏碕 }

崎 昭 夫 シ マ ク ロ ス }

正 当 国 民 彦 竹 中 工 務 庖)

棚 僑 和 夫 銭 高 組)

1車 持 律 夫 日 本 住 宅 公 団)

中 河 克 則 {渇 池 組)

1 1 A 悶 常 介 (栗 山 ゴ ム)

松 尾 恭 治 ( 松 村 組)

松 本 亮 二 ( 清 水 工 業 所 )

山 固 ま 監 祐 ( 大 林 組)

O渡 辺 定" ( 東洋/ ヤ y j ' ー)

平 松 利 一 ( 困 砧 応 用 化 工 )

・ 事 業 委 員 会

見学 鴻繍 ー説明・展示ー態税金 ー若い

会只の集いなどの企画および実施

。三 品 哲 夫 ( 大 阪 市 建 築 局 )

O市 川 正 夫 (竹 中 工 務 庖)

I  0 乾 正 一 ( 関 西 電 力)

0 鶴 田 昭 一 ( 大 林 組}

( 見学会小委員会)

0 仏 国 民 彦 ( 竹 中 工 務 庖}

A 上 出 秀 雄 ( 藤 木 工 務 底)

A 南 次 郎 ( 浅 沼 組 )

楠 本 忠 治 ( 松 村 組 )

正 楽 井 辰 彰 { 清 水 建 設 )

商 品 三 郎 ( 鹿 島 主II Jlt )  

中 藤 修 (渇 池 組)

永 井 誠 一 (大 林 組)

僑 本 - :lt (大 成 往 設)

福 家 敬 ( 大 阪 府 建 築 部 )

( 広報小委員会)

0 商 村 良 平 ( 阪 急 電 鉄 )

ム 片 岡 昌 之 ( 日 本 住 宅 公 団 )

ム 今 野 利 直 ( 竹 中 工 務 尉 )

A 原 見 昌 志( 安井建築訟計事務所)

ム 平 川 玄治( 修成怨設専門学校)

荒 巻 恭 士 ( 近 畿 電 気 工 '10

石 田 修 一 (銭 高 組}

奥 村 勇 (大 林 組)

奥 村 進 { 東 畑 建 築 事 務 所

木 村 三 津 男 ( 旭 碕 チ}

北 岡 精 一 野 村 越 訟 工 業)

本 場 公 典 大 阪 府 連 察 部}

佐 議 泰 大 阪 市 公 団 局}

知 山 克 己 (t定 川 製 鋼 所}

( 若い会員の集い小委員会)

0 阪 倉 ) % 一 大 阪 府 土 木 筋)

A 岩 本 一 良 { 日 本 住 宅 公 団 J

A 桑 岡 信 篤 ( 日 建 訟 計}

6 衛 藤 英 雄 ( 近 畿 地 方 担 訟 局1

6 山 形 政 昭 ! 大 阪 芸 術 大 学)

天 野 直 樹 1竹 中 工 務 庖}

井 本 隆 一 阪 急 電 鉄 )

石 古 香 {大 成 建 設 )

太 田 貞 輿 ( 小河建築訟計事務所)

上 河 内 雅 昭 ( 消 水 建 設 )

管 家 克 子 {T J J J 布うん)

木 悶 伸 一 郎 ( 安井建築設計事務所)

i:b 谷 理 { 堂 大 林 組 )

佐 野 利 治 (浅 沼 組 )

栂 本 美 鈴 ( モーリショ y プ、

昭和 55年 5 月21 日 開 催 の 定 例 理 事 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 委 只

を 委 嘱 い た し ま し た 。 ( 敬 材 : 略 。印委員長 O印 副 委 員 長 企 印 幹 争 率 顧 問

破婚名は略称を用いました.)

寺 尾 章 ( 大 阪 市 建 築 局 )

中 川 一 ( 野 村 建 設 工 業)

別 所 高 志 ( 束 畑 建 築 事 務 所)

絵 村 正 和 ( 鴻 池 組 )

三 宅 良 一 ( 企 画 段 計 社 )

市浦偲市開発姐築

三 好 勝 隆 ( コ ン サ ル タ ン ッ )

盲 崎 敏 子 (竹 中 工 務 庖)

( i 岡 進 大 阪 市 公 団 局 )

安 11A iI 彦安原理襲訟計事務冊 )

・ 教 育 委 員 会

l t 察教育についての調査 、研究、渇座なら

びに工高生デザイ ンコンクール などの企画

必よぴ笑崎

。 多 胡 進 大 阪 市 立 大 . -

(慣習会小委員会}

0 佐 々 木 保エー・エス・ 7 イ}

6i l t 路 普 巳 ( 日 AE 22 2十}

ム 藤 野 長 士 ( 柏 崎 南 コンサ吋バ)

問 中 雅 俊 {清 水 主R a主}

松 本 邦 雄 { 竹 中 工 務 腐)

三 浦 隆 (大 成 建 訟}

三 木 敏 男 (奥 村 組)

三 宅 富 雄 ( 須 賀 工 業)

安 盛 美 子 一 { 大 林 組)

山 内 次 郎 ( 西 絞 狙 ! J2: )  

(工高生敏育小委員会)

O崎 山 宗 威 { 大匝工重大物期師陣 )

Ｖｩ 上野純ｾ浦辺建築事務所 Ｉ

A 中 野 吉 良 ( 西 野 悶 工 主 高 校 )

上 野 賢 三 ( 徳 島 工 業 高 校 )

純 国 武 今 宮 工 主 高 校)

粛 正 証 暢 ( U A蔚轟設計'1>務場)

昼 忠 、 甫 東 畑 l t 祭事務所)

・ 建 材 委 員 会

建材のコ ンサルタント ・新建材の紹介

石 堂 修 次 (大 成 建 訟)

石 原 英 治 ( 近 畿 地 建 営 締 部 )

打 ? 良 政 { 言 ( 新 興 挫 材 工 業 所 )

垣 内 健 男( 安井極集設計事務所)

金 問 宏 ( 大 林 組 )

坂 本 安茂( 大阪鉄道管理局施設節)

竹 島 渡 ( 戸 田 建 設 )

恒 成 恒 ( ，k阪府極集部哲帥問

中 原 泰 ( 大 阪 セ メ ン ト )

原 尚 弘{ クラレエシj ニアリング)

藤 川 懇日本担襲縫合よ正取所、

星 忠 甫 { 東畑主霊祭事務所

* 事 圏 内 三 郎 ( 関 西 大 学}

場内成樹 Ｈ ｾ 付 組}

O牧 図 顕 治 ( 大 建 遣 段 工 食 }

主 企 本 英 良 ( 竹 中 工 務 底}

三 1可 祐 雄 ( 鹿 島 建 駁}

富 国 間l 久 昭 初 n :十}

元 本 貞 次東洋紡エンジニ7

"

ング)

み 井 紘 久 日 卒 住 宅 公 図}

。 山 田 幸 一 { 関 西 大 学)

O山 本 正 和 { 大阪府控築郎官持軍)

結 城 仁
( ，k阪市担察局営納節}

和 国 待 也 '藤 木 工 務 庖)

. 住 宅 委 員 会

住宅に関する研究並びに改善についての

一般啓司臣、よろず栢験住宅展内側段、住

宅に関するスライドの制作

石 川 消 ( 星 和 地 所 )

岩 本 尚三( 大阪市都市再開発部}

多 井 幸 男 ( 大 林 組 }

O奥 村 嗣 夫 ( 京 阪 住 宅 建 股 )

。 小 西 岬 { 小 西 E主 計 )

国 松 寿 積 水 化 学 工 業 )

菅 原 廷 治 ( 小 西 段 計 }

田 中 海( 日本分限住宅協会)

O高 田 1 K i青 ( 小 姻 住 研 )

辰 巳 狗 二 ( 大 阪 府 住 宅 建 霞 諌 )

辰 巳 久 男 { 三 晃 空 調 )

長 山 立 子 ( 主要T F S悲喜)

平 松 利 一 ( 悶 烏 応 用 化 工 )

保 地 雅 市( 大阪建築防提センアー)

構 神 宏至朗崎弁建築関十事務所)

O山 下 聡 清 ( 近 鉄 住 宅 建 設 )

山 図 敏 太 郎 { あ め り か 屋 )

山 本 司 朗大医工重量術専門学校)

山 本 飽 男{笹 村 組 )

吉 国 進 彦 住 宅 金 融 公 庫 )

. 法 規 委 員 会

築に関する法規的研究・11' 及並びにl l ! . 麗

石 僑 寛 ( 大 阪 府 担 築 節)

杉 村 律 夫 大 阪 府 土 木 郡)

米 谷 丞 雄 ( 大 阪 市 消 防 局 )

中 間 廉 之 助 ( 大 阪 市 審 査 課}

河 野 靖 { 大 阪 市 指 導 深)

西 山 充 { 大阪市縫合計画局)

宮 本 功 ( 高槻市建J l t 部)

古 川 貞昭( 兵廊県阪神県民局)

。 岡 本 行 善 ( 昭 和 設 計 )

大 森 康 亘 ( 近 畿 電 気 工 事 )

勝 村 誠 一 ( 束 畑 建 築 事 務 所 )

岸 田 明 治 ( 清 水 建 設 )

j'{1j i I ! 幸 夫 ( 大 阪 電 気 暖 房 )

高 木 穣 ( 竹 中 工 務 庖 )

辻 晴 吾 (大 林 組)

永 安 照 男 ( 日 建 訟 計 )

福 聞 辰 造 ( 大 主 主 政 計 )

吉 伸 消( 吉伸建築政計工bi )

- 出 版 委 員 会

建築に関する図書の企画・編集 ・刊行

桑 回 和 明 (松 村 組 )

。 小 林 消 ( 新 住 宅 社 )

佐 4 木 保 ( エ ー エ ス ・アイ )

須 賀 好 g (近 後 大 学)

玉 田 健 { 竹 中 工 務 底}

千 葉 和 ut (大 林 組}

舟 錆 園 男 大 阪 大 学}

山 図 修 大 阪 市立工芸高健 }

吉 村 武 東 住 吉 工 業 高 校}

渡 辺 IZ 昭 r 日 建 E主 計E

. 建築データシート委員会情

建築デ- j ' ，/ ートの企画緬集・刊行

。 井 上 i晃 { 大 l t 設 計)

塚 達 夫 { 束 畑 建 築 事 務 所)

竹 内 新 ( 渇 池 組}

中 村 哲 士 ( 安井建笑S 計事務所}

加 藤 照 男 大 阪 市 財 政 局}

三 河 祐 雄 鹿 島 建 段)

安 立 俊 夫 大 林 組)

松 村 志 il!男 I f : 村志津胃瞳聾事曹婿 }

正 法 院 陽 三 ( 日事担築縫合誌蛾碕)

坂 井 a : ｉｾ＠ ( 日 蓮 段 計}

山 本 因 男 { 日 遅 E主 計 )

北 村 恭 一 ( 大 建 E主 計 )

羽 入 洋 {清 水 往 段)

杉 村 勝 三 竹 中 工 務 庖 )

香 西 喜 八 郎 東 畑 建 築 i J ' 務所 )

3  



第 1期20巻完結記念 セットセ- ) レ
協会会員特別割引

企画: 日本建築協会 編集・発行: 学芸出版社

ａＵ 判・ ＱＳＶｾＱＶＰ 頁・定価各 ＱＰＰＰ 円

20巻セットをこの機会に

8 月31 まで セット特価

16000円

セットセール期間中はセ y 卜以外のお申し込みも

1  '1i IJ "I J  ( 送料当方負担) で領布いたします お申

し込みは専用娠符用紙でおねがいいたします. な

お，セット特価，苦IJ 'l J 販売は. '} 底ではいたしてお

りません. お!日iい合せは日本建築協会 (n 06- 231

- 9648) か苧芸出版社 (n 075- 343- 0811 )へ

工事監理・施工管理の要点を I ｴｾ 造計画の考え方と基礎知識

記載し，試験の注意点も併記| を 150枚の図を駆使して解説

設計や現場施工における接点| 住宅関係者とユーザーのため

問題の盲点と解決法を示す | の，す ぐに役立つ実践的資料

級新の知識と全工程の要点を

ずばり示す唯一の入門古

第一線の設計家が楽し くやさ

しく 説く，現代の インテリア

P Cft'1i造 を生かした各種の情

造方式を， 図 ・写真で示す
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• ＲＰｾ きで ＱＶ 可 ｏｏｏ ｬ ｬｊです ， ｾｪｬ 耐の Ｒ '，I;IJ づ| です

i韮科l立無料です ，Mk"( 込みいたたいたん

には、 ｾｦｮｩ ，片Ｎ ＧｾｦＺ＠ _;'、 :H版社より 1( ( j E いた

しま- j '

- 建築技術選書20巻セ ッ ト申込み

Y  16. α) り× 古1;

干 川也

- このf Hf. ri きJ il 主人変I . l { . i ' ] l を得ております

ので、この機会にご千IJ川下さいまして、

.t 5th，込みいただけH( . f 幸いにイl します。

II{{ 利55年

打開法人 EI 本生l ! 築協会
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建 築 と 社 会

⑥ 1917年 創 刊

通巻699号・第61集・ 1980

C ONT E NT S  

J O U R N AL  O F  T H E  A R C HI T E C T U R A L  A S S OC I A T I ON O F  J A P A N  

A R C HI T E C T UR E  A N D  S OC I E T Y  

特集・最近の防水工法

表紙の鋭明 。繍回一夫( 造型作家)

・ジァコモ・パロッツィ・ダ・ヴィ ニョーラ

Gi acomo  Barozzi  da V ignol a 

(1501ー 1513)

ヴィニョーラは 、はじめ画家とし

て修業したが、後に建築家に転じ

た。ポローニャ 、ロー7 、パリと

各地をまわり 、数々の建築を手が

けたが、1564年ミケランジェ 口の

死後、 ロー7 のサン ・ピエトロ の

建築家に任命 されて いる。表紙背

乗の オーダーは彼のデザインによ

るものである 。

特集予告

.1月号/ 都市景観と アメニテ ィ

.o月号/ 屋内体育施設の設備

・ 9 月号/ 水ぎわのまちづ くり

編集委員会( 昭和55年度)

編集委員長 i'f'刊日 他

竺姶 ｾｲｩｊ＠ 本[[1 陽保

編 集 理 事 ＢＢｾｉ＠ JE千日

1' /( 1日 i':':j - 地IJl l1?iI1全

Jl"- I'.  t比 抗 川 町if，車

今附作f ! J ¥ lili flJ i且広

i唱川 H， |吋閥 、iiJ i; 1.

小林 弘三 浦 康 夫

竹中 PIt 村 上 元 彦

ＮｾＱ Ｑｉ＠ ＮＯ，ｾ Ｍ - 法令分科会

ｬｩ￭ｊｾｦＧ［Ａ＠ !、日1¥ .C2. 岐 一三

j1':付 !盟 主 会回転［ｾ 9J 

1i¥-1< .) と一二 (It摘欄小委員会)

ェ輸 糸 川l
大r' :ll: 

J凡3旦 .'_ .  必h・t 1費一

編 集 委 員 本舵T 刊J

(特' 刷、要員主) 0 小 北 仰ー

ｯ ｩｬｾＩＱ ・ )'1 附ｾＮ :，ぷ Jと

.  ，， 1'I'ilj 分科会 (広告企画噛鉛

イ叶11 能た 料情 ーＡ、ｾｾｾ

IJII"' ，長 }) 1-.1fI -J! i 夫

MI I  i;I; ，，'{ Ｑ 吋ＭＱｾ ｾＱ 、之

J i Ht  ｊｈｾ＠ 削1 1111夫

111 '1' 1(( 人 J::， UI ＱＢＯ ｾ＠

下車ｾ n" J  棚 f持 制l 犬

梶山伴
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'10) .，.， ｾＡｈ ミ Ifs( H1 1古介
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l' t:， 
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，111崎 忠争E IIIW .!:ft怖

. 1，' 1/泊分件会 0 有liill
言脳，

れ' f H l』t (作品作畠'1、委員会)

小 ｉＺ ，ｾ ;主9J O UIJ 野 洋三

{主政 1' t 犬 小型f" l'.) ー

ｊＧｾ＠ }. J'て ｾＧｻＮ多 ｉＱ Ｑ 紀

t別紙 mじ 試ー
f' 枯t

、|前川 }cll(l 問 tj ， 1，f  iR 

. ，没倫分科会 高崎 ｦｾｩｬｬ 目

品 J，)t.!:f長 十時米 淳一

#UI : 五; I ( 能) L ';1.殺

*  inr; l' ｾ干之 三; ;'， "WI ¥ 

i'J JM'I t< l t k  *  ｉｾ ｊ 事ｐ ・ ｉ ・

編集人 総 JI' Hs 光

印 刷 B(l 相 55 年 6 H  20 日

発 行 昭 和 55 年 6 月25 日

発 行 人 吉 凶 悦 二

発行所 ( 社) 日 本 建 築 協 会

大阪市東区北浜 3 - 37 
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会告 宝 塚 市 庁 舎 新 築 工 ']:0 ; の見学会 . 鉄の工芸・ ロート ・ア イ ア ン の 世 界 一 よ し 与 工 房 を 訪 ね

て 一 . 通 常 総 会 開 催 通 知 . 建 築 設 計 と 省 エ ネ ル ギ ー に 際lす る 研 修 会一 律築日hillHこ於ける

省 エ ネ 法 案 の 実 践 的 対 応 ー. 昭 和55年 度 日 本 建 築 協 会 役 貝 の 会 務 分 説 ・日 本 法 築 協 会 評

議 只 ・常 設 委 員 会 委 以 . 1  

作 品 作 風・ 名 古 屋 市 の 公 開 に た つ 公 共 施 設

・緑 化 セ ン タ ー ( 餓 妹 公 園 ) 一 設計民現: :I' ，，J. i 屋市建築局営綿謀 ー・ ・ ・ υ … 一・・ ... ・・・ 6

設 計 協 力 東 海 設 計 純i工 北 川 *11

・束 山 公 l週.f ll( 物 会 館 .. . … ・・ 設計敗羽 ｬ Ｂ 才Ｇ， ｲｬ￯ｾ 市建築局営総謀 ー ー・・ ・・ ・・・・・・ 0 ・8

設 計 協 力 点 制H建 築 事 務 所 地 工 水nmぷ

;.. .l .，l f ; い
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設計協力: r.l S設計事務所 施工 。村武建築

ス ケ ッチ ブ ッ ク 紋近竣工した新 ， 池 ｾＹ 点 Ｈ ｎｯ Ｎｬ ＴＵＰＭ Ｑ ＴＵＸ Ｉ " .14 
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竹 1;，¥ 11.正"' 1 6
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九j ' j i ー 住 宅 設 計 ハ ン ドブ γ ク 17 

建 築 と 社 会 二 ユ ー ス 紡 ) j iJ U奄の i j血処J ｬｪ，ｾ大に修復完工 Ｎ ポートピアトピ ｹ クス ・ そ の ＱＱ パ ビリオ ン法本. i liilli

一 特別館・共| 百] 館/ 印 '1] j(T 人・ ' 19

風 土 と 建 築 ｊＧｩＡ然先生 ＨｉＨｊ 主 ｮ 築をめぐ っ て Ｍ Ｓ 一 風土 ・ そ の Ｓ Ｏ 本多友 Ｑ ［ ｾＢ Ｂ ＲＰ
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緑化センター( 鶴舞公園)

設 計 監 理 名 古 屋 市 建 築 局 営 繕 課

設 計 協 力 東 海 設 計

施 工 北 川 組

6  

所 在 地 名 古 屋 市 昭 和 区 鶴 舞 1 丁 目 1 番 168号

敷 地 面 積 6 ，400. 00m'  

建 築 面 積 396 . 9 3 m'  

延 床 面 積 661 . 0 5 m'  

構 造 規 模 本 館 ( R C 、 2 F )  

グ リ ー ン サ ロ ン 〔 温 室 )( S 、 1  F )  

工 期 昭 和54年 9 月~ 昭 和 55年 2 月



名 古 屋市 鶴 鋒公 園内 に 、 み ど りあ ふ れ る w ま ち づ |  うことが 第 Ｑ の ｾｾ であった。
な 平 I師、 立而 とした。 l 階 には 展 示 コー ナ 一 、 資

料 コ ー ナ 一 、 図、作室、 相 談 コ ー ナ ー を 配 し、マノレ

チ ス ク リ ー ン ( 3 述 ス ラ イ ド ) に よ るi週芸 指 導、

市 内 の欣 多道芸芋の P R を行う 。 2 階 に は 住 民 の グ

j レープ、クラ フl i1i1fdJ にも 利mでき る 講 習室 を 設け た 。

また 身 障 者便 所 、 ス ロープも 配 した。一 日も早〈

市 民に 親 しまれ 利 用 され ることを 則 って い る。

く り前 を 目 ざ し て 名 古 屋 市 住 民 の緑 化窓 織の 同協、| 話 し 合 い の 結袋 、 「グ リー ン サロ ンJ を本 館 とー

植 栽 知 減の普 及 を図 る とともに、 緑化に| 刻 する 幅 | 休 と す る こ と が 住 民 の 利 用 お よ び 、 鑑賞 の 流れ が

広 い 技術 の調査 研 究 を 行 う と い う 機 能 を も っ 「 緑 | ス ム ー ス に 行 く の で は な い か と い う こ と で 、一 体

化 セ ン タ ー 」 の 設 計依 頼 を緑 政局 ( 現 在 は 脱 政 緑 | 化築 を 基 本 計画 に決め、 「グ リーン サロ ンJ を中

地 局 ) より受けたが、 Zj tZ十の 中の 条 件 で 「 グ リー | 心 に 配 してどの宅よ りも鑑賞 が で き か っ 開放 的 な

ン サ ロ ン ( 滋 宅 ) J を東 海財 団よ り寄 付 を受ける | 設計を心持トけた 。

とい う こ と が 決 ま っ て い た の で 、 こ の 「 グ リーン | 本 館 に つ い て は 「 グ リーン サロ ン」を 北 而 よ り保

サ ロ ン 」 を 設 計 の 中 で ど の よ う に 配 置 す る か と い | 議 す る よ う な 形 で 「 シ ン メ ト リ ー 」 と し シ ン プ ル

( 名古 屋市 )

ｾ＠

l  l 「

1. 外観

2  来面

3 . 展示室

4  . ロビー ( マルチスクリーン)

5 . グリーンサロン ( 温室)

6. 東南部全長

ぬ 影 力H鋭敏明 (S s名古屋)

1 階平面図
H 皆平面図

( 50音順)

硝 子 河口硝子庖 れIli ほ市 '1' 区3 附 12 丁 11 8  - 6  T  E  L  052- 321- 0332 

3 罪亨会挙韮孟 教 育 産 業 名おめ!i ll
l
区九町内 3 r  1118- 28 T  E  L  052- 971- 8556 

生 コ ン 納 入 鈴 木 産 業 名I'i 民 I!i 熱 川氏 問Ilar20- 27 T  E  L  052- 871- 5山

左 官竹 内 業 務 庖 t t f Z P T I 久 比01' ，¥4<' ;' T  E  L  05ω4 - 8- 0401 

鳶 土 谷口工務庖 霊知県 ｩ ｬ リＺ， ＧｪｬＡ￮ｾｩ Ａ ｴ 町悔之本側 一 Ｒ T  E  L  0567- 28- 21伺

温 室 大仙名古屋釘吉 れ占出市北区1 L 新町40 T  E  L  052- 9ω - 1661 

鋼 製 建 具 中 日 建 材 置 知 県 西 制 作 郎 続 川 町 例 ヶ口 r E L 脱 - 502- 1111

骨坪井鉄工所 れ市民市中村区本陣通 3 - 25 T  E  L  052- 471- 6191  

9  イ ル名古屋建陶社 名自民市東区) i ! 1  T 1l 21 - 25 T  E  L  052- 951- 7347 

鉄 筋 納 入 丸定鋼業 ｲ ， 占民和川ｼ区ｾ ， ［Ｎｮ￦ｲｬ 1  T E L  052- 361 - 2111 

型 枠 明和工務庖 1'. ｬＧ￯ｬｪｾｬＡ￯ 刊 惚掛 け ｬ 町 Ｒ - 69 T  1" L  052- 71 1- 6531  

7  



東 山 公 園 植 物 会 館

設 計 監 理 名 古 屋 市 建 築 局 営 繕 課

設 計 協 力 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 水 野 建 設

8  

r， ，Ii hl. ili の * 山 動 刷 物 凶 で は 、 今 年 ，ｉ ｾ Ｇ に 相 次いで | 迎 び と な っ たものであり、 H召剥]] 2年 の |別 図 以 来 航 | 業 車 内 を 以 杉 す る コ ー ナ ー を 設 け る な ど 、 同 会 館 の

二 つ の 新 た な 施 設 が 完 成 オ ー プ ン す る 。 一 つは、 | 物悶がただ. ! j 1に 生 き た 柏 物 を 展 示 し 、 軍lU .1: に 供 し |  完成によ っ て、市民の航物、ｼ申Ｇｪ｟ｾｾーの知，必の作 ａ 止を

動物| 崎地区 に お け る 『 ア メ リ カ 大 陸 コ ー ナ ー 』 で | て き た と い う 税 状 か ら 脱 皮 し 、 時 代 の 趨 勢 を 反 映 I 1五l ってゆきたい。

あり、 一 つ は 刷 物 l刻地区て' の r-I lli 物 会 館 』 で あ る 。 I し、 各純陸l去 に |則す る 展 示 を 行 う コ ー ナ ー や 、 成 | 他 物 は 、 航 物 l事lの r，物 のー っ と も な っ て い た i既存

『アメ リカ大| 控コ ー ナ ー 』 に つ い て は 、打11介 で 後 | 料 、 閣 芸相 談 コ ー ナ ー な ど の 施 設 を 併 設 す る こ と | の ケ ヤ キ の 大 木 ( 推 定 樹 令50年 ) を う ま く 取 り 入

Ｎｊ ｩＺＺ ｾ に利介する予定であるが、ここでは Ｑ ｍ 物 会 釘 ｕ I により、 市 民が 約 係 (I' ;J に 参加1利 用 し 、 学 科 で き る | れて設計し、 R C巡り 21椛 処 て で は あ る が 、 病 II !fll

に つ い て の べ る 。 I H会 教nの 場 に し よ う と す る も の で あ る 。 I 的 な 腿 をかも しt I ｾ すべく円山 ｓ し、 色， ｕｉ Ｎｪ も周ｪｊ ｴ ｬ の ｉￏ

刷 物 問 地区 に お け る 『刷 物会 館 』 の 処 設 は 、 永 年 |  また、 4町内出 が 生 ん だ世 界 的 な-li1i物学者、 r  ｻｊ ｾｬｩ［ 品 |  然 j ，t観 に 7 ッチ し た j品 ち ぷ き の あ る も の と し た 。

の懸主主'JHj ' [ となっていたものが、やっと実脱する | 圭 介 翁 j ( 1803- 1901年 ) の ill 品 を 展 示 し 、 そ の I  ( 才，，Ii  hi dil 



所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

樽 造 規 模

名 古 屋 市 千 種 区 田 代 町 字 瓶 本 人 1 - 4 0  

1 ，000 ，961 . 3 2 m'  

869 . 1 9 m'  

l ，104 . 56m'  

R  C ， 2  F  

エ 期 昭 和54年 E 月~ 昭 和55年 3 月

| I  I-H 

1 . 既存木 ( ケヤキ ) と

建物正 1m

2 .  i I l 物アプロ一千

3  研 修 室

4 .  1  階展示ホール

5  機械室

ｬｩＧｴ ｬ 彬加藤敏 ｉｾｊ ( S  ｓ れ ｉｬｩｾＮ Ｉ

( 50音順)

東山公園配置図

， ｾ＠ 5  1訂古)

1 階平面図

カ シ ワ ギ 電 気

第 一 工 業 名 古 屋 支 底

名古hl 市東区東桜 2 丁目 5- 20

T  E  L  052- 931  - 2501  

名古屋市東区東 桜 2 丁目 15- 25

T  E  L  052- 932- 3621  

9  



見晴台考古資料館( 笠寺公園)

設 計 監 理 名 古 屋 市 建 築 局 技 術 管 理 課 ・ 学 校 建 築 課

設 計 協 力 城 戸 武 男 建 築 事 務 所

施 工 石 田 組

10 



所 在 地

敷 地面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

ヱ 期

名 古 屋 市 南 区 見 晴 町 笠 寺 公 圏 内

35 ， 2 0 0 m'  

④ 

672 . 5 4 m・

1，381 . 71 m'  

R C 、 l F 、8 1

昭 和 54年 1 月~ 昭 和 54年 8 月

見 H百 台 考 古 資 料 館 の 特 色 は 、 一 口 で

いえば、 「活動する博物館 」 と い う

ことて・ある 。

笠王手公図と い う 敷 地 の 大 部 分 が 、 未

発傾! の逃湖、であり 、今 後 も 継 続 し て

調 査 さ れ て い く 場 所 で あ る こ と 、 ま

た、名古屋市内の泣湖、の発 iJ:ii 調 査 も

行 う こ と な ど の 点 を Jj .I. 伍して、主主計ー

が 行 わ れ た 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 建

物 は 、 移 動 ラ y クを配ほする収蔵庫、

学芸工i の 活 動 す る 経 理 妥 、 そ し て 発

掘活動、資料を奇ｾｻ介する展 示室 およ

び 映 像 展 示 室 な ど か ら 椛 成 さ れ て い

る。 建 物 も 公 l却 の 中 て ¥ 自 立 ち す ぎ

ないよう、収蔵庫を地下に自己 i丘する

な ど の 考 慮 も な さ れ た 。

Ilfls.e; してカ、らも、多 くの 司H..: ヵ ヘ お

と ず れ て い る よ う で あ り 、 今 後 と も 、

こ の 資 料 館 がJ也ill なi i ' i ilij) を 続 け ら れ

ることを ｊｕｉ 待している 。Ｈ 才 ｺ 古ｾ，ｉ￯ Ｉ

「一一一一寸 1 .  ，軒，(，i全対

l  す ｾＲ 北i内埼削剛，1，仙耐11師r1外E鋭比

|  札工ｾ 3 .  t，V酬 帆 主μ例例.f'1川i巴l

)  I  i4司i 4十. 収必削1， 川 附 ，1曜i巨i (  日 lけ

i主i  
L _ _ 一一一一一L J 5 .  J.腿民ル，ぷ1<'宅

lltl 彩 JJIl B基敏 lりj( S S 1'，，'，11' )  

U P  

地階平面図

( 50音順)

空調設備 大 西 熱 学 工業所名古屋営機所 F:; 躍は!f 答品目 16 15TEL052 262 6751 

内装仕上 河合順蔵商庖 r"IJ !t rli 削 11以 川 町31 20 TELO認 問 醐

ガラス 岸田硝子庖 名占良市車区虫 l 丁 目 7 TEL052 962 0221 

塗 装 佐藤興業名古屋支庖 名占屋市干同区域柑T2丁目印 T E L仰 751 5191  

気 中電工事 才，占魁市熱l J l 区償l Har 2丁目30 TEL052 随 2 6250 

金属製建具 トキワ工業 名占昆rli 両区白葡orr 4丁目 23 TEL052 臼 1 8721  

内装・防水 東海物産 制 民 市 Tー附 町 北 町 2丁目73 2  T E凶 52721 2211 

断熱吸音材 東邦パーライト 名市民市丙区鵬占野 l 丁目 3 1  T E L限 571 0671 

t雪iFヤ ス ト D ( D S ) ナグラ産業 名古記市北区石l捌 r1  1  TEL052 則 7374

エレコンパ y クY 丸善名古屋支底 名砧占雌庄 f市伽制帥H炉附帥gサ中1ド陪，哩区栄刺3打丁刊日 2 7  T E札LO服臼 2お矧6臼1 225 

? イ Jルレ 森井夕イ Jルレ 名占民め刷11i 制削布相! 区折戸町5 お T E乱LO仰臼 7惚臼 5悶羽釧1  

セラキヤス卜吹付材 山本窯業化エ 名古屋営操所 ?引;l 甘息z引E4T11;涜r品ピル T E乱LO脱5臼2262 6仰押m4  

給水衛生 吉 忠 エ 業 r"市川片悦魁め刷，1叫1
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東谷山フルーツパーク本館

設 計 監 理

設 計 協 力

名 古 屋 市 建 築 局 営 繕 課

都 設 計 事 務 所

施 工 村 武 建 築

12  

所 在 地 名 古 屋 市 守 山 区 大 字 上 志 段 味

字 東 谷 211 日

敷 地 面 積 102 ，4 9 5 m'  

建 築 面 積 800 . 84 m'  

延 床 面 積 775 . 75 m'  

構 造 規 模 R C、 2 F  

工 期 昭 和 54年 9 月~ 昭 和 55年 3 月



名 古 屋 市 の 市 街 地 か ら 京 北 端 に ri 'Jかうと、

しだいに 小 高 い 山並 み が 浮 か び あ が る 。 ま

ば ら に 点 在 す る 住 毛 と プ ド ウ 閣 の 広 が り の

中、東谷 山 の 山 すそに市民め Ａｾ￟ ｉＢ、の場と自

然 と の ふ れ あ い を め ざ し た 東 谷 山 フ ル ー ツ

ノぞーク。ここには日本庭問、芝生広場など

の 施 設 が 繁 備 さ れ 、 う め 、 か き 、 く り な ど

の来初闘が広がり、四季折々の姿がみられる。

この忠まれた敷地内に包= 濯機としての機能

と、市 民 が 気 軽 に 立 ち 寄 れ る 場 と し て の 建

物 を 、 周 囲 と の 調 和 の 中 に 「 山 と 水 と 土 の

匂 い の た だ よ う も の J をねらいとして設計

し た 。 建 物 は 敷 地 の ほ ぼ 中 央 に 、 来 に 東 谷

山 を ＱＱ ＱＱＮ前に 、 西に ｾｊＮ の起伏の向こうに広が

る市域を見渡せるよう自己詰ました。

1 階にホール、大会議室、事務室、 2 階に

特別会議室、 和 室 を 設 け 、 大 昼 根 は 広 い 敷

地 のどこからでも見定められるように、 山

の後線に( 1:'Jけ て あ し ら っ た 。 外 壁 は + 分 に

終 ち 若 い た 違和感 の な い 色 合 い と し 、 周 辺

の 紋 に 溶 け 込 ま せ外部 の 仕 上材 をすべてそ

のまま内部のホーノレへと 述 統 さ せ 、 木 や 石

な ど の 自 然 の 紫 材 を 多 用 す る こ と に よ っ て

その列'J * を ね ら っ た 。 ( 名 古 屋 市 )

.  
2  

( 50音順 ) 2 階平面図

業

業

一

エ

エ

一

備

冨一氏

一

品
互

会

P

-

--

z

a

電

一

タ

翠

一

ツ

積

一

ホ

気

一

間

生

名占屋市守山区金庫 2 T 日 364

T  E  L  052- 794- 6221 

名占良市中区新栄 2 丁日 42- 31

T  E  L  052- 241- 7366 

， f十回 l 山

2  京 市I師外l J !

3  ホール

4  本自官より *1則嵯 l副をみる

5  北T町外観

6  特別会ぷ笠

7  機 械 室

品tt診 加 II事敏明 ( S S 名古屋)

13 



- 写真と概波! をどしどしお送リトさ札 、

凡W'J : ..，;lr.(O也 b 敷 地 ifli fl' l c 建築凶i W d 延 床 面 倒 e. m広島t悦 f 工 JUJ

1450 住 友 商 事 メ ゾ ン 千 里 丘

設 計 監 理 日 建 ハ ウ ジ ン グ シ ス テ ム

設 計 施 工 。竹 中 工 務1吉

a  11，欠lEI di$}rl ・7L1U:. 3304

b .  13 ，1l 9. 48m'  

c  .  2  .  861  .  26 m 

d  24 ，201  m'  

e .  S  R  C 、 11 F'

f .  1I ! H1I 53年 10 Jl ＭＱｉ ｧ ［ｦ ｮＵＵｩｬ ｾ＠ 3  Jj 

1453 日 生 伏 見 町 ビ ル 新 館

設 計 東畑 建築 事 務所

施 工 . 大 林 組

a .  大阪市東区高随 ｲｾ 5丁目 30・31.32番地

b .  1，056. 88m'  

c .  922. 071m'  

d .  6 ，490. 539111'  

e.  S  R  C  ( 一 日I IR C ) 、8 F.  B  1  

f  I昭和 53年 8 J l - 昭和155A! 三 2 ｊｾ＠

1451 紀州製紙糊紀州 工場 No. 7抄紙工場

設 計 内 線 建 築 事務 所

施 工 大 成 建 設

a . 三 if( ｴＡｬｾ＠ I村 本 山 m; 鵜 殿 村 182

b  265. 966m 

c .  20. 621111 

d .  31. 604m 

e  R  C 、 S

f .  1I {j 羽目;4 .11'. 2 }  j  - 1I {j f Il 55i l". 3  }  j  

1454 大 阪 樟 蔭 女 子 大 学 附 属 図 書 館

設 計 大 建設 計

施 工 . 大 林 組

a  . 大 阪 I(.f 京大阪市去を以西258

b .  28. 691111'  

c .  1， 158. 99111'  

d .  4 .081.  11 m'  

e .  R  C 、 5 F 、B 1 、 P 1  

f . 昭和154年 3 月 ~ 昭 和 55A! 三2 月

1456 株 元 邸 I  1457 農 協 連 丹 波 会 館

14 

設 計 祖浜工務庖、今村建築設計事務所 |  設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 祖浜 工 務底 1  施 工 フ ジ タ 工 業

a .  jJ!j':;'; r I ，樋ノ II lI r[ Ｑ 丁ｾ a .  兵庫県本上部柏原町字北荻't I022- 4  

b .  994111'  

C .  215m 

d .  291111'  

e .  .-1，.i1i:、 2 F  

f .  Ｑｉ ｾｬｦ 日 ＵＴ 年 ｬ ｲｊＭ昭和 ＵＵ 年 Ｑｬ Ｉｊ

b .  1. 655 .  28 m'  

C .  657. 69111'  

d .  l . 721. 57111 

e .  R  C 、 3 F'、 P 2  

f .  Il g布日;4正ド 9 月 -11! 何1155正手 3 月

1452 滋 賀 県 立 図 書 館

設 計 : 日 建 設 計

施 工 : 竹中工務居・笹川組. . J V

a . 大 i 1'. dii 額l王l 南 大 r:': 1I 汀地 先

C .  3 ，148m'  

d .  6 ，726m'  

e .  R  C 、 3 F  

f . 昭 和53年 12月 - 11肝日 55年 3 月

1455 名 古 屋 女 子 大 学 体 育 館

設 計 : 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 ; 大 林 組

a .  名古屋市瑞穂区佐渡町 3 丁目 15- 2  

b .  2 ，367. 38m'  

C .  l . 409. 88m'  

d .  2 ，994.  39 m'  

e .  R  C 、 S 、 B 1 、 2 F  

f .  Ｑｉ ｾｈｮＵＴ 年 Ｖ 月ｾ昭和 ＵＵ 年 Ｒ 月

1458 大 阪 市 環 境 事 業 局 大 正 工 場

設 計 大 阪市 建 築 局 ・ 大 建 設 計

施 工 銭 高 組

a .  大阪市大正島南恩nU!J; 1  - 11- 24 

b .  21 ，510 m'  

c .  7 ，672m'  

d .  19 ，083m'  

e .  S R C ( - l'i I I S) 、 B 2 、 8 F  

f .  11!{ 手U51正F- 12月- 1I p' 手口55.1f 2 月



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をお待ちしております。

1 4 9  

エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 に 関 す る 法 律 ( 昭 和54年 6 月22

日法律第49号 ) の 概 要

一 省エネルギ 一法の 目的概要

燃料資源の大部分を輸入に依存せざるを得ない

わが国のエネルギ一事情に鑑み、燃料資源の有効

な利用 の確保に資するため、工場、建築物およ び

機械器具についてのエネ ル ギー の使用 の合理化に

関する所要の措置等を講ずることとし、も って 、

国民経済の健全な発展に寄与することを自的とす

るものである 。

1. 建築物に係る措置 ( 省エネルギ一法第 3章)

(1)  法第 13条 ( 建築主の努力 )

建築物に係るエネルギーの使用の合理化に資す

るよう努めなければならない。 その措置としては、

イ 建築物の舛袋、窓等を通しての熱の損失の防

止一 住 宅

ロ 建築物の外壁、窓等を通しての熱の損失の防

止と空調設備に係るエネ ルギーの効率的利用 一ー

空調設備を有する建築物

(2) 法第 14条 ( 建築主の判断の基準となるべき事

項)

通商産業大臣および建設大臣は 、建築物の省エ

ネ措遣に関する建築主の判断基準を定め、 これを

公表するものとする 。

イ 「住宅に 係 る エ ネ ル ギ ? の使用の合理化に関

する建築主の判断基準J ( 通商産業省、 建設省告

示 第 l 号、昭和 55年 2 月28 日)

ロ 「事務 所の用途に供する建築物 に係るエネル

ギーの使用の合理化 に関する建築主の判断基準」

( 通商産業省、建設省告示第 2 号 、昭和55年 2 月

28 日)

(3) 法第 15条 ( 建築物に係る指導および助 言等 )

建設大臣は、建築物 ( 住宅を除< ) の設計 - 施

工について、建築主に指導および助言をすること

ができる 。 また、住宅の設計 ・施工についての指

針を定め、これを公表するものとする 。

「住宅に係るエネルギー使用 の合理化に関する設

計及び施工の指針J ( 建設省告示 第 195号、昭和55

年 2 月29 日)

2  . 省エネルギ 一法の建築物の省エネルギー基準

等の位置づけについて

住宅以外の建築物 | 住 宅

・外壁、窓等 を通し | ・外壁、窓等を

ての熱の損失の防止 |過しての熱のHl

情置の内容| ・空気調和樹脂に係 | 失の防止

上記措置に

関する 基本

的な判断の

基準 の公表 の公表

( 法第 14条 I 項) ( 法第14条 l 項)

( 通産大臣及び建設 ( 通産大臣及び

大臣 ) 建設大臣 )

具体的な指 建築主に対する指導

l設 計 施 工 |導、指針等 助言

の指針

- 個別的な指導、助

百 の公表

- 総括的な指導等

( 技術者等に対し )

(法第15条 I 項) ( 法第 15条 2 項)

(建設大臣) (建設大臣 )

当面の対象 事務所の用途に供す 住宅一般

る建築物

一 省エネルギ - 5去の取り扱いについて

- 省エネルギ一法は、建築主に対し、努力義

務を課したもので、特に 罰則規定のない法律

である 。

・省エネルギ一基準 ( 告示 ) の適合が建築確

認の条件でない。

1 . 省エネルギ一法第 14条に基づ く判断基準につ

いて

(1) 住宅に関す るも のー 通 産 省 建 設 省 告 示 第

1 号 、昭55. 2 .  28 

設 計 施 工 の 指 針 は 、現在のエネルギー消

費量 を石油使用量に換算して約20% 節約する

ことを目標に断熱構造の基準( 告示) が定め

られた。… この指針は 、一言で言えば「住 宅

全体を保温材で包みこむ基準」 で ある。

(2) 事 務所の用途に関するも の一一一通産省・建

設省告示第 2 号、昭55. 2 .  28 

- 外壁、窓、等による熱損失の防止措置につい

ての評価指標… 一年間熱負荷係数 ( PAL ) 話

80 X  k  ( MC al/ m') 

- zE調設備に係るエネルギーの効率的利用に

ついての評価指標一一空調エネルギー消費係

数 ( CE C) 孟 1. 6

2  . 省エネルギ 一計画書の提出の指導 について

(1)  昭和55年 6 月 1 日以降の建築確認の申請に係

る建築物

(イ) 対象建築物

事務所の用途に供する建築物で、床面積が3000

m'以上

( 複合用途の事務 所の取り扱いについて )

〈行 政 側〉 〈建築主・設計者〉

( 四半期こと)

(PAL 年 問 荷 係 世 )  

C E C  空調エネルギー消費係数

建築主に対する指導 ・助言のフロ ー図

事 務所の用途以外の床面干 Ｑｾ￭ が事務所の床面積

のおおむね 4 分の l 未満の場合 、当該部分の

床面積を 事務所の部分として取り扱う 。

( 例 ) 事務所部分 ( A ) - 2，800m'  

事務所以外の部分 ( B) - 600m'  

( B )  600( m') <  2，800( 凶 ) X J.{

(  B )  600(  m') <  700(  m') 一一(1)

(1) よ り( B )音11分の600m' は ( A) の 2，800m'

に算入、対象部分の面積は( B ) + ( A )  

3 ，400m'  

( ロ) 省エネルギ一基準の適用

昭和55年、通産省、建設省告示第 2 号の省エネル

ギ一基準は 、前記( イ) に適用される 。

(2) 省エネルギ一計画替の送付

四 半 期 ご と ( 3 ヵ月ごと年 4 回) 建設省に送付。

3  . 指導、助言について

( イ) 事務所 3，000m' 以上 10 ，000m'未満

省エネルギ一計図書についての年間熱負荷係数

( P A L ) および空調エネルギー消費係数 ( C E C)

が告示の基準値の l 割程度以上上回っているもの

一一一| 行政庁が建築主、設計者等に指導 |

( ロ) 事務 所10，000m'以 上

省エネルギ一計画書: についての ( P A L ) ( CE C) が

告示の基準値の 1 割程度以上上回 っているもの

一|逐次、行政庁は建設省に報告 |

( ハ) 省エネルギ一計図書が、住宅建築省エネル

ギ一機鱗で作成されたもの

一一一|指導措置を要しない|

( 建 設 省 住 指 綿67号昭和55-'f. 3  .Fl μ 日「建築l

物の省エネルギ一対策の推進について ( 通知 )J I

( 大阪府建築部建築指導課)

生 ｬｬ ｾ 告と也会 Ｏ Ｑ ＹＸＰ 年 Ｖ 月号 15 
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〈新 建 材紹 介 No. 71> 

日 東 ポ リ マ ー 工 業 株 式 会 社

『エ ラ ス コ ー ク 』 本 社 干660 兵庫県尼崎市塁手浦町75ー 1 T  E  L  0 6 - 4 18 ー 7421

東 京 営 業 所 〒101 東京都千代国区外神田 2 - 2 - 17 ( 共同ピ l レ万世 ) T  E  L  0 3 - 2 5 5 - 6 3 3 8  

. ヱラスコークとは 表ー 1 、表ー 2 のとおりである 。 エラスコークは、水 働省認定のンーリ ング防 水技能士が高度な校術をも っ

エラスコークは l 成分型の水性アクリ J レエ' 7 1レジョン を媒体とするエ' 71レジョンシー リング材であるため、 てこれに当たらせることが望まれる.

タイプのシーリング材で、施工後含有水分が蒸発また 冬期!の水が凍結する温度 ( ot ) 以 下 を 迎 え る 地 域 で まず白地設計上の条件として形状係数( 目地幅 WI こ対

は、白 地 織成材 に吸収されることにより硬化 が始まり、 は、冬用エラスコ - 7 を使用せねばならない 。 する深さ D の比) は耐久而から考え、 W / D = 1 / 0 . 7

弾力性が現われシーリング機能が発揮 されるものである 。 表 ー 1 硬 化 前 の 性 状 が望ましく、被大目 J也サイズ ( 20，%X 15拍) 、松小目地

. 特 長 項目ｾ主 ｬ 器・車問ｼ冬用ｼ屯件 サイ ズ ( 10悦 X l 0，%) とする。

a )  1 成分型シーリ ング材であるため呉成分混合俊神

の 手 聞がかからず作業性に 12み 、 気r晶に鈍感なチクソ

トロピ y ク粘性は作業者の疲労を軽減させる 。 さらに

労働安全術生法、特定化学物質取扱規則、消防法に低

触する成分を含まず安全である 。

b ) クリームコン パ ウ ン ドであるため、表面仕上りは

きれいな肌ざわ り で、短時 ｴ ｾＩ で膜形成する 。

c ) 充てん仕上げ工程でへラで加圧されると被l I ' i材 の

隅 Ｔ まで役鈎し、按Ｕｴ ｲ 刻 Ｇｊｾ 長を高める 。

d ) 耐久性にすぐれている 。

. 適 正 用 途

やエラスコーク" はすべてに完全なシーリング材では

ない。 その性状、性能に適した用途に使用する必姿が

ありそのi直所は下記の通 りである 。

A  ｌ ｃ 版Ｈ経 ｩ ｾ ｴ 気泡コ ンク リート パネルＩの 取合 ジョ

イントシール

P C版 ( プレ キャストコ ンク リート パネノレ) の取令ジ

ョイントシー J レ

サ ン ドイ y チノ マネルの取合シーノレ

スレート、ボードの目地シール

量

骨 7 7 リル酷エステJ'*

J . 台エマルジョン
左に同じ

色

調ホワイトグレ ア

イポリー "  

比 重 1. 4- 1. 5  

"  

ス ラ ノ プ
。 ， 

J  1  S器具

吐 出 量 2持 3枠 J  1  S正存ー

加 然 世 量 16士1% げ土 1時 70t x蝿 hr

7" .， 7 7  1) 15士5分 18:!: 5分 初土 3t

軒 il 安定住 6ヶ月 ( +5- 25t ) 6ヶ月 ( - 5- 25t ) 生直日より未開封

e事桔曲解安定住 3サイタル異常な L

2Ot XI 6J，r  

20t x 肘 "

貯量不串温度 ＱＧｾ 桔確認 ーIOt X6hr以内

表 - 2 硬 化後 の 性 能

庁l 目 軍民 I午 性 寵 値

初 期 J  1  S  A5758 傑撤状態21 日 15 

硬さ 加熱i量 70t XI 4 日 21 

汚 染 性 J I SA5758 汚i i : 認め句 Il 1'

耐オゾン性 J I SA5758 キ裂認め句れず

耐 久 性 J  1  S  A5758 7020 Uら町びl1刊1t〈L離A 必ぴ拘恒J句11悼Il かず

5砂ω協説，1J (kg / 岬) 0.35 

引恥応tJ

加熱前

化財|世<fql { f ( %)  
5∞ 

止びwぴ At*f;i可l{l!lぴ ( %) l叩

破断状況 j世l l !磁峻

(J I SA5758 

50%'11張応力 ( kg/ 柑 1. 6  

最M I 怯伸び ( %) 2∞ 
にホf 被J高体 加 ｉｾｱ 量

最k 向車伸び ( %) 120 

A  L C即'<l
破断状況 J睦ll!破l1l

充て ん 、仕上げの 注 意事項としては、次の こ と が あ げ

られる。

a  ) 表皮形成までに雨に 当 たると流されることがあり、

また媒体の水分が 5 土 2 " C で凍結するため、天気、

気 j且に注意せねばならない。

b  ) 困 地底には 3 面 接 苅 を 防 ぐため、ポ ンドプレーカ

ーまたはポリエチレンスポンジのパ ッ クアップ材を装

てんすること。

c  ) 目I也奥のすき問、欠- 1ft なと' の補修、 じんあい、 ilh

分の付牙i 消f，)}等目 I也の状態を確認すること。

d ) 被治体に i直した プラ イ7 ーを 塗布乾燥させること.

e  ) 接着しにくい相手苦1¥材 ( ガラス、アクリ J レ板等)

には使用しないこと。

f ) 乾 it/! 硬化後形状係数 W / D = I / 0. 5 となるよ うな 充

てん ｩ ｾ を使用すること 。

以 上の 'JHil が あ げ られるが、年を経る過緩で子 !.1. tもし

ない窃1筏変化が発生し、本来の水管、気密保持性能が

こわされることがある 。 外観が見苦しくな った H寺は、

よく気付 くものであるが、 外観に変化があらわれず、

内部に雨水が 法人して 始めて気付く場合もある 。 この

スラプ、 ｾｉｾ 而のエキスノマンション白 地 シーノレ . 施工にあたって ことから、地工後といえども定期的に点検し、早期i発

コンクリート系、木部とサ y シフ レームの取合白 地 シール 適所に係用することはもちろんであるが、工.( J';. 管理は 比 、早期利i修等地工後の管理が大切であることをメ ー

コンクリ ート系のクラッ ク補修 日本シーリ ング工業会のi t E. 定になる y ー リング技 術 管 カーは望んでいる。

・ 硬 化 前 の 性 状、硬 化 後 の 性 能 主ｾ士がこれに当たることが好ましく、充 てん 施工は労 建材委員/ 竹 島 渡 (戸 111怨設側大阪文民主II 築設計郎氏)

〈新 建 材 紹 介 No. 72} 

『シーラント 70J

. シーラント 70 とは

低モ ジュラス 、拐事11長、引き裂き抵抗性を特長とする

シ リコー ン系二成分製の常滋硬化性弾性シーリ ング材

である 。

その後れた特性からカーテ ンウ オー J レのジョイントシ

ールはもちろんのこと各組ジョイントに広〈使われ、

J I S  A  5757のガラス、金属、コンクリートすべて l

級に合侍しており、また新 J I S である J I S A  5758  

の耐久性試験項目 の9030の 性能も有している 。

・ 特 長

a ) 低 モ ジュラスで高いや!J 'J 長性のあるゴムである . 硬

化 後のシーラントの111J ぴが非常に大き く1 0 0 0 - 13 0 0 %

の仰ぴを有し、モ ジュラスが低い ためj振動 、f i I i 紡に対

する追従性がす ぐれている。

b ) 耐引き裂き性にす ぐれている 。

耐引き裂き性にすぐれているためたとえ 亀裂 が 入 った

としても進行しない。

C ) 耐久性にすぐれている 。

耐熱性、耐m性 ( - 60. C ー200. C ) 、耐候性、耐水性に

すぐれている 。従 って 日光や風雨に長時間さ らされて

も収縮、 亀裂 、変色などを起こさず柔軟性を維持する。

､ Ｉ 按 ｾ ￭ 性にすぐれている 。

プライ 7 ーの使用によりほとんどの材質に強固に桜泊

する 。

e ) 収 総Z容が極めて小さい。

16 

信 越 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 千 103 - * 京都千代印区大手町 2 - 6 - 1( 朝日 東海ビ J レ) T  E  L  0 3 - 2 4 2 - 1211 

大阪支庖 干530 大 阪 市 北 区 小 松 町 2 - 4  ( 大阪自国生命ビノレ ) T  E し 0 6 - 313 - 4 8 21  

浴剤を含んでないのでl i ] ! 化時に収縮や膨張がない。

f ) 作 業 性 に す ぐれ ている。

主 斉1) と硬化斉1) のi比合比は 10 : 1 にな っているので、容

易に混合出来る。粘性は 1弘! 交にほとんど左右されない 0

. 特 性

硬化前、硬化後の一般特性は表一 l のとおりである。

表ー 1 シーラン卜 70の 特 性

硬化前の一位特性

外 観 巳 刑 :μ ーラノト 70 ホワイ上グレー、

アンバー‘ プラ y タ色ベースト技

叫 It 削 : "史fヒrドIJ70 hle!'1 色ベースト

オK

jlt イ ト 比 伝 削 : 6' 由化削 10 ・ 1

不 開 発 分 50' t 72叫 IIIJ ＹＷｾｯ 以卜

W1:， "T能 時1111 25"C 50:t ｉｏ ｾｯｒ＠ 11 2  - 3 時 1111

k 而 指 触 乾 畦 叫 IIIJ 11 16叫 1111

正予制化後同副t，且 25t  50 t J O%R 1I 96時 1111 15(  J  1  5)  

流 動 刊 チタソトロヒ

タN on S a g  

Jt m 1. 30 

硬化後の一般特性 (J I S .  C  2123によるダンベル物性}

外 観 ホワイト、グレー. アンパ一、プラッ

150%モジュラス

6砲 さ

ftll U'  

づl 労〈ザ書き

引 き 裂 き 強 さ

比 布(

- 主な用途

タ状弾性体

k . / 帽

( J  1  S )  

( %)  

( 旬/ 岬)

{ 旬/ c m)

25t  

ど. 0

15 

1000- 1300 

10  

8  

1. 3  

建築用 サ ' I / ' ュまわり、サ ッシュ とガラスのジョイ

ントシール 、カーテンウオール工法に よる パネ j レ相 互

のジョイン ト郎、 P C  EI J也、 A L  C 目1也、大型石目 I也、

笠木目 ｉ 也、モルタル ｾＩ￮ 水目 ｉ 也、防水層のたちあがり ｴ Ｑ ＱＧ

え目 J也、タイルエキス〆マンション目 I也シール、民服屋

上 な どの 亀裂 補 修 、 大型 水槽 白 地 シーノレ等々 。

土木用 空港滑走路、高速道路、コ ンクリート 舗 装 道

路など のエ キス ノマン y ョンジョイント白 地 シールおよ

びその布Ii 修。 トンネ J レや防音壁のエキスパンションジ

ョイントの目 地 シール。上水場 、排水処理場 、プール

の エキ スノマンションジョイントの 目J也シール等々があ

げられる。

. 施工にあた って

目地幅は 10，% 以上を必要とし ( 7 レイジングは 5拍 以

上 ) 、目地rll が 10輪 以 上の場合には、深さ許谷純聞は、

目地中高の5 0 - 1 0 0 %で、最大目 I也幅は 2 5 %経度とする 。

総 工 に あ た っ て は 締i左上、接着面のチェ ッ夕、 臨 工 而

のￌＢ ｾｉｍ 、充 てん 仕上等注意事項は さまざまあるがメー

カーは特に次の注立)JHJ ' . l をあげている 。

1  ) 悦持時にエ アーの浪人を防ぐため其釜脱i I剖覚持機

の使用。

2  ) シリコーンに塗料 を吹き付ける場合は、 ペインタ

ー 10または、 X 3 3 - 0 2 8のプライマーの使用

3  ) 興般 被11体の接汗f に対して のプライ 7 ーのi 1I l 定に

際しては必ずメーカーに相談すること 。

1，1占星化学工毘は材料ノーカーであるが、 「完全w任施工体制」を般

いている. ( ，唾党主施工1佐円を推せんし、 1品}J 関係のむとに、施仁に

対して政軒1背任を持つというンステムであることを 位後に J己し てお

建材委員/ 竹 島 渡 (戸 田佳設( 附大阪支 J苫J J l 築設計郎氏 )
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ホ若葉の季節。

笠 江 雅 巳/ 竹中工務庖設計部

知 町 it 'l'^内 '( ，..1;' .‘ 、宇

"か

マイ・フォト

ホ憂える戦士の像砂

森谷晋作/ 天理rl j 役所 市長公者

剣を持 っているから戦士なのだろう 。 台座は

海水に洗われてその水におびえているような

摘図にな った。 ヴェネツィアのサン ・マルコ

寺院に見た彫像である 。 この広場は j朝jが満ち

ると海の一部になる 。百年後にはこのきらび

やかな水の都も沈下して死の街になると言わ

れているそうだ。六年間、関西に住んだと自

称するガイドが大阪なまりでホ今度、おいで

の! I 寺は潜水船で案内することになるであろう誌

と笑わせた 。海に守られた街が海に浸ーされ崩

接する 一… ! I 寺は非常であり無惨で、ある 。 中央

の!j 安土は右手で隣りの戦士の肩を抱き変いの

ある顔を海の方へ向けている 。何を憂えたの

か、今あることを憂えていたのか、生あらば

答えて欲しいものである 。我々は古代から多

くの者11市が消滅したことを知 っている 。 これ

からもそれはあるだろう 。火に焼かれるか、

Ｗｫに ｩｾｾ れるか、汚染されるか、時は無限であ

るがそれを知党する我々は無限でもなければ

読者の頁

可ムのらくがき。募集

0 テー? は、 r.I>'J  r亙J r秋 J r冬J 町内撃をあ らわすも ので、

タイト J レを適当におつけ〈ださい. また スケ y チ場所な どを合的

て 200' H' " 皮肉コ メン トを つけて下さい.

。 サイ ｚ は Ｑ ＵＰ ｘ ＲＰＰ ミ リ ｦ ，Ｚ皮 肉 白紙に、できるだけ烈イ ン キ で ｻＱｾＮＮＮ、

たも の とします. ( ハガキ大でも差し っかえありませんJ

。掲載分には組定的指料をさしあげます. 1>0111としてス ケッ チのI!i.

怖の返却はいたしませんが. 返却希望の場合はそ町旨特記下さい.

0 氏名、住所、服盤、年併を明記して凶日本挫築協会編集部宛お送

リ下 さい.

自然にと って最も美しく活気あふれるこの季節は、青〈速なる 山々はもちろん、こんな都会の

中へも盟かなめぐみをもたらしてくれます。 この御堂筋の銀杏並木もいっせいに新しい芽がl吹

き、フラワーポ ッ トの色とりどりの花が行きかう人々の目を楽しませる 。季節! 惑が少なくなっ

た現代、少し心にゆとりを持 ってまわりを見れば、案外ホ ッとする場面に出会うことが、少な

くないものである 。

万能でもない 。 うつした写 i買は多いが敢も心

に残るのはこの彫像である 。 多くの街や広場、

建物の写尽をぼんやり眺めていると、不意に

この変い/J Jj のIj 安土が画面を横切 って行くのを

感じるのである 。

書 評

住宅設計ハンド‘フーック 治家出刷、オーム相発行

590頁 B 5版、定価 Y 10 ，000 

日本独得の風土環境条件のなかで、その環境

と住む人のライフスタイルにマ ッチしたよい

住宅をいかに設計するか。本当はなかなかむ

つかしいものであるが、清家汗J氏がいうよう

に、お互に措抗し矛盾がい っぱいの命題を解

いて行くことが住宅設計というものである 。

本書は、こうした住宅設計の考え方が、序論

から、 l 章計画、 2 章住環境、 3 章一般構造、

4 章材料、 5 : 4t 施工、 6 章基本設計 ・笑施設

計に至るまで、古かれている 。

上から読んでも長! ? 家清、下から読んで、も消家清

のしゃれではないが、 1 掌、 2 章から読んでも

良いが 、最後の 6 章の笑例からみてい っても良

い本である 。気候風土や 、住み手のライフサイ

クルに合わせて、住宅設計( 戸建て住宅に限ら

れてはいるが) を考えるに適している 。

執筆陣は老練な建築家から新進気鋭の研究者

たちではあるが、実例としてとりだしている

住宅の写真なり図面は、編著者たちの関与し

たものが中心とな っており、この点イ言車i1' l がお

ける叙述とな っているのは気持ちがいい 。帥

17 
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アキレスA Gボ. ｾｾ，ま、

このすべてを満足する

断熱ボードです二

① 打込工 法、GL工 法、接着工法と多用途な工法を こなします。コンクリ

一卜打込み、釘うち、ヒずス止め接着等、R C、鉄骨、木造の各種の建

築 物に施工可能な汎用ボードです。

② 断熱性lこすく、、れ、スチロールのはぼ半分の厚みて: 同等の出「熱効果が

あります。

③ 防湿層付て: 湿気・水分を断熱材に寄せつけず、| 断熱効果が永続します二

④ リシン吹付仕上げ等の他に、片面にパンチング加工し目地に目地テ

ープを張り、プラスター又はモルタル塗仕上げが可 能です。

⑤ 耐圧強度カサ〈、、れてし、ます。

lアキレスA Gボード

断熱性能の最も優れた硬質ウレタンフォ

ーム を芯材にして、フォームの両面にコン

クリー卜 と接着性のよい特殊防湿面材を

ラミネー卜した、コンクリー ト打込用ボー

ドです。

打込パネル (; ; : 芳禁ココノン等)

A Gボード と同じく芯材に硬質ウレ タン

フォームを使用し、片面にコンクリー卜と

接走者性のよい特殊防湿面材を、 一方の片

面に硬質面材 をラミネー卜した コンク リ

ー卜打込用パネルです。

A.chilles 

興固化学工業株式怠社

断熱資材部

本 社 東 京 都 新 宿 区 大 京 町22 干 160 f i ( 03}341・5111 ( 大代)

大阪支庖 大阪市西区西本町 1-1 4・15 干550 合 ( 06) 534- 2170 

札幌(011}704・5825・仙台(0222}95イ)219・足利 (0284}72-1115・名古屋(052}612-6544・福岡 (092}573・6860



建 築 と 社 会

二L

ニュース原稿をお送りください。

緒方洪庵の「適塾」

盛 大 に 修 復 完 工

大阪市東区北浜 3 丁目の史跡 ・重要文化財「適

塾」の解体修復工事が完成し、 5 月20 日か

ら一般公開された。適塾は幕末の蘭学者、緒

方洪庵が聞き、福沢諭吉や大村益次郎らを育

てた近代文化発祥の地。適塾記念会( 会長 ・

山村雄一 ・大阪大学長 ) は この機会に適塾関

係の資料を集め、 5 月27 日から大阪を皮切り

に福岡、岐阜、東京で「緒方供庵と適塾展J

が関かれた 。

適主主は、洪「径が天保 9 年( 1838) 町家を買い

耳兄って塾にしたが、この町家が建設されたの

2 階 1 階

は党政 4 年 u792) ごろと推定される。老朽

化が進んだため、昭和51年 11 月から、文化庁

が解体修復工事を進めていた。塾生が寝起き

した大部屋や、「ヅーフ辞書J ( 蘭日辞典) が置

かれていたツーフ部屋 -教室なとお幕末の姿に復

元されており、総工費は l 億 2 千万円かか った。

公開に先立って、 5 月19 日午前10時から犬丸

直 ・文化庁長官、山村雄一 ・大阪大学長、岸

畠大阪府知事、大島靖大阪市長、堀田庄三 ・

日本航空会長ら関係者約 200人が出席して適

塾隣の史跡公園予定地で・完工式が行われた。

各地での展覧会は、入塾者の「姓名録j をは

じめ 、洪庵の著書など 187点が展示される。

なお、西隣の市立愛珠幼稚図 ( 開 設 100年 )

を含めて 、史跡公園化の計画がある。

前々回、前回に引き続き、博覧会場内に設けられる パ ビリオンの概要

を紹介するものです。特別 館は、博覧会協会、兵庫県、神戸市がそれ

ぞれテーマ等に、即して、展示を、展開するものでテーマ館は基本理

念、メイ ンテーマ、サブテーマを受けて「海と文化一人間と海とのか

かわりあい Ji 神戸文化の源流一海に聞かれた港文化Ji 新しい“ 海の文

化都市" 一海上都市の誕生と新しいコミュニケーション」を主題とし

ています。文化 の技術化と してのシステムを手段として、精神活動に

裏打ちされた“ ほんもの" 文化をいかに創るか、主催者と観客と の聞

でともに考える空間を展示構成しています。

兵庫県館は「歴史に学ぶ一新しい郷土づくりーJ をテー? に兵庫の歴

史にスポ ッ トをあて、その生いたちをふまえながら、 21世 紀の活力あ

る兵庫県像を展望します。

神戸館は神戸発展の原動力 ・フロンティア精神 をさぐり、明日の神戸へ

躍動する姿を紹介します。 建物は、博覧会終了後、科学博物館とする

予定であり 、その 1 階 部分をとりあえず建設し、パビリオンとします。

共同館は、万年社、神戸新聞事業社がそれぞれ企画構成するパビリオ

ンで神 戸らしい特徴のある展示が計画されています。

〈特別館〉

テーマ館

(神戸ポートアイランド 博覧会協会)

・敷地面積 6 ，364m'  

・建築面積 2，451m'  

・延床面積 1，966m'  

・構造規模 S 、 1 F  

・展示内容博覧会の必本理念 ・テー? を

具現するため、 ｩｦｩ� と人 ｉｾ 刊のかかわりを ｲｭ と文化 ｈ 神 戸文化の ｩ ｊｨ ￬ 流」

として展示し、未来の情報システム ・双方向光l映像仙E報y ステムを

使った「ハ イオービ ス劇場」で新しいコミュニケーンヨンを体験。

川

画

一

ι

計

館

そ

本

同

L

基

共

同

ノ

ン

・

ク

オ

館

〉

j

町

山

一

兆

哨

十
回
明

一

岨

T

m一

札

μ』

肝

一

ち

E

P
耕

一

保
一
「
一
一

一

溜

4

m

m

一

ι 竺 w

〈特別 fiIi>

兵 庫 県 館 (兵庫県)

¥ 

1  

田中直人/ 川神戸ポ トアイランド博覧会協会事務局

〈特別館 〉

神 戸 館 ( 神戸市)

- 敷地面積

・建築面積

・延床面積

・梅造規模

・展示内容

〈共同館〉

ファッション・ライブ・

シ ア タ ー (神戸新聞事業社企画)

・敷地面積 2，748m'  

・建築面積 994m'  

・延床面積 1，633m'  

・構造規模 S 、 2 F

・展示内容 「ノレーツ ・オブ ・ザ ・フューチュアーJ をテー? に、世界各地の文化

の原市を見直 し、ファツンヨンを考え 、各地の風俗、生活mp， を展

示し 未来を展開。

建築と社会/ 1980年 6 )J 号 19  



自然発生的建築をめぐって - 3

風 土 そ の 3

風土と居住性

V i ll a  canas へ着いたのは 、午後もようやく自

の傾きかけていた頃であ った。それでもスペ

イン内陸気候特有の車IJ すような太陽光線はそ

の衰えを見せるどころか、ポツンと植えられ

たオ リーブの樹に容赦なくふりそそいで其白

の壁へ鮮明 な影の レリー フをつく りあげてい

た。 町並みの落とす影を 飛び石の ようにった

うお もいもままならず 、ただ最短距離 をたど

って 歩 くのが精一杯の暑さのなか 、荷 を背負

いただ黙々と歩〈 ロパの伏目がち な表情には 、

思考 をしない ことだけが生き 抜 〈道であるか

のような風情を漂わせて 、金下が りのひとと

きをいっそう 鈍重なものにしていた。しかし

小陰に休む人々は 抜ける ような 紺碧の笠に映

えてあくまでも 明る く、人 なつ こ く、遠慮の

ないこ とが旅の疲れ を癒 してくれるなぐさみ

(:Ej. J'i I - 5)  

であった。なん と明 るいことだろっか。

「人聞は、自ら無意識のうちに練りあげた複

雑な象徴の網のなかに生きている d といわれ

るように、その様態がすなわち文化的特殊性

における類似性や差異性として顕現されてい

くとするならば、風土もまた文化的枠組の中

で規定され、あるいは誘導されて読みとられ

ていると考えなくてはならない。彼らにと っ

ての太陽と私にとっての太陽とはきっとその

意味 を異にするのであろう 。物理的制約条件

が大きく、ある意味て、は極端な例として考え

られる 地下構築物においてさえも 、形態への

文化的投影が推察出来ることは前号に見たと

おりであるが、風土が必然性を強要すること

がないこと、つまり人聞がものとのかかわり

をも っていくときには必ず観念の世界を過し

て行われることは、言語を繰る私たちにと っ

てはむしろ当然のことでもある 。各人の日在意

性に基づいて形態が変化することには何の不

思議もない。都会を見慣れたものにと って は

同じものが次々と建ってい ったらかえ って気

持ちが惑いであろう 。しかしこの村V ill a can-

as て、は、二つの形式、つまり地下住居と地上住

居という地平面を境に全く正反対の世界と思

われるような構築物が併存することによ って 、

風土への建築的対応が一様て酬はないことを単

刀直入に示して いる点でアイ ロニカルでさえ

ある 。この二つのタ イプがゾーニ ンクのょっ

なこともされずに文学通 り泌在している姿は

村のところどころに空地をつくり出して、集

会のあり方としては賢明な外部空間を構成し

ており、そこに突き立てられたような明り採

り兼通気用の突起物が風長としてのアイテン

ティティをきわめて高いものにしている 。

20 

この地下住居は、 ( S il os) シロスと呼ばれ、

洞窟を意味する ( Cuevas) クエパスとは区別

されており、地下への約 3 メートル程のレベ

ル差は傾斜の急なス ローフ。で結ばれて、この

動線を抱hに左右に室を連絡していくのが典型

! IA- 1  )  

である 。過去には文献lこ見られるよ 7 な自給

自足的決耕生活に応じた大規模住居も多くあ

ったようであるが現在ではその規模を納少し

てきており、次第に地上の家 ( Casa) カサに

とって かわられつつあるのが現状である 。お

そらく居住性の速いがまず第ーにあげられる

のであろう。しかし灼熱の太陽をのがれて室

内へ入 ったときのひんやりとした印象は、組

積造の厚い壁に固まれた簿u音い室内とさして

変りはなく、採光の点においても関口苦1¥の碓

保の苦労から考えてそれ位決定的な要因にな

るとは忠、われない 。

普通地下住居は、群としてひとつのコミュニ

ティを形成し、ある階層の人々、たとえは、ク

ラナタのジプシ一村にみられるような人極的

あるいは経済的に疎外された集団が寄りそう

ように生活している例が多く、地上住居への

住みかえは社会的階級意識によるコンプレ ッ

クスがその根底に作用していることも考えら

れるであろう 。 もうひとつの理由としては、

いずれ杭をあらためて考察する予定ではある

が、プライパシーの概念が次第に発達してき

て、 地下へくりぬいていくという方法が宿命

的にもつ連続性とプライパシーとの問に劃艇

をきたしてきていることがあげられる 。室は

すべてカーテンで仕切られる程度であり ( 図

- 1 ) 、図 - 5 の場合などは ( これはクエパ

スの例ではあるが) 6 人家族にもかかわらず

奥への動線のために室のプライハシーはこと

ごとく犠牲にされている 。又持1' 1 更が地上の太

陽の浄化作用にその処理をまかせなくてはな

らないことも 、意識の変化に対応しきれなく

なって来て いるのかもしれない。いずれにし

ても地上住居への住みかえを風土的原因にの

み帰するには無理がありそうである 。

同一地域における呉極家屋形式の悦在の例は

Amos  Rapoport グ) ' House for m and Cu-

l t ure" によっても多〈紹介され、建築形態に

おける巣純な風土決定論はすでに否定される

ところではあるが( 1)居住性と風土とが必ずし

も対等の関係にはないことに注目して、では

わが国の民家をふりかえ ってみたらどのよう

になるであろうか々えてみたいと，思う 。

図- 3 は、日本民家の一典21 とされているい

わゆる「回の字J 1'/ フランである 。 コンノ f ク

トな構成は冬の放熱ilt を最少| 壌にして縁l11IJ は

本 多 友 常 (( 附竹中工務的大阪本117設，;1 部設計課)

来さの緩衝帯となり、夏は間仕切が開放され

て高 iili 多湿、季節間の温度差によく対応した

快適な居住空間が確保されるという 。それは

日本的情緒性として淡然、と意識される空間感

覚と結びついて 、風土的環境へとよく適合し

た完成j交の高い平田桃成て‘ あることに論はな

い。 しかしそれを歴史的にみるならば、ごく

最近の出来ことであることをも忘れてはなら

ない事実である 。川島宙次によると「民家の

先進地であった近畿地方では、江戸時代の始

めごろからこの形式が普及していたも とされ、

その前段階では三附取り、三間取りが古くか

ら行われていることを考慮に入れるならば、

回の字担平面を風土的適応の結果とみるには

多少無裂がありそうである 。 もともと日本家

屋の条件として開放的であることを第ーの特

徴として風土論を展開するのには限界がある

といわなくてはならない。寝殿造りや 、書院造

りに代表されるような支配階級の居住方式が

一段のステイタスシンボルとして日本家屋の

理主it とされているふしがあるからである 。民

家の発生の起源が竪穴にあるか、高床にある

かの談論は別として、断熱換気の点について

考えるならば壁の厚い蔵造りのような方法も

十分その機能を果すとい える。 r日本の蔵と

いうのは 、どれをみてもわかるように 、j孔と

おしをよくするように、細心の注意をはらっ

て設計されている 。 また湿気をさけるため床

下の地盤を何メートルも掘りさげて、貝がら

や砂を入れるなどの工夫がなされている。む

かしの人はものを大事にしたので、大切なも

のを収納する蔵は 、ある意味で人間のすまい

以上に環境をよくする考慮をはら ったものだ

ろう 3 と言われるように開放性の雌保のみが、

日本家屋の必要条件とは必ずしも 言えないの

である 。逆に東北地方にみられる寝11¥J と称せ

( 図 4 、

られる一間四方の間取りや、納戸での就寝の

習 Inは、通風採光の点で疑問をもたさるを得

ない。関口部のほとんどないこのような空間

には、 「板戸が建てられ 、誌が敷かれて 、万

年床ができているのである。場合によっては

それらは二重に棚ができている場合もある 。

不潔、不衛生であることは困るのであるが 古

と言われるように居住性の上からは満足しが

たい生活様式が永らく統けられているような

例もみられる 。

風土は必ずしも直接居住性に連動されるとは

| 浪らないのである 。

参巧文献 1  )  House f or m and cul lur e  pl 8 A mos Rapoporl 

2  ) 日本町民京 P  50 111 仏 前 次 主制と生活社

3  ) 日本人と住まい P28 上 IJI 鰐 吉波新、!f

4  )  ｬｾ 家諸 P  68 今相次郎 ドノス tB版
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財団法人 日本建築総合試験所だより

セメントフィラーの性能試験の結果報告

当 試 験 所 が 日 本 住 宅 公 団 ( 以 下 公 団 と 略 記 ) 基 準 1) に よ っ て 昭 和53

年 度 に 行 な っ た セ メ ン 卜 フ ィ ラ ー の 性能 試 験 の う ち 、 依 頼 者 か ら 試

験 結 果 の 公 表 に つ い て 了 解 が 得 ら れ た も の 10銘 柄 を 報 告 す る 。

試 験 休 の 製 作 、 王 室 生 お よ び 試 験 方 法 は 、 す べ て 公 団 基 準 に よ っ た 。

試 験 結 呆 を 表 - 1 に 示 す が 各 試 験 結 巣 は 3 - 5 休 の 試 験 体 よ り 得 ら

れ た iWJ定 値 の 平 均 値 で 示 し て あ る 。 試 験 結 果 の 中 で 公 団 基 準 を 満 足

し て い な い も の は 、 銘 柄 D のひび古IJ れ 試 験 ( 3 体 の 試 験 体 と も 、 ひ

び古IJ れ 慨O. 05mm - 0  . 15mm、ひび; l ; 1Jれ 長 さ 5 mm- 25mmのも の が 3 - 5  

本 発 生 し た ) だ け で あ っ た が 、 銘 柄 H で は 、 標 準 時 の H活 強 さ 試 験

で 5 体 の 試 験 体 の う ち 2 体 が 、 ま た 水 中 i X せ き 後 の 付 活 強 さ 試 験 に

お い て 5 体 の 試 験 体の う ち 1 体 が 、 公 団 基 準 下 限 値 を 下 回 っていた。

当 試 験 所 で は 、 試 験 体 の 製 作 は 当 試 験 所 内 で 当 所 貝 立 会 い の も と に 、

依 頼 者 に 行 な っ て も ら っ て い る が 、 セ メ ン ト フ ィ ラ 一 等の 試験 体 製

作 時 に 手 作 業 の 多 い 試 験 で は 、 試 料 そ の も の の 性 能 の他 、 試 料の 練

りまぜ 、下地材へ試料の冷布等、試験イ本の製作技術が試験納長i主におよぽ

す ［ ｩ 診竿ｾも少なくないと思われる 。 すなわち繰りまぜ時に高速ミキサ

ー で の 長 時 間 の 練 り ま ぜ に よ る 過 度 の 空 気 訟 の 混 入 、 おI! り ま ぜ 不 十

分 ま た は 不 均 ー の た め 生 じ る ? ? コ 、 試 料 の 塗 布 時 に 金 ご て の tl 1
1

え

不 十 分 に よ る 下 地 材 と セ メ ン ト フ ィ ラ ー と の 界 面の 接 治 不 良 、 等 の

影 響 で 試 験 結 果 の ば ら つ き 、 強 度 の 低 下 な ど が 起 こ る と 思 わ れ る 。

セメ ン トフィラー混平日放浪度やセメ ン ト フ ィ ラ ー粉 体 に 対 す る セ メ

ン ト フ ィ ラ ー 混 和 液 添 加l量 の 差 異 が そ の 性 能 に 大 き く 影 響 す る と い

う 報 告 も あ り 3) 、 公 団 で は 、 樹 脂 固 形 分 濃 度 を 45:t 2  % と し 、 な お

表 ー 1 セ メ ン ト フ ィ ラ ー の 性 能 試 験 結 果

か つ セ メ ン ト フ ィ ラ ー 粉 体 に 対 す る セ メ ン ト フ ィ ラ ー 混 和 液 の 調 合

割 合 ( 重 量 比) を 10 %以 上 と し て 性 能 を 確 保 さ せ る こ と を 明 記 し て

いる 4 ) 0  j  A  S  S  23で は 、 フ ロ ー 値 に よ り セ メ ン 卜 フ ィ ラ ー の 軟 度

の 範 闘 を 規 定 し て い る が 5) 、 公 団 基 準 で は 、 セ メ ン ト フ ィ ラ ー の 軟

j立 は 規 定 さ れ て い な い 。 試 験 に 際 し て は 最 も 適 切 な 水 量 を 選 定 す る

こ と も 大 切 で あ ろう。 例 え ば 、 ひ び 吉IJれ 試 験 に お い て 、 ひ び 割 れ が

発 生 し た 銘 柄 D に つ い て 、 水iit を 約2 0 %減 じ た 場 合 、 ひ び 割 れ が 発

生 し な か っ た 。

以 上 、 セ メ ン ト フ ィ ラ ー の 性 能 試 験 結 果 に つ い て 簡 単 に 述 べ た 。 試

験 体 の 製 作 、 養 生 お よ び 試 験 方 法 に つ い て は 公 団 基 準 1) お よ び 鋒 者

の 報 告 2) も併 せ て 読 ま れ る こ と を 望 み ま す。

〈参巧 文 献〉
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高 橋 利 一

標準時の付着強さ 低温養生後の付着強 高j且養生後の付，n強 水中&' : せき後の付着

温冷熱繰 1) 返し試験結果 吸水試験結来(kgf /cm' )  さ ( kgf/cm' )  さ (kgf /cぽ) 強さ (kgf/cm' )  

衝 撃 試 ひび由lれ

*  

事事

ホ

*  吸水量

銘柄
標準 最多 標準 最多 標i事 駄多 標準 最多

1且冷熱線 付着強さ (kgf/ cm' )

( g / 49cm' ) 

平均値 破断 平均値 破断 平均値 破断 平均値 破断

1); 起し終了

最多目直
験 結 栄 試験結果

f去の試験
標準 標準

偏差 位置 偏差 位置 偏差 位置 偏差 位置

体の外観

平均値 平均値

偏差 断位置 偏差

公団

Wi Jれ及 び ひ ぴ 'Il1J

はびがヵひεれひな?及しH、l  10以上 5 以上 5 以上 5 以上 l;tカずれが れ が な

れ

10以上 1. 0以下

基準
ないこと い こ と

こと

A  26.9  1.9 G  23.2  3. 3 B  23.4  4.3  B  17. 3 1.5 B  異状なし 異状なし 異状なし 30. 9 2. 7 G  0. 66 0. 11 

B  20.2  2. 9 B  19 .1  0. 8 B  31. 0  3. 8 G  9. 2 1. 1  G B  異状な し 異状なし 異状なし 22. 9 2.3  B  0.16 0. 04 

C  13. 9 1.3 B  10.9  1.0  B  21 .0  1.7  B  8. 2 1. 6 B  異状なし 異状なし 異状なし 18. 3 1. 2  B  0. 56 O.ll  

D  18. 4 2.1 B  12. 9 1.3 B  25. 4 2. 2 G  7. 2 1. 6  B  異状なし あ 1) 異状なし
18.8  2.1  B  0. 73 0. 09 

E  16.4  1.7  G B  14. 5 0. 8 B  23. 3 1.9 G  9. 7 3. 0 G B  異状なし 異状なし 異状なし 23. 3 2.4  G  0. 70 0. 10 

F  30.6  6.7  G  27 .4 1. 6  B  26. 8 4. 8 G  18. 1  2. 4 G  呉状なし 異状なし 異状なし 28. 8 4.1  G  0. 21 0. 07 

G  12.1  1. 9  G B  11. 3 1. 3 G B  18. 8 1. 3  B  8.1 2.5  B  異状なし 異状なし 異状なし 20. 8 1.0  B  0. 85 0. 07 

H  12 .4 3.2  G B  12. 6 1. 8 G B  18. 6 3. 2 G B  7. 4 0. 6 B  異状なし 異状なし 異状なし 20. 6 1.7  G B  0. 22 0. 04 

20. 7 2. 9 B  21. 2  1. 8 G  27.7  2. 6 B  10.6  1.1 B  巽状なし 異状なし 異状なし 22. 9 1.6 G  0. 15 0. 02 

J  21. 9 2. 9 G  21. 2  1. 1  B  30.6  5.1 B  9. 4 2. 3 B  異状なし 異状なし 異状なし 20. 9 0. 7 G  0. 16 0. 03 

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所
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. 7 . ド試験所 所イt J 也 ・大阪府吹田市藤白台 5 丁目 125番地の 8

電 話 ・大 阪 (06 ) 872- 0391番 ( 代表) ( 干565 )  

道 l順・阪急電卓北千里駅よリ北西へ約 1km 

・大 j定分室 所花I也・大阪市大淀区長柄西 2 丁目 1 - 18  

'i[ 話 ・大阪 (06 ) 351 ー7217番 ( 〒531)

道 Ａ順 ・ 阪急電ｴｉｦ天神崎 Ｖ 丁目駅より線路沿いを北ヘキ ｾＩＷＰＰ m 

. 堺 分 室 所平u也・大阪府堺市浜寺石津町西 2 丁目 1 - 3 4

電 話 ・石 津 ( 0722 ) 44 - 3912番 ( 〒592 )

道 Ｑ ＱＱ 員 ・ 南海電 Ａｉｬ 本線［ｲ ｪｈｾ 川駅線路沿い北 Ｇ へ約 ＴＰＰｭ
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PAI : と C E Cの 計算

ゃ っ か い な 仕 事 が ふ え た 、 と 6 月 か ら 実 行 さ れ る 省 エ ネ 計 画 舎 の 作 成 と P A L 、C E C 計 算 手 聞 を 面 倒 が

る 向 き も あ る よ う だ。 た と え ば 本 来 建 築 計 画 者 が 行 わ ね ば な ら な い 熱負 荷 の 、 そ れ も エ ネ ル ギ ー に 直 結

す る 年 間 負 荷 の 略 算 手 法 が 発 表 さ れ て 、 こ れ ま で 設 備 技 術 者 に 頼 ら ざ る を 待 な か っ た 省 エ ネ の 主 導 権 を

少 し で も 我 が 手 に 握 る こ と の で き る 機 会 の 到 来 を 喜 ば ず し て 何 の 甜 ぞ や 、 と 言 い た し、 。 ここになお、 P

A L 、C E C の 計 算 を す べ て 設 備 屋 に 依 存 し た り 、 業 者 の サ ー ビ ス 設 計 ( ?  ) に: t
l

1
1

し つ け た り す る こ と が

あるとすれば、 一 級 建 築 士 の 資 格 は な い 。 今 回 発 表 さ れ た
P A L 、C E C の聞各$ ' ) : 手法は、これまでのデグ

リー デ 一 法 、 金 負 荷 担 当 運 転 時 間法に占基調をおきつつ、これを修正して実態に近づけたもので、省エネ

指 桜 計 算 の み で な く 、 経 済 計 算 な ど の 日 常 設 計 業 務 に も 大 い に 役 立 つ も の で あ り 、 自 ら 計 算 を 笑 行 し て

の み 省 エ ネ 体 験 を 体 得 で き る わ け で 、 他 人 任 せ に し て は 絶 対 に い け な い 。 C E C に つ い て は 、 未 発 表

で は あ る が 、 さ ら に 負 荷 ノ ぞ タ ー ン 法 と い う も の 準 備 さ れ て お り 、 建 物 負 荷 特 性 、 機 器 の 組 合 せ 、 シ ス テ

ム 特 性 が 設 計 段 階 で 有 効 に チ ェ ッ クされて省エネ設計に導かれるようになる所に、これら田昌算法の意義

が 倍 加 さ れ る の で あ る 。 厄 介 な 仕 事 ( 実 は そ れ ほ ど 厄 介 で は な い ) が ふ え た 機 会 に 、 建 築 、 設 備 両 設 計

サ イ ド の 責 任 分 組 を 明 ら か に す る と 共 に 、 ク ロ ス チ エ ンク な ど に よ り 意 見 交 換 を 密 に し 、 設 計 の 合 理 化

へ 巡 進l傾いたし、 。 ( N .  N )  

* 年 1111熱れ祈係数 合 Ｊ ｾ ｬ 淵エネル￥一例代 ｦ ，ｦＺ数

文 化 の 時 代 の 建 築 設 計

建 築 と い う 行 為 は 「 人 類 の 未 来 へ 向 つてのメ ッセ ー ジ と い う 文 化 的 営 為 で あ る d と く に 税 金 を 用 い て 作

る 公 共 建 築 物 は 、 ひ と つ ひ と つ が そ の よ う な 怒 図 で 企 画 さ れ 、 設 計 さ れ 、 建 設 さ れ な く て は な ら な し 、 。

と こ ろ が 現 笑 に は 、 た だ 今 日 的 目 的 を 栄 し 、 き め ら れ た 基 準 に 従 え ば よ い と い う も の が あ ま り に も 多 い 。

と く に 小 学 校 、 中 学 校 な ど と い う 義 務 教 育 施 設 は 、 重 要 な 地 域 施 設 で も あ り 、 ま た 子 供 た ち に と って、

地 域 社 会のかかわりの基礎石っくり、 .h'i 操 教 育 の 場 で あ る 。 そ れ に い ろ い ろ な 工 夫 を こ ら し た 人 11111床が

あ っ て い い は ず で あ る 。 ただ文音1¥11 ) 長準の内平手と予算に従えばよいというものではないだろっ 。

そ う し た 工 夫 を す る の が 企 画 で あ り、 設 計 で あ る 。 自 治 体 内 で こ う し た 建 築 の 企 画 が 必 要 だ し 、 さ ら に

設計というもの以外の知恵に時間とお金をかけねばならなし、 。 そ れ な の に 最 近 は 「 安 け れ ば よ い 」 と い

う 思 恕 の 建 築 設 計 の 入 札 か 疑 似 コ ン ペ の 横 行 は 、 ま こ と に な げ か わ し い こ と で あ る 。 自治体も自信をも

っ て 企画と 設 計 に 時 間 と 予 算 を 用 い 、 そ れ に ふ さ わ し い 設 計 者 を 選 ぶ べ き だ し 、 ま た 設 計 者 も そ れ に 応

えうる内谷をそなえてほしし、 。 そ れ が 「 文 化 の 時 代 」 と い う こ と で あ る 。 ( T .  A )  

積 算 書 の 枚 数

鉄骨・の加工1' 1 を凡当づけるのに和算出の枚数をトン数で、割 って み る 万 法 も あ る と い う こ と を あ る ベ テ ラ

ンの方から 11fj し、て面白い話だと思 っている 。ヰ，! 'itt i_!}ーの枚数が多いということは同一部材の数が少ないこ

と 、 ピ ー ス の 数 が 多 い こ と 、 材 の j写さカ、叫いことなどを意味し、これにつれて穴あけ数、リベ ッ ト、ボ

ル ト 数 の 多 い こ と も 想 像 で き る で あ ろ う 。

鉄骨の加工1 ' 1 には 6 mm換 算 し た 溶 接 長 さ が 大 き く ひ び く こ と は 呉 論 の な い こ と で あ る が 、 こ の 外 に 上 の

ような要素も大いに関係があるはずである 。 とすれば干Ｚｪ ｬＡｴｾ］ 告の枚数もまん吏姶てたものではないといっ

気 も す る の い ず れ に し ろ 、 鉄 骨 の 値 段 と い う と H寺代ばなれのした料悦がある 。 トン当り 0 0円 と い っど

ん ぶ り 勘 定 の こ と で あ る 。 そ し て 設 計 者 は 平 米 当 り の ト ン 数 を へ ら す こ と に や っ きとなり、注文者はト

ン 当 り の 値 段 を 競 争 さ せ る こ と に 努 め る 。 そ し て 出 来 具 合 に つ い て の 責 任 が は っ き り し な い と い う こ と

に か り 勝 ち で あ る

人ィ牛費が大 きくな二た今日では 、設計ト ン数以上に Ｑ ｊ ｛ｉ 工手 間 の少ない設計が 必要とすれば、加 工 ｬｾ を 柿
成 す る 要 素 に つ い て の 研 究 か ら 、 こ の 要 素 に 北 < IJ 日工費を簡単に求め、これを設計の半Ij 断 資 料 と し た い

ものである 。 そ う し て 出 て き た 値 段 を 改 め て ト ン 数 で 筈Ij ってみてト ン当 り い く ら と い う 数 字 を な が め る

( T  .  Y )  

こ と に す れ ば 、 こ れ は ど ん ぶ り 勘 定 で は な い 。

コンビュータの利用 - PART I I

建 築 設 計 の 上 で 、 コ ン ビ ュー タ の 効 用 は 二 つ に 分 け て J f えられる 。 コンピ ュー タ で な け れ ば で き な い 計

算 を す る こ と に よ る 設 計 の 質 の 向 上 と 、 今 ま で 入 手 に よ って い た も の を 屯 算 化 す る こ と に よ る 時 IIlj と労

力 の 軽 減 と で あ る 。前 者 は 振 動 解 析 やF . E . Mif削1i 'な ど が 代 表 的 な も の で あ り 、 構 造 設 計 に お け る 一 時 期

を 画 す る 成 栄 と い え る 。

後者の場合について与えてみたし、 。 ｒｃ 構造の Ｍ Ｑｾ 設計 プ ログラムなど多岐にわたる計算操作を、ほと

ん ど 完 全 に こ な す シ ス テ ム も 笑 用 化 さ れ て い る 。 これは ノンス トッフ。の 趨 特 急 列 車 に 来 った よ う に 答 は

得られるけれども、途中の対色は何も見えない ｈ 討やみの旅行である 。ｾ ， ｴｩ 行 亨 ｉｪ Ｎｌ Ｑ 工に乗って、途 中駅で駅弁

を口い. LII 窓 の 風 景 を 眺 め た 旅 行 の 楽 し み は な く な ってしま った。 設 計 者 が 計 算 を し な が ら 巧ーえ る こ と は

絶 対 に 必 要 な こ と で あ る 。 これは多少の使平Ij さや早さとづ |き か え に す る こ と は で き な い 。 T . S .  S  (; タイ

ム シ ェ ア リ ン グ シ ス テ ム ) の 普 及 は コ ン ビ ュ ー タと人 1: 1l の 対 話 を 雌 ん に し 、 こ の よ う な 不 i1141をとりさる

ことができると 言 わ れ て い る が 、 設 計 者 が も ど か し さ を 感 じ な い で コ ン ビ ュー タ を 使 い こ な せ る よ う に

な る の は 、 い つ の こ と で あ ろ う か。 ( K  .  Y )  
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最 近 の 防 水 工 法

小 池 迫 夫

1  .  はじめに

防水工法には流行は必要ではない 。 しかし ，営業関係者の話によると、閉じ防水材料 ・工法を 2 -

3 年営業すれば、進歩のない不勉強のそしりを免れないという 。筆者の意見では、 20年程度の寿命を

期待したい防水工法が、 2 年や 3 年で、変わること自体がおかしいことで、事前の検討の不十分さを露

呈するものとしか言いようがない 。 日頃、創造性や斬新性の表現に傾注している建築家諸兄のからか

い半分の勇み足的発言は、極力抑えてもらいたいものと思 っている 。

しかし ，現笑を冷静に観察するとき、防水性能面で、は何の変革も必要としない工法でも、何らかの

社会的背景のもとで存続をあやぶまれるに至る場合のあることは、国際ならびに国内情勢の影響を受

けやすい産業である防水業の逃れられない一面であるということができる 。

与えられた 「最近の防水工法」というテーマは、何故に最近そのように希求し、その方向に進まね

ばならないのかの根源を見つめ、その変革の中で本来的に必要な防水性能そのものがどのように確保

されているのか、という捉え方をしなければ、単なるカタログのダイジエストに堕してしまつのでは

あるまいか。

2  .  防水工法の要件

防水工法を考える場合、本来有すべき性能として、つぎの 3 点に着目したい 。

① 防水性: 防水システムが連続的なシカケであれ、不連続なものであれ、水を制御して建築的に支

障を生じないことが、防水工法の最も基本的な性能である 。

② 耐機械的劣化性 . ①の防水性に損傷を与える機械的要因 、すなわち建築各部の動き、台風、中程

度の地艮 ( 最大級の地震に耐える必要があるかどうかは建築の設計条件による) 、外傷等により支障

を生じないこと 。

③ 耐化学的劣化性: 有機物ならば光熱劣化、金属ならば腐食、無機物ならば凍害 ・風化、木材なら

ば腐朽などにより、②の条件を前提として①の要件を満足しなくなるまでの時間 ( 寿命) が長いこと 。

以上の 3 要件に加え産業として成立するために、つぎの要件が必要となる 。

④ 社会| 主: 労働力の確保，脱公害、資源問題・ー・これらは日常的に厳しく迫りつつあるが、社会的

なコストの枠内で、当面明確な評価がなされにくい上記①~③の要件を無視してでも、工事が強行さ

れがちであるため、十分な注意を要する 。

3  . 防水工法の変革と新工法

3  .  1  アスフ アル卜防水工法

伝統的なアスフアルト積層防水熱工法は、 100% 接着剤であり防水用塗膜材ともいえる溶融アスフ

アルトを用いる工法の特質として要併二①の水密| 主に優れ、定形材料であるルーフイングを用いる工法

の特長として要件②への対応が容易であり、その両者を 何層も重ねて積層することで要件③の性能を

満足させることが可能で‘ ある 。

約 20年ほど前に、動きゃあばれの大きい防水下地が急速に普及したときにも、低温でも硬くもろく

ならないゴム化アスフアルトの利用、本質的に力学的性質に優れた合成繊維をベースとしたルーフイ

ングの開発により比較的早急に対応できた。その後、あなあきルーフイングの導入と触媒ブローンの
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技術による優れたアスフアル卜の利用等によ って 、世界の第一級のレベルにまで到達したといえる 。

しかし、残されたウィークポイントの克服は至難をきわめる 。 それは要件④の社会性にある 。250-

260.C の高温の溶融アスフアルトを用いる作業は高度の熟練を要するとともに、火傷の危険をともな

い、技能工の養成と必要数の確保に難点がある 。 また、アスフアルトの現場溶融は、周固め環境によ

っては煙と臭気 、そして火気の使用そのもののために制限を余儀なくされる 。

最近のアスフアルト防水をめぐる新しい工法は、とりもなおさず要件④の克服を策すものといえる 。

在来の工法の延長線上においても、優れたルーフィングとアスフアルトによる、少数層( たとえは' 2

層 ) で在来品に匹敵する防水層の構成による省力化および現場溶融アスフアルトの少量化がはかられ

ている 。なかには合成ゴム系のシートを併用する工法もあり、またゴム化アスフアルトの最大限の利

用による単層防水工法も可能にな った。

現場溶融アスフアルトを用いないシステムも鋭意開発されている 。すなわち、ルーフインクの表面

を加熱溶融して張り付ける融着工法、接着剤を用いる接着工法、粘着剤を 塗布したルーフインクによ

る粘着工法などがそれである 。 しかし技術的に未解決な面も残されており、今後一層の改善が待たれ

るが、この種の改善努力の方向が、同種のシート防水工法の志向の方向と 一致 していることに注意し

て今後の展開を注目したい 。

3  .  2  シート防水工法

わが国にシート防水工法が登場して、やがて 20年になろうとしている 。 その問、試行錯誤的にいろ

いろな材質が試みられたが、寄せられた期待に反して伸び悩みの感を免れないのは、とくに要件①の

シート間ジョイントの水密接続性に対する信頼感の低さ、それに加えて薄いシートを用いることによ

る要件② および③への不安であろう 。

ブチ/ レ ・E P D M系の加硫ゴムは要件②③ に優れているだけに、要件①の信頼性の確保が強〈望ま

れている 。加硫ゴム系シートのシート間ジョイントは現場塗布の接着剤か、予めシートに設けた粘着

層によ って、主としてラ ップジョ イント ( 特別の場合は突付け ・カバーテープ張り ) で施工されるが、

この部分は不定形材料・の併用による水みちの閉塞処理を必須とし、主にシーリング材が用いられてい

る。最近、新工法としてシートおよび 2 成分形ポリウレタンのそれぞれの材質を検討して、両者の密

着性の改善による併用工法が開発されたが、技術的に優れたものがあり 、今後の進展を見守りたい。

非加硫ゴム系のシートは、再生ブチルゴムの利用という原料的な動機はあるが、純技術論的にみる

と、要件①のシート問ジョイン卜の確実性を重要し、それを前提として可能な限り要件②および③に

対する性能を獲得しようとした製品ということができる 。 E P D Mをブレンドして露出防水の可能な

程度の耐候性は確保されているともいわれているが、シート間ジョイントに不定形材料の補助使用を

必須とすることは加硫ゴム系と変わらないので、その省略は自殺行為といえる 。 いずれにしても、加

硫、非加硫のゴム系防水工法の改善努力は、見かけ上その道程は異な っても、行きつく先にさほどの

隔たりがあるようには思われない 。それは熱融着や溶剤溶着の不可能な防水シートにおける 、要件①

の達成への挑戦といえよう。

軟質塩化ビニル樹脂の防水シートは古くから国産されていたが、数年前から西ドイツの技術が導入

されて多様化した 。国産品のあるものは床材料の改良品で、軽歩行用の防水という特異性のために人

E があるようだが、閉じ製品が非歩行用途にも用いられているところをみると、軽歩行に耐えるほど

の厚さが安心感と結びついているのかもしれない 。いずれにしても、軟質塩化ビニル樹脂のシートは

27  
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熱刷! 活やビート、溶接が可能で、配合によ っては溶剤溶着が可能という要件①の確保に立重な長所があ

るが、可塑斉IJ の揮散による硬化収縮が著しく 、要件②、とくに③において加硫ゴムに数段劣ることを

納得ずくで採用すべきである 。

西ドイツから技術導入した製品は溶剤漆若が可能という特長があるが、導入技術の本質的な特色は

その特典な工法にあるといえる 。 それは、防水シートと同質の材料を表而に被租した平鋼板やアング

ル状鋼板などを、防水下地の :J¥入山崎や帰りじまい、その他の要所に機械的に固定し、その上に| 切水シ

ートをやや引張り 1JLI 減で浴剤治治する工法である 。露出屋桜| り'57]<. 帽では、同様な被覆層付き円形鋼板

を所要1[ 百[fiJ i に機械的に固定し、その上にリ泣き並べたシートの上から注射針を過して溶剤を円板上に注

入して溶着する方法を用いている 。溶剤浴着したシート間ジョイン卜は、シートと同質の材料を溶剤

に溶解ーしたペーストを用いて水密性を碓笑にする 。その他、熱副! 若の手法を用いることもあるといっ 。

新しく用いはじめられた防水シートとして、熱融着が可能なエチレン樹脂系のものがあり、昨年答

申された J I S 改正原案にも含められているが、建築分野への応用は今後の問題のようである 。 また、

J I S には 含められていないが、数多くのゴムアスフアルト系のシートが市販されている。

3  .  3  塗膜防水工法

喰 I[ 英| 幼水工法は、前項でi ! i べたシート防水工法と 同様に、令成而分チ材料 のl坊水工法への用途 I) f.J 発

という側 I師を何定できないが、労働力の質と誌の変化に対応するための社会的側面、すなわち要件④

の要請に応じたものと位置づけることもできる 。

当初、供給者側の御都合主義による要件①~③を全く無視した、要件④プラス材料の用途開発のた

めの冒険主義に駆動された製品カ、跳梁し、無責任な結栄に終わった例も少なくない 。その後 、い ろい

ろ1111折 を経て、今から 15年ほど前に 2 成分形ポリウレタン主主 11引 4 が|封j 発され るに及んで、防水工法と

しての一分針を位得するに至 った。

ウレタンゴム系塗 I[ 莫材の特長は、 2 成分反応硬化機梢のゆえに 1 [n[ の塗ギlt i止が多く、硬化後力学的

物性に優れたゴム性 ';lji 性体になる点である 。他の塗膜防水工法と共通する特徴として、不定 j杉村本i [ の

現場造肢という工法上の長所として要件①に優れるが、それと主 Ｉｊ 主に要件 ② および ③ に慎 ｉｴ ， ，Ｇｾをイ了する 。

これはシート| 切水工法と対照的な立場にあるといえる 。 ウレタンゴム系は他の塗膜料に比較して優れ

るが、宇l I i Ｇ［ＱＱｾＧｾ を含めたシステムとして工学的な追究を期待したい 。 故近、エンボス棋様付き発泡プラ

スチックの下帰りを用いた、ふくれ防止のための脱気システムが開発されたが、工学的に理にかなっ

たシステムであり、現場から好成献の報特を待 っている 。

ゴムアスフアルトのエマルションを多3兵力ンを用いて t疑問剤と |古川寺に l吹き付け 、 1 凶で! 平い主役 11史を

形成させる高能率の工法が西ドイツから導入されて 10年余になる 。以j丘、高濃度のエマルショ ンを エ

アレスでl吹き付ける同様の工法が国産された 。 これは高濃度であるがために高圧のエアレススプレイ

万式しか J末期できないが、そのことが材料の飛散を少なくして周辺の汚染をなくし、分自IEする水も少

ない長所をもたらしている 。 この工法はエマルションを用いるために低jLl での施工が制限されるが、

脱公害、 1り J 化など要件④の要請にたえるものとして注目されている 。

淡色自己令ができるアクリルゴム系塗 11史料もエマルション系であり、 iill 1i i'のエアスプレイで地工され

るが、 l 但! の塗付誌が多く、崖似のみならず外壁への適用も多い 。 このところ欽筋コンクリート造建

築の外壁からの Fmikll りが頻発しているが、化粧を兼ねて補修に用いられる 。 この問題は、本質的には

きれつ誘発白地の適切な配置によって、外壁へのきれつ発生を防止することで対応すべきであるが、
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事後の補修となるとシーリング材と塗膜材の併用しか方法がないことになる 。

このほかにも 1 - 2 の塗膜材があり、 J I S にも含められているが、その中には、すでにその効用が

見限られて仮の防水、または念のため、あるいは申し訳けの防水に限られているものもあるため、実

. 績といってもその 内容を吟味する必要がある 。

3  .  4  ジョイント防水工法

コーキ ング材が誇大な宣伝文句と過大な期待を担って登場してから 20数年を経た。間もなく合成ゴ

ム系のシーリング材がとって代わったが、それも、耐え得る伸縮率は当初宣伝の: t 5 0 %から、やがて

:t 2 0 %、今では± を取れ( すなわち半分にせよ) という人もいるくらいである。たしかにシーリング

材にまつわる事故は多いようで、 20年ほど前からヨーロ ッパで注目されているオープンジョイント工

法( 開口目地の雨仕舞手法で、外壁ジョイントを防水する方法) が研究されて、超高層建築に採用さ

れるにまでに進展した 。

とはいえ、ジョイントの防水の主体的立場にあるのはシーリング材であることには代わりはない。

数年前、ジョイント内に注入され、両サイドに密着してジョイントの動きに耐えながら水密 ・気密の

役目を果たすのがシーリング材なのだから、材質によらずその性能を評価できるはずということで、

J I S A  5757 r建築用シーリングの用途別性能」が制定された 。昨年、その評価方法を基礎として、

J I S A  5758 r建築用シーリング材」が制定され、シーリング材をシリコーン系、変成シリコーン系、

ポリサルファイド系、アクリル系、 S B R系、フやチルゴム系の 7 種の主成分が、それぞれ9030、8020、

7020、7010、7005の 5 段階の耐久性の 1 - 3 区分との組み合わせ、たとえばいシリコーン系9030砂と

いうように表示する方法が決められた 。耐久性区分 4 ケタの数字のはじめの 2 ケ夕、たとえば9030の

90は耐久性試験工程に含まれる熱処理の温度 ( "C) で、あとの 2 ケタは試験工程の目地幅の拡大 ・縮

小範囲 ( : t % ) を示すもので、ジョイント幅の設計資料となる数字を表す。もちろん 、短時間の試験

に合格したということと、その数値を設計に採用することとは別問題であり、 9030ならば設計伸縮率

:t 2 0 %以下( できれば: t 1 0 %程度) で目地幅を決めることが薦められる 。主成分の中の新顔は変成シ

リコーン系であり、バラ ンスのとれた性能と いうことで期待されているが、実地経験が短〈 、今後の

実績待ちというところである 。

一般に忘れてならないことは、シーリング材というものはすでに動きの生じているジョイント内に

注入され 、動きの影響を受けながら硬化することである 。動きが硬化後のシーリング材の形状、そし

て場合によると材質に悪影響を及ぼす可能性が大きく、試験結果からは予想できない現場の事故には、

このことが関係しているかもしれない。

オープンジョイントは、まだ設計手法が定まらず、試作ジョイントで試験を行って評価する以外に

方法がないが、長い寿命が予想されるだけに、今後の進展を期待したい。

4 ・ む す び

以上、簡単に現行の防水工法を通覧したが、その変革において工法本来の性能、すなわち要件① ~

③が無視されてはならない。はじめにホ20年程度の寿命を期待したい防水工法が… … H と書いたが、

これは決してオーバーな表現でも夢でもない、屋根とか防水とかは最低でも 20年の寿命をもちたいも

ので、それが消費者の本当 の気持ちなのである。 20年の寿命を実現するには、システムの設計は 30年、

いや40年を目標としなければならないことを、最後に申し添えたい。 に い け み ち お 東 京 工 業 大 学 教 妓 )
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歴史・現状 ・課題

アスフアルト防水工事業界の現状と課題

岩 崎

全国アス フア ルト工事業協同組合連合会( 全アス連) は、アスフア

ルト防水工事施工を専業とする中小企業の社会的 ・経済的地位の向

上を目的とする東部アスフアルト工事業協同組合 ・西部アスフアル

ト工事業協同組合 ・九州、| アスフアルト工事業協同組合が、その事業

活動を全国城で笑施する目的て¥約 9 年前の昭和46年 9 月に全国組

織団体として設立された 。

発足以来、その目的達成のため、社会的地位向上を目襟とする職

種認定につづいて、職業訓練と技能検定の事業を推進し、さらに経

済的地位を高めるために防水保証問題の研究に従'1>;: してきた 。 また

各種会合を通じて、技術レベルの向上をはかり、技術情報の交換を

行うなど、幅広く業界内の地位向上に力を 注いできた 。

わが業界はいま、第二次オイルショ ックとも 言うべ き、まことに

困難な時代に遭遇している 。 ここに、業界の現状と、抱えている問

題のいくつかを申しのべさせていただく 。

省 資 源 を 目 指 す ア ス フ ア ル ト 防 水 の 課 題

昭和48年 10月に起きた第一次オイルショ ックを契機として、石油

製品の価格は暴騰し、アスフアルト防水用資材は未曽有の高値をつ

けたことは記憶にまだ新しい。爾来、世界の原油価格は、ほぽ O P

E C 諸国の掌中に納められた観がある 。さらに今次のイラン政状不

安はわが国への輸出原油量を大幅に抑制し、供給不足の不安を起こ

して価格の押 し上げを急進させるに至 っている 。つい昨今、 36 ドル

/ バーレルの高値引l乎ぶような時世とな ったのである 。一体どこま

で原油価格が上が ってゆくのか。 これは、昭和48年 4 月ごろの 2.7

ドル/ バーレル前後だったものからみると 7 年間に優に 13倍強とい

う値上がりにな ったもので、恐ろしさを党えるものである 。

建設資材の中でも、われわれが用いるアスフアルト防水工事用資

材は、そのすべてが石油関連資材とい ってもよく、も っとも値上が

りの顕著な位置にある 。先般、建設事業振興会から配布された建設

省資料によっても、 55年 2 月期のアスフアルト価格は、前年同月期

の1. 87倍となっている 。セメントの 1. 15倍、 小型機鋼の 1.24倍、建

設材料の平均1. 16倍などに比べて、まことに異常と言わざるを得な

し、。

国策の第ーに省資源 ・省エネルギーが叫ばれている今日、われわ

れもこの線に沿 って、安かった時代のように湯水のごとくアスフア

ルトを使 つての防水工事がむずかしくな ってきた 。旧来の仕様に拘

泥せず、優秀な材料 ( ルーフインクーなど ) と、防水性能の優れたア

スフアルトを、いかに少なく使用して、信頼のできる防水工法とす

るか、この一大課題の解決を急がなければならない。

アスフアルト防水資材メーカー各社とも 、省資源志向の研究に専

心 しなければならないものと、 日夜心 を砕いている次第である 。

防 水 保 証 の 問 題 に 取 り 組 む

「保証」の問題は「買ー任施工」の言葉とともに古くから防水工事に特

30 也 築と 社会/ 1捌 年6 月号

有の言葉のごとく使われてきた。アスフアルト防水には、あまり明

確な根拠もないままに、満10年間のかし保証が要求される例が多く

なっている 。

保証舎を差し入れした物件について、どのような場合にどのよう

な内容の保証をするのか。その限度や条件についてほとんど明文化

したものがないために、事故が発生した場合の処理の方法がまちま

ちであ っ て 、 多くは当事者の力関係て Ｇ ｾ｜Ｍが片付けられる例が多いよ

うに見受けられる 。近年、建築物の品質保証の議論とともに、防水

保証の問題を見直さなければならないとの声が高ま って、わが全ア

ス速の上部団体である、全国防水工事業団体連合会 ( 全防連) の中

に設置された「保証問題特別委員会J においても、防水保証のあり

方の研究に取り組み始めたのである 。昭和53年 3 月、問委貝会が発

足して以来、各稜 ( 技術 ・法制 ・社会環境 ・業務) の分科会に分か

れて、各工法 ( アスフアルト ・モルタル ・シート ・塗膜 ・シーリン

グ ・プレハブ'建築物の防水) の団体から委員を選任して充当し、全

アス速からも 3 名の委員を送 って研究に参画している 。

保証の内谷が明らかでない以上、需要家側も供給者側も不安が残

1) 、差し入れた保証書の効力も故紙に等しいと評される危険があ っ

て、防水の品質保証の信頼性が定まらないことを改善しなければな

らない。

防水工事にだけ長期間の保証を与えるのは妥当でないとする議論

もあるが、需要家側の要請に積極的に応えることを主限に置いて、

防水をいかに正しく評価し、いかに正しく使っていただくか、そし

ていかにより良い防水を納めて、故障がなく長い寿命を保たせるこ

とができるか …・ など 、一日も早〈同委貝会の成果が得られるよう、

労を惜しまず協力している次第である 。

防 水 層 の 総 合 性 能 評 価 基 準 の 設 定

防水材料の品質基準に日本工業規格 ( J 1  S )があ って、これは、

アスフアルト防水層を構成する各単材の品質物性を知る上で大変便

利な存在である 。 ところが、これらの材料をそれぞれ組み合わせて

防水 l習にした場合に、それぞれの規格数値が|坊水層の耐久性や|坊水

機能を具体的にどのように示しているかとなると、非常に難しく、

一般に実用的水準で咋IJ 断することはできない。 したが って、複令構

成された層の総合的物性を評価するとなれば、 511] の試験法なり法準

が必要にな ってくることになる 。

いままでに、実務的に利用できる評価基準がなく、単材の品質試

験成績を頼りに、そのでき上がる II J i 水層の性能を占うよりほかに方

法がなく、多くの場合、それとは別に、専門技術者の経験的な勘に

頼った評価に重きを置いて判断するという、一見科学的とはいいが

たい手法が今日もなお一般的に用いられているのが現状である 。

建物を設計し、防水を計画するにあた って、防水層が各部分にわ

たって均等な寿命を保ち、部分的にでも耐久性能にバランスを欠く

ことがあると、いかに一般標準部分の性能が秀れていても、漏水平



放を招くことになるので、防水層を総合的に評価できる試験基準を

設定し、需要害者も供給者も、その基準に照らした評価ができるよう

にしたいものだと思うものである 。

たとえば、①防水層が凱傷して漏水を起こす各種外力に対する疲

労劣化の耐久性、②コンクリート中からのアルカリ水による老劣化、

③ラ γ プ音I1における水密性と接着耐久性、 ④出入隅などの特殊部位

における水密耐久性、⑤被渚体( 各経下地材) との接着耐久性、⑥主

要| 坊水材と接着助材等の耐久性能バランス、 ...... ..ー またこのほかに

工事現場における施工条件を組み入れた耐久性能低下度合い・… ・・な

ど、難問ばかりではあるが、関係各位のご指導のもとに確立できる

ことを望むものである。

技 能 検 定 と そ の 現 況

昭和47年 4 月の労働省令によって職業訓練科目の中に「防水施工

科」が追加されたのにつづいて、昭和51年 9 月に同省令によってア

スフアルト防水工事を対象とする技能検定試験基準が公示された。

これに準拠した国家検定が直ちに行われ、昭和52年 3 月には 300余

名にのぼる初の防水技能士が誕生した。今春第 4 年度の検定を終え

て、アスフアルト防水工事作業に係わる防水技能士の数は、全国で

約 1，200名の多きに達した。それでもなお多くの受検人口が残って

いるという情況である。このことは、アスフアルト防水業界の歴史

の長き、裾の広がりを表しているものと考えている。

この技能検定は、年を追って難しくなっているようだが、受検者

の検定に臨む準備を通じて、標準的施工作業の訓練とともに関連知

識についても意欲的に勉強している結果が、技能員の全体レベルの

li'J 上に資することになることを思えば、大変喜ばしいことだと存じ

ている次第である。このように技能検定の制度が、所属技能員に職

業訓練を施す恰好の場にもなることは、各企業主にとっても大きな

福音となるものと信じているものである。

ぞくぞくと技能士が誕生している今日、資格取得者に対する所過

の問題、職場の中での生き甲斐など… 、どのような環境づくりをす

るかが企業側の課題である。これはアスフアルト防水業界だけでな

く技能員を抱える建設業業界全体の共通課題でもある。

建設省では昭和60年から「防水施工技能士」の現場常駐を義務付け

る前提で、明56年から、一音[1 その試行に入る意向を発表している。

立ちおくれの問題を切り抜けて、行政に歩調を合わせるべく業界全

体がカをあわせて、そのイ本命 ｉｉｾ ゴくりに、なお一層の努力をしてゆか

なければならないと痛感している次第である 。

( いわさき は じ め 会同アスフアルト工事業協同組合迎合会会民)
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シート防水の歴史的発展

結晶 長 谷 昌

シート防水という用語は 、1960年代の初め頃から f変われ出した通

紘であり、正式には高分子ルーフインクA 防水というのであるが、現

在ではシート防水という呼称が一般的に定着したようである。

このシート防水が建造物に適用されだしたのはいつ頃のことであ

ろうか。西独の B A S F 祉が、 1938年 ( 昭 ・13) ポリイソプチレン

を主原料とする防水シート材を製造し、これを地下構造物に用いて

好実績を収めて以来といわれている。

筑二次大戦後、わが国経済の急テンポの伸展は、建設業界におい

てもその生産方式に、省力化、軽量化、工期短縮などの手法の導入

を必要とするとともに、構法的にも複雑多様化の変革を求められる

に至った。わが国における防水工事といえば、アスフアルト防水と

モルタル防水がその代表格として、それぞれ1905年、 1920年頃から

使用されてきたのであるが、新たな時代の要請は防水工事にも波及

し、下地ムーブメントの追随性、耐候性、省カ化、無公害などの-

i阜のニーズは、在来工法では対応しきれなくなり、新材料、工法の

出現を待望される状勢となった。これを契機として 1957年( 昭 ・32)

頃から上述のポリイソブチレンや軟質塩化ビニルが欧米から輸入さ

れて、建造物や車柄関係にシート防水材として使われだしたのであ

る。同時に、戦後急速に発展した樹脂 ・ゴムなどの合成高分子工業

の技術がこれらの国産化に拍卓をかけることにな った。

かくて 1961年( 昭 ・36) 以降、各種のシート防水材がi建続として

登場してくることになるのである。その概況はつぎの通りである。

1961年 ( 昭 ・36) 一一加硫ブチルゴム

1962年 ( 昭 ・37) 一一クロロプレンゴム

1965年( 昭 ・40) 一 一 E P T ブチルゴム

1966年 ( 昭 . 41) ー一一 E V  A  ( エチレン酢ビ系 )

1967年 (sg . 42) 一一非加硫フ子ル コーム

1970年 ( 昭 ・45) 一 一 ゴムアス系

1972年 ( 昭 ・47) 一一アクリル系 ・オレフ ィン系

しかしながら、これら多種にわたるシート防水材すべてが適用品

として生き残ったわけではない。使用初期においては、多分にメー

カーの試行錯誤の繰り返しが行われたのも事実であり、中には早々

と市場から姿を消したものも少なからずあったのである。たとえば、

現在多くのシェアーを持つ 1m硫フeチルゴムにしても、 1965年 ( Bg ・

40) 以前の製品は、露出工法の場合、オゾンの影響を受けて劣化し

てひぴわれを生じ、 j曳水クレームを起こしたものである 。これを改

善するために E P T ( エチレン ・プロピレン ・ターポリ 7 ー) をプ

レンドし、すぐれた耐候性を有する製品を生みだすに至った。現在

の加硫ゴム系シートは、すべて E P T ゴムシートであり、プチルゴ

ム単体のシートは市場から払拭された。また耐候性が悪〈露出工法

には適さないとされた非加硫ブチルゴムシートも、 E P T のプレン

ドや技術改良によって、今日てーは露出工法に適用される製品となっ

た。塩化ビニル系シートについても、その初期においては床材製品

を用途応用としてシート防水にその適用を試み、その後、改良を加
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えながら本格的な軽歩行用のシート防水材に成長したのである。そ

の他の材種についても、ほぼこのような傾向をたどりながら今日の

製品となっているのである。改良のポイントは、その母材材質にと

どまらず、接着剤( 下1也、ジョイント) 、押さえ金物、保護塗装材、

シーリングなどの範囲にも及んだ。

1969年 ( 昭 ・44) に至って、 J I S A  6008 ( 合成高分子ルーフイン

グ) 、翌 1970年には J I S A  6009 ( 基布その他を積層した合成高分

子ルーフイング) が制定され、シート防水材としての製品規絡が擁

立したのである。その後、 J I S A6008は、 1973年( 昭 ・48) に改正

され、現在さらに改正作業が行われている。また工法については、

1972年 ( 昭 ・47) に、 J A S S 8  ( 日本建築学会建築工事標準仕様書

第 8 章防水工事) において襟準化された。それまでは、 「屋根アス

フアルト防水工事J と「屋根防水コンクリート工事」だけであった

が、新たに「第 3 節屋根高分子ルーフイング防水工事」が加えられ

たのである。これも現在改正作業が行われている。

シート防水は、時代の変遷とともに幾多の改良技術が重ねられ、

材種的にも整理されてきたのであるが、その特長とする耐候性や感

温性の良さから、露出防水工法として最もすぐれており、下地挙動

に対する追随性や施工性、メンテナンス性などに大きなメリットを

見出すものであって、火熱を使わない常温工法としてその普及化に

伴って今後の大きな発展が期待される。

その反商、より高い信頼を得るために、材工両面にわたるグレー

ドアップ、さらには責任施工をパーフェクトに果たすための体制や

技術能力の向上という問題と取り組む組織体制lが確立されなければ

ならない。すなわち 、これらの目標の実現を期して、シート防水業

表 1 主要取り扱い銘柄の概要

20 

18 

16 

14 

12 

10 

表 2 シート防水の実績推移

施工面4

(  100万m' νI 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 

:  I  (昭 総 ) (49)  ( 則 (51) ( 凶 ( 叩 ( 制 作5)

表 3 昭和54年度シート防水材の生産実績

J I SA - 6008該当品

J I SA - 6009 11 

そ の 他

合 計

昭和53年 分 合 計

16，671 ，746m'  

2，466，300m'  

877，415 m'  

20，015，461m'  

16，464，577m'  

界は、まず 1970年( 昭・ 45) にメーカーを結集して「高分子ルーフ

イングコンワ会J ( K R K ) が設立され、その後 1978年 ( 昭 ・53)

に「高分子ルーフイング工業会J と改称した。 K R Kは高分子工業

界を代表する有力メンバーで構成されており、豊富な技術力を駆使

してシート防水材の品質向上を追求する一方、前述の J 1  S および

J  A  S  S の確立に協力したのである。また工事業は、 1976年( 昭 ・

51) に各メーカー材種別責任施工団体 ( 15団

全 民 団 体 名 設 立 所属社数 シ ー ト 防 木 村 銘 柄 村 極 メ カ 実績年数

体) を統略して「シート防水工事業団体連合

会J ( シート工連) を創設した。シート工速

は、全国規模のシート防水工事業の代表団体

として、 K R K と一体となって責任施工休制

の強化と技能向上 を不変の事業としており、

アサヒルー 7 ィング工業会 昭 51 61 アサヒルー 7 { ングシート

ａｒＷＷｾ リー協会 昭 . 49 23 A Rシート

エスンート工業全 昭 .53 43 エスシート

ＧＱ Ｑ レタ ｬ レ防水工 ｊ ｉｾ 業協力会 昭 50 11 '1 1レタルンート

スト ップンート工業全
昭， 51 

45 スト ップシート

全国ゴーレ > 'J A全 日目 .47 32 ベルンート

全国サンタ y クルー7 工業会 昭 51 74 サン? 7  '1 1レー7

トーヨーシート防水工業会 昭 51 59 トーヨーンート

ニトルー7 防水地工庖グループ 昭 . 50 24 ニトルー7

日本リベ ットルー7 工業会 昭， 46 
54 リベ ットルー7

ネオルー7 ィング工業全 昭 . 38 73 ネオルー7 ィングE

目立防水ンート工業連合会 昭. 51 53 目立防水シート

1 1レタ > '1全 昭 . 51
39 1 1レタ >  '1 ンート

ヨンノシートグループ ag .  51 
6  ヨシノシート

東日本ロノプルー7 防水事業

協同組合

日目 46 

西日本ロンブルー7 防水事業

148 ロンプルー7

協同組合

32 

E P T ゴム 日本ゴム附

E P T ゴム

( 側A 仲 タ ー

委託 j 一方一東洋ゴム工業附

E P T ゴム
シパタ工業側

ゴム7 A 東和工業側

非加硫ブチルゴム 金生建材工業側

E P T ゴム

( 鏡 制 化 学 側

委託メーカーバンドー化学側

非加硫プチルゴム 早川ゴム鮒

E  P T ゴム 東洋ゴム工業側

E P T ゴム 日東電気工業側

} 量化ピニル 山出興ii:附

E P T ゴム 三ツ星ベルト側

E P T ゴム E 立1l L線側

エチレ ン ｊｾ 可 ｬ 合体 積水化学工業開

E  PT ゴム

委託 j 一方ーシパタエ1棚

ｪｾ 化ピニル ロンンール工業開

15 

10 

15 

8  

II 

17 

13 

17 

14 

15 

17 

13 

7  

12 

23 

1977年( 昭 ・52) 1 こは労働省に協力してシート

防水技能検定制度( 合成ゴム系および境ビ系

の 2 作業) の実現をみた。今日までに全国で

1 級、 2 級あわせて 1476名のシート防水技能

士が誕生した。また、現在は J A  S  S 改正作

業に協力中であり、 K R K と密接な協力体制

の下にシート防水事業の一層の発展を期して

いる 。

現在におけるシート工連傘下団体の主要取

扱銘柄の概要は表 1 、シート| 坊水の笑紛の推

移は表 2 、最近におけるシート防水材の生産

実績は表 3 に示す通りである 。

( ながや あきら y ート防水工事業団体迎合会会民 )



各諭 2 ・防水の問題点

断 熱 防 水 と そ の 工 法

雅士山田

は外気温より高くなりやすく、日射などで熱せられた空気は室内上

部に昇って滞留する。この状態で夜間になると断熱材表面、あるい

は天井面がコンクリートスラブからの伝熱によって人体より高温に

なり、居住者に対して報射放熱が行われる。これがほてりといわれ

る暑さである 。ほてりを防止するには天井やスラブに接する空気を

通風換気によって人体表面温度以下にすればよいが、基本的には日

射によるコンクリートの蓄熱を少なくすれはよい。したがって図 2

のように外側断熱にするとコンクリートスラブは 30' C前後の温度に

なり、人体への轄射伝熱は感温にいたらない。コンクリートの熱容

量は大きいので高温空気が接してもなかなか温度の上昇としてはあ

らわれない 。 この現象は屋根だけでなく西側壁にもあらわれるので、

熱応力の防止をかねて断熱材を外側に設けるとよい 。

2  . 露 出 型 断 熱 防 水

断熱防水の露出型は、外気側表面が防水層によって形成される。

利点としては、軽量であり、押さえ層の設けられる場合より安価に

なる 。 したがって長スノ f ンの軽量屋般に適している。鉄板下地の場

合には 図 3 のようになる 。 コンクリート下地の場合には、断熱材の

内部結露による熱伝導率の上昇を防ぐため、 図 4 のように防湿層を

設けなければなら今い。

1. 屋根における外倶IJ 断 熱 の 利 点

コンクリートは熱容量が大きいためにスラブ上下面の温度変動が

異なり、厚いコンクリートになるほどスラブ上下面の温度差は大き

くなる 。真夏の日射を受ける屋恨各層温度変化は、基本的に内側断

熱では 図 1 、外側断熱では 図 2 となる 。

図 l ではコンクリートの外気側表面温度と、コンクリートと断熱

材の境界面温度に差が生じ、 12時頃には 15' C くらいの差になる 。 ま

た20時頃にも 10' C くらいになる 。真夏の最も温度の高くなる日のソ

ルエア温度は 85' C くらいにみなければならないので、コンクリート

スラブ上下の最大温度差は 20' C くらいになる 。 この温度差によって

コンクリートスラブは湾曲しようとする 。 コンクリートスラブは周

辺で湾曲が押さえられるから熱応力としての曲げがおさることにな

る。 しかも日中はスラブの外気表面の温度の方が高〈、夜間は境界

面温度の方が高くなり、曲げ応力は反転する 。 この熱応力の繰り反

しは当然コンクリートスラブを損傷させる 。

内側断熱のコンクリートスラブの年間温度変化は 70'C くらいにな

り、その伸縮はわずかであっても拘束されると大きい熱応力を生じ

る。夏の平均混度は日射の影響があり、図 l で示すように 1 日で30

℃の変動をする 。 この温度変化は拘束部分に引張り、あるいは圧縮

となってあらわれ、単位断面積あたりの応力は 60kg/ cm' 程度になる 。

コンクリートスラブの内側断熱はこのような熱応力を生じ、亀裂 を

発生させることになる 。

防水層

断熱材

防湿層

コ ンクりート

図 3 j，F 〆 図 4

使用される断熱材に要求される物性は、熱伝導率の小さいことはも

側議議泌総綴数綴議議防水層断熱材

I  I  鉄板

外1filJ 断熱では図 2 のようになり、コンクリートスラブ上下面の最

大温度差は 2 'c くらいであり、 1 日の平均温度の変化は 4 'c くらい

となるため、曲げ応力、あるいは引張り応力ともにコンクリートに

損傷を与える数値にはならない。

すなわち屋根の外債IJ 断熱の最大の利点は熱応力の防止にある 。 コ

ちろんであるが、そのほかにつぎの条件を満たすことが必要である 。

1  . 吸水が微量であること 。保温材の J 1  S で定められるような短

1 カ月以上の温水による吸水試験て・なけれは、ならな

2 . 断熱材の年間温度変化は、外気側が90' C くらいの範囲になるの

で、あばれやそりを生じない材料であること 。 とくに固い材料ほど

防水層を損傷する危険がある 。

6時

33 

期試験でなく、
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14 12 10 

90 'c 

80 

70 

3 . 熱劣化を起こ

さない材料である

こと 。材料によっ

てはやせてしまう

ものがある 。

1  . については、

防水層が上側にあ

るため無意味に，思

われやすいが、防

水層が破断した場

合を考えなけれは、

ならない。図 5 に
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υ

n

u

n

u

;

l

 



示すように屋般がA 互の日射を受けると、断熱露出防水層は最高85

℃になる 。 また冬になると夜間報射の影響によ って外気温の最低よ

り数度低くなる 。 したがって防水層の熱挙動が従来の普通防水より

はるかに大きくなり、破断しやすい。 また防水材料によ っては 70. C

以下ではきわめてすぐれた性能を保持するが、 80. Cになると急激に

劣化するものがある 。露出防水層の下 lHIJ に断熱材があるということ

は、保全上問題が起きやすい。たとえば必下物に対する衝:限強度が

非常に弱くなり 、| 坊水層のMi 断を生じやすい。

夏の高 j品と冬の低温で最も注意しなければならないのは、| 切水層

そのものだけでなく、| 坊水層と断熱材の楼，? 'J 層である 。夏の最高 j品

度を示すのは| 切水層と断熱材の接着層であるから、 J妾若材料は温暖

I也では一 10. Cから 85.C の範囲、寒冷地では ー25.C から 75.C の範囲で

十分な後活性能を保持し、それが十数年以上にわた って劣化しない

ものでなければならない。接着層が劣化すると、防水層にふくれや

i皮を生じ、破断しやすくなるだけでなく、強風によ って争IJ再ft飛散す

る危険がある 。

以上のように、断熱諒出防水層は破断しやすいので、使用する断

熱材は7 / <Wされても l汲水しない材料を選定する必要がある 。 また泌

出| 坊水は破断問所が発見しやすく修理が容易であるといわれるが、

断熱材を姉入した場合には、断熱材の周聞に雨水が充満しているか

ら、破断聞所を発見しふさいだだけでは、日射によ って残留雨水が

蒸発し、大きいふくれを生じ、事II i 修を繰り返すことになる 。 さらに

外気側に| 幼水l習があるということは、無| 波大の透温抵抗をもっ防1iiA

層を外以lH1J に設けたと同じ意味であり、その下側にある断熱材が水

ばされていると、冬期に激しい内部結泌を生じ、断熱材は短期間で

水i問し、熱伝導率が上昇してしまう 。

したがって断熱材の上に防水層を設けるときは、十分に、各材料

を吟味し、入念な施工が行われなければならない。 もし露出型の断

熱|りJ 水が漏水した場合には、防水j習を補修するだけでなく、断熱材

の取り換えを巧慮する必要があろっ 。

断熱材の下lfilJ に| 坊混用がないと 、断熱材の内部に冬になると結保

を生じる 。 コンクリートスラブを通過した水 ｰｾ 気量であるため、外

気恨I j の防水層で温 ik t . を完全に堰き止めているにもかかわらず、結以

水量は少ない。 しかしこの形はコンクリートと |坊水層で断熱材を挟

み込むため呼吸性能がわるく 、徐々に結n7 / < が者航され断熱材が水

ｩｬｾ ｊ する 。 鉄板下地の場合は、それ自体の透 ｩｾｦ 底抗が非常に大きいの

0 部 が ツ レ て 浮 き や す い

で、防 i! u i 層がなくても実用上問題ないと忠われるが、コンクリート

下地の場合は、断熱材の内音[1結践を 11} ] ぐための l出血層を設けること

が望ましい。

[1)5水層の焔工時に最も注意しなければならないのは隅部てゆあって、

キャントを用いて立ち上がり部に対し鈍角に必 っても 、図 6 に示す

ような部分でルーフイング矧がつれを起こしやすい。 これは強制な

4 』 時 世 ルーフィングであるほど生じ

211川ア

図 7

34 

やすい現象であり、夏の施工

で良〈見受けられる 。原因と

しては防水層の急激な温度変

化、日射による接着力の減退、

その上、施工時の材料に与え

られる引張りに対する材料の残留応力などが重合して生じると思わ

れる 。断熱材の上側に防水層を設けるときは、ルーフイング飯の流

れ方向といえどもそのまま立ち上げない方がよし、 。

持出型の場合は非歩行であるから、断熱材の強度はあまり大きく

なくてもよい 。柔軟性のない断熱材では、下地の不陸によ って、 図

? のごとき非核活部分が生じて好ましくない場合がある 。 また断熱

材は ilnU変勾自己が十時l端に大きくなる部分になるから、周辺や中央部な

ど桜活が十分入念に行われていないと断熱材のそりによ って上側の

防水層が持ち上げられる 。断熱材の周辺は、とくにこの注意が必要

である 。 A L C材料のようにそれ自身が強固である場合は| 坊水層を

破断させることがある 。

以上のように断熱材の上に露出防水層を設けると耐候性に大きい

問題が生じるので、できるだけ次章の jlll さえコンクリートのある工

法で断熱材の下に防水層を設ける形がよい 。

3  . 押 さ え の あ る 場 合

押 さえのある場合の断熱|りJ 水は 図 8 、図日 の 2 通りがある 。図 8

は断熱材の上似IJ に防水層を設けるものであり、 1吸水性がある断熱材

を使用するときはこの形にせざるを得ない。 しかし防水層の熱挙動

が大きく、露出型で有する欠点が jljl さえコンクリートのためにさら

に強くあらわれる。 防水層の{ 奇数荷重に弱いことが、押さえコンク

リートの打設によ って事故につながりやすく、下地の不陸によ って、

図10のようにコンクリートの打設圧力で断熱材が曲がり、隅部の防

水層を破断させることがある 。 また図 6 や図 7 のような状態に対し、

コンクリートを打設することは防水層を損傷しやすい。

Jfj  dグ T31ぃ 〆
防 水 層 部沙ゃぐや め、

。; 以心争ぶゆめゲ伐ゆく点、入、 Ef

$  j;グ 防}皇居 ; /  

/り'// / / /  コ、ノヲ可一、 / / /

f! a  f，/ 

図日

図 9

4 伸縮 目地

押さえ

図 10
図11

|り1]7)<. 層の iJiU支変化による伸縮はコ ンクリートに比べて数倍も大き

く、両者の伸縮の繰り返しは当然防水層を疲労させる 。 しかも長期

にわたると 図11のように j l[l さえコンク リートの伸縮目地内に防水用

がもり上がるようになり、防水層が狐傷しやすい状態になる 。

このような種々の欠点があるので、 j ljl さえ層のある場合は図 9 の

ように断熱材の下側に防水層を設ける形 ( 一般にア y プサイドダウ

ン型と呼ばれる ) が安全である 。

| 坊水層および防水層と断熱材の境界層温度は 、真夏でも 30. C前後

である 。図12 はその実i l ¥IJ 例であり、ア ップサイドダウン型は温度変

化がはるかに小さい。冬はア ップサイドダウン型にすれば防水層温

度は室温に近接し、 o.C 以下になることはほとんどない。通常の居

住建物では冬でも 5. C - 20. Cの聞である 。 ところが断熱材の上側に

防水層を設けると、押さえ層があ っても防水層温度は外気温に近接

し、寒冷地では) j 危化する 。北海道では寒気回の急冷により、結出さ

れた防水層が熱衝慾によ って破断した例がある 。

従来防水層の破断は下地の亀裂によ って生じることが多〈、防水



時

図13

生じ、断熱材下面すなわち防水層の温度変化はわずかである。

アップサイドダウン型の断熱防水は押さえのある場合はきわめて

有利であるが、断熱材が雨水てつ1 < . i ' i 'e されるため、水と水蒸気に対し

て優秀な性能が断熱材に要求される。したがってア ップサイドダウ

ン型の断熱防水に おいては断熱材と押さえコ ンクリートの聞に絶縁

紙を設けることは好ましいことでなく、とくに厚手のアスフアルト

j レーフイン夕、やポリエチレンシートを用いてはならない。断熱材 表

面が滑面でない場合や、押さえ層のコンクリートペーストを断熱材

目地に浸入させない目的で絶縁紙を設ける場合には、合成繊維不織

布 や l 巻20kg校皮のアスフアルトフェルトにしなければならない。

断熱材の上側に防湿層を設けると、侵入雨水が蒸発するときに冬期

は内部結践を生じるからである。内部結露によって断熱材が水を含

むと、その量に比例して熱伝導率が上昇し断熱効果が低下する。
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層はそれに対抗す

るために柔軟な材

料、伸びの大きい

材料、あるいは下

地と絶縁する工法

など種々考えられ

てきたのである。

しかし外側断熱に

よってコンクリー

トの熱挙動を小さ

くし、亀裂発生を

大幅に防止してい

るわけであるから、

アップサイドダウ

ン型の防水層は下

地による破損危険

から、断熱材によ

ってまもられてい

ることになる。

図13 は平板コン

クリートブロック

50mmて-tlPきえた場

合の、夏における

温度測定例である。

断熱材上下で非常

に大きい温度差が

②」旦了ーでで コンクリート平板5日

ーーーー一一_̂'J イロ 7 方ームGK30 

③ι 戸占 手防水層 ， 

叫 コ ン ↑ リ - j 120

4  . 断 熱 材 の 選 定

断熱防水は、基本的に断熱材の上に防水層を設けるタイプと、防

水層の上に断熱材を設けるタイプに分類される。前者は主として露

出型断熱防水がその用途であり、後者は押さえ層のある屋椴になる 。

熱工法の防水層を断熱材の上に施工すると、断熱材の耐熱性が問

題になり、フォームポリスチレンやフォームポリエチレンを使用す

ると施工時に断熱材を融解損傷させやすく、断熱性能だけでなく防

水層と断熱材のF付着に欠陥を生じやすい。高温耐熱性のある; t ;. リウ

レタン発泡体は熱工法露出断熱防水に適しているが、万一漏水して

雨水が浸入すると急激な吸水を示すから、あらかじめ絶対に漏水し

ない特別l上等な防水層を形成する必要がある。冷工法の防水層を設

けるときは耐熱性は問題としない。

防水層の上に断熱材を設ける工法、一般にアップサイドダウン型

と呼ばれるものは、断熱材が直接l汲水することより、内音11結露によ

って水i閲する ことに注意しなければならない 。防水層の上に設けら

れる断熱材はつぎの各条件に適合しなければならない

①熱伝導率が小さいほど、透視比抵抗が大きい材料であること

②50'C - 70' C の温水でほとんど吸水がないこと

③ 凍 結 融解を繰り返しても性質が変わらないこと

④材料内部に毛細管のない こと

⑤ 圧 縮 強 度 が 2 kg/ cm' 以上あること

@ 長期クリープ歪が実用上無視できること

⑦ - 30' C - 70' Cの温度範囲で安全使用できること

①は、断熱材の内部結露を防御するためのものである。 図 14のよう

に雨水は断熱材の下面まで伝・入し、晴天になると蒸発する。この現

象が冬になると外気が低温であるために、断熱材と押さえ層との境

界面を中心に内部結露が発生し、断熱材の低温側部分に水が生じる。

内部結露によ って生じた水が呼吸作用によって消滅してしまえば、

断熱材の熱伝導率上昇は結露時のみでおさまるが、呼吸作用によっ

て消滅しきれず次 雨 水蒸気
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図 14 防水層の上に断熱材のある屋根

は防ぐことができない。結露対策として結露を消滅させることも一

つの方法であるが、防水層上に載せる断熱材の結露を完全に消滅さ

せることは、断熱村の透i!J. 比抵抗が∞て' ない限り不可能であり、実

用上筈のない範囲の蓄積水量になることを把仮して、それに応じた

断熱材の厚み均iによってカバーしてやる方法がよい。

本舗は . 日 本住宅公団総合ぷ験劫に原悩依車ij( し、! 日] 試験場のすいせんでぬ載したもので

あることを附記します

( ゃまだ まさし 断熱技術研究所)
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各 治 2 ・防水の問題点一一特殊構造物と防水

大 阪 府 営

村 野 階 層 浄 水 場 の 防 水

近 藤 幸 雄 ・ 出 井 全 ・ 山 下 勝

1  . はじめに

大阪府営村監l' 浄水場は、枚方市に位置し、淀川に水 iljjt を求めて、

大阪市などを除〈府下35市町に水を供給する公共事業体である。年

々増加する水漏要に応えるため、施設のI台設が計画されたが、既浄

水場に近接して計画水量をまかなうだけの土地が見あたらなかった。

したがって、水槽部を立体的に桁み重ねて、土地の有効利用を図

る目的から階層浄水場が考案された。 70池以上の水樽苦11からなる大

規模階層浄水場は世界的にも実施例がなく、設計および施工にあた

り、水窃|生の峨保と耐i24性の安全に十分留意せねばならなかった。

なお、この計画に当たり、京都大学、小堀教授、石崎教授、大阪

大学、末石教授に、終始ご指導、ご助言をいただき、実験と検討を

積み重ねて、種々の対策を施してきた 。

水槽部から漏水が発生した場合に、従来の平面浄水場では周囲の

地中浸透で済むが、階層式では屋内外に流出し、機器の故障、劣化

を生じ、維持管理の支障となるので水密性が要求される。水密性を

確保する対策として、 1) 適正な防水材の選定のほかに、 2) 建物の外

壁にポストテンションを施し、 3) 収縮クラック防止対策として、低

スランプコンクリートの打設、および中 lilt 熱ポルトランドセメント

の使用、 4) 打ち継ぎ処理として、凝結遅延斉IJ と高圧水洗いによるレ

イタンス除去などの処置をとって、漏水要因を減らす工法が採用さ

れた。

2  . 階層浄水場の概要

設計釘よV監理・大阪府水道苦11

施 工 1号線ー附竹中工務庖、佐藤工業側、銭前組( 附共同企業体

規

Ｒ 号隙Ｍｾ附竹中工務底、Ｈ的大林組、 ｪ 庇Ｏ［ＺＩ主 ｉｉ 設側、Ｈ附鴻池組、

大日本土木附共同企業体

ｾＡ，Ｚｩ・Ａ笠式コ ンク リー卜造、地下 Ｒ 階、地上 Ｗ 階、ｊ［ｧＺ昼 Ｒ 階

図 1 t黄断面図

36 也築と社会/ 1980年 6 J l サ

右。 1 号 練52年 11 月唆工 左 2  

W :  72. 3
m

x  L  : 88. 8
m

x  H  :  31. 1

m 

( 地下 11.0"' ) (図 1 )  

水糟大きさ( l 列、沈でん池) W:  5. 55
m

x  L:  20. 5

m

X  0  : 6. 2

m

x 32池

壁厚500- 1 ，200怖、コンクリート泣 9 万m'、鉄筋 1. 1 万 t

建物重量20万 1 +水および管 10万 1 = 3 0万 t

給水処理能力 : 階層浄水場27. 5万 11 日 ・械 X 2 棟 =55万 I I 日

既存浄水場 125万 11 日 fj-!- 180万 t 1日

3  . 防水材の選定

浄水場の各水槽は、一般の受水槽などと異なり、水に薬品を添加

したり 、水や砂を急激にf党排したりするので、非常に苛目告な条件に

耐える 1¥方水材でなければならなし、 。水槽音11の防水材の選定にあたり、

基本条件として下記の 5 項目について検討を行った。

1  )  水質に影響を与えない無害なもの

2) 耐久性に秀れていること

3)  大規模施工のため、作業性が良〈、納まりが良いこと

4)  品質管理、検査確認が容易なこと

5) 作業安全性の高いもの

検討は、約 1 年半にわたり、各種市販防水材料のうちから、材種

別に基本的諸物性( 無害性、耐水性、強度物性、耐薬品性、耐亀裂

性) 、施工性、役物処理納まり、保守管: 理につき、比較検討を霊ね

た。また各材種ごとに代表的防水材( 合成コeム系、軟質塩化ビニー

ル系、ウレタン塗膜系、エポキシ樹脂系、軟質樹脂モルタル系) に

つき、実験室にて、品質性能比較試験を行った。その結果、以上の

条件を満足し、かつ、一番の漏水要因である役物処理納まりの良い

軟質樹脂モルタル塗布系防水材が最も適切であるとの結論を得た。

さらに軟質樹脂モルタル防水材については、耐久性、施工性の鋭

点より諸物性につき、詳細に確認実験を行うと同時に、既施工同防

水材使用建物について経年変化に つき、実態調査し、確認と検討を

行った。

他方、防水の仕機、性能、施工性につき改善と検討

を行い、作業所にて、工事に先だち、下記の 3 実験を

行い、確認と改良の結果、標準仕様害、施工要領書、

管理要領mを作り、これらに従って施工した。

(1) 第 1 次防水実験 ( 排水桝による軟質樹脆モルタル各

仕様別施工実験)

(2) 第 2 次防水実験( 水槽における役物処理納まりの防

水処理実験)

(3) 水槽浸i武暴成実験( 既存屋外浄水池における長期法

itt 暴露実験)

4  軟質樹脂モルタル防水( 自閉型)



商品名 ・パラテックス 防水施工会社 ・大関防水工業側

部監{ 本クラ ックによる 亀裂の場合、7 ) < . を l吸収し、膨 ilMI してクラ ック

を閉鎖する機能も発揮する。配合比 介成樹脂 ( エチレン酢酸ビニ

ール共! [ ( 合エマルジョン) 2  + アルミナセメント 1 + 珪砂そ の他2. 3。

5  . 水 樽 部 防 水 面 積

床 20 ，700m'  + 壁 ・57 ，800m'  + 天井 3 ，900m'  =  82 ， 400m'。

6  . 施 工

水槽音1¥の防水は、床、壁カ、大部分を 占め、壁l立高さが約 7111 もあ

るので、作業足場にて施工し、足場を解体してから床防水 を行った。

床より 50cm上 リにて塗継位置とし、才T継音1¥を避けた。( 図 10 )

なお官廻 1) 11;) 水は 、床、壁の防水後、据え つけを 行 うので、後塗

リ施工となる 。

7  . 作 業 手 順

当建物の防水施工法の重点および特徴は、清掃と役物 処理納まり

にあり、以下、作業の順序に従ぃ記述する。

(1) 清掃

清掃作業は、この防水材のもつ性質上、下地コンクリートに対す

る接活: 力を十分確保するため、重要主作業である。まず 、スーパー

ケレン機にて、コンクリー卜表面ノロ、レイタンスを徹底的に除去

した 。つぎに型枠材の木片、釘をサンダ一等にて除去し、最後に真

空掃除機にて、掃除し 、水洗いをした。また木コン昔日は屯動ワイヤ

ブラシにて清掃し、水洗し、した 。検査は関係者カ、立ち会いの上、厳

格 に実施した。

(2)役物処理納まり

1  ) 木コン部( 1 1万 2 千ヵ所) 最も漏水要因の多い所なので、とく

に留意して施工した。( 図 2 )  

2) 打継部 ( 3 万 111 )  ・打継部は、コンク リート打設時における床 、

壁の取り合い( 図 3 ) 、施工工区の打ち継さ、仮設関 口等である。

(図 4 )  

3) アンカー廻り ( 4 千 ヵ 所 ) タ ラ ッ プ は 、 位 置 が 決 ま っ て い る の

で、 ( 図 5 ) のように施工した 。 浄水施設は防水施工後の取り付けな

ので、 ( 図 6 ) の ように施工した 。

4)管廻り ( 3 千ヵ所 ) 後据えつけの上、相包するもの ( 図 7 ) と 、

笑 管 打 ち 込 み ( 図 8 ) の 2 種 。

5) クラ ック : 清掃後、クラ γ クの確認とマーキングの上、施工した

( 図 4 に同じ) 。

6) 防水層 ( 8 万m' ) 厚み 2 mmの機保と均一を保つため、 2 回塗り

とした。 l 回目 はコンクリートピンホールに圧入するよう施工し 、

ピンホールの空気を拡張し、接着カを高めるようにした。 24時間、

乾燥養生後、 2 回目を施工した 。白翠現象予防のため、 600φ 送風機、

および| 徐湿機を用い、 48時間以上、養生換気した。( 図 9 )  

表 1 軟質樹脂モルタル防水材;! 練表

詮ぐ11
原 液

1昆 平日 斉IJ

重 量 比 施 工 場 所

18kg 30kg 1  18kg 1  12kg 

銀 塗

l対1. 7 工法

1告花 l 袋 1  :  ]. 7  内部一般床、壁

堅 繰 り

1面m 3 袋 1  3  

内部打継部 ( 床壁取合)

l 対 3工法 接土昔J¥、木コン表面

竪 練 り
タフップ、木コン

l 対 4 工法

l 制'11 4 袋
1  :  4  

ジャンカ、包ー廻り

内部打継苦1¥壁、水平垂直

刷毛塗り

llilli l 袋 1  :  0. 6 タラップ

A 工法

内部木コン表面

( 1)  木コン穴および周辺清掃

(2) 水洗清掃

(3)  プライマー塗布φ 130- 150"" 

(4 )  原液混入モルタル

5) 軟質樹脂モ Jレ7 ルA 工法刷毛塗リ

⑦ 1" " φ100" "  

(6) 軟質樹脂モル歩 j レ防水層 鍾塗り⑦ 2 剛

(7)  原，置混入保護モルタ Jレ

刷毛引き仕上げ ⑦ 印 刷

図 2 内部木コン

(1) 壁面、入隅コンクリート表面; 清掃 水洗，膏掃

討 プラィマー塗布

3) 鞍質樹脂モ Jレタ JレA 工法刷毛塗り⑦ 1""

4)  原液，昆入モ Jレ7 J レ

5) 軟質樹脂モルタル A 工法制毛塗り② Imm

6) 軟質樹脂モルタル防水層鍾塗り

② 2"" 

一一一一一一(7) 原i亜混入保寝モルタ J レ

島1) 毛引き仕上げ φ10nvn

図 3 内部打継部 (床、壁取り合い)

川 打継およびコンクリート面，膏掃

打継部 幅 130- 150""

クラ y ク部幅 80- 100""

(2) 水洗，膏掃

(3)  プライマー塗布

幅 130- 150""

4) 軟質樹脂モ Jレタ j レA 工法制毛塗リ

⑦ 1"" 幅 l OOmm

?ラ y ク部幅 60""

5) 軟質樹脂モルタル防水層 鐸塗り⑦ 2""

6) 原液混入保護モルタル

昂l毛引き仕上げ⑦ 10""

図 4 内部打継部およびクラック( 壁、水平、垂直の打ち継ぎおよびクラック)

( 1)  壁画コンクリート清掃

討 プライマ一議布

ｾメ Ｓ Ｉ いト週明樹脂…レ日法

一--， .. A 叫 軟質樹脂モルタ Jレ防水層銀塗り② 2""

影/;:::;::;二
刷毛引き仕上げ ② 10""

図 5 タラ ップ廻り

( 1)  アンカー打込部

V カット IOrrvnX10mm

(2)  壁画 V カy 卜部清掃水洗い

(3) プライマ 塗布

(  vカット部壁画とも)

(4)  軟質樹脂モルタ Jレ竪練 1) 1  4 工法

(5)  軟質樹脂モル 7 J レA 工法届l毛主量り② 1""

寸前 軟質樹脂モルタ Jレ防水層 ② 2""

(7) 原液混入保積モル 7 J レ

⑦ lOmm 

刷毛引き仕上げ

図 6 アンカー廻り
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( 1) 管廻り後打コンクリ ー ト打継部

V カ y ト1()om> - 15"' "

鋪紡管

岨

情

鋼

膚

部

面

ト

ト

y

y

カ

去

力

V

除

v

q
は

面

週

料

盤

管

塗

2

 

(3)  水洗清掃

(  v カット部共)

14)  プライマー塗布

( v カ ッ ト舗とも)

(5)  vカ y 卜部へ軟質樹脂モルタル

堅練り 1 ・ 4 工法

161 軟質樹脂モルタル A 工法刷毛議句

フ司 I '%， 

(71 軟質樹脂モルタル紡水層 鍾塗り

グ 2 '%，

(8)  原液，毘入保穫モルタ J レ o  ＱＰｾ 恥

刷毛引き仕上げ

9) 原液，毘入セメント保護層

図 7 管廻り

( 1) 管廻り V カ y ト

(3)  水洗清掃

(  v カット部とも)

(2)  壁画 V カット都清掃

V カント部鋼管防鏑塗料除去

IOrrmX IOnvn 

'( 4)  プライマー塗布

(5)  V カット部へ軟質樹脂モルタ Jレ堅練り

1  4 エ ，圭

(6)  軟質樹脂モルタル A 工 法 ② 1"" 

(7)  原，壷混入保寝モルタル⑦ 10""

制毛引き仕上げ

図 8 打込管廻り

( 1) 床、盛のコンタリート面清掃

{ レイアンス除去)

(2) プライマー塗布

( 1車液 1 ' .水20)

(31 軟質樹脂モ J レ71レ防水層

銀塗り ⑦ 2"'"

(41 原 漉混入保檀モル? ル

刷毛引き仕上げ ② 10""

図 9 内部一位、 床、登

(11 ジャンカ部分取り 除き

研リホ洗い清掃

(2)  プライマ ー量産布

(31  原液混入モルタル

I' _A j  r  I  ｾ Ｈ Ｔ Ｑ＠ 不良補修箇所 A 工法

協タi作γ 刷 毛 塗 り ⑦ 1""

』グ勾卜ト一寸51 軟質樹脂モルタ J レ防水層

V;J.1け | 鰻 塗 リ ② 2""

¥¥1111 

(6)  原漉，昆入保護モルタル

②印刷、刷毛引き仕上げ

図 11 コンクリート不良部分補修
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JI 軟質樹脂モル 71レ

11 ， 防水層

モl

Jレi

タ i

J レ!

f畢l

護

層

図10 防水層 および

保護モルタル塗 り継ぎ

樹脂モルタル防水材の種類別混合比は、 表 1 の通りである。

7)保護層 : 保護層は激しい水流と、水圧に耐え、 かつ防水層に対し

後着力があり、施工性も良いように、原液混入モルタル ( 厚さ 10mm、

刷毛引き仕上げ)
表 2 配合比

とした。( 表 2参照)

とくに水流の激

しい所は、防水層

の上に 、エ ポキシ

樹脂モルタル ( 厚

さ 5 mm) を施し、落下による滝壷現象の起こる所は、防水層の上に

厚さ 100mm ( メッシュ入り) コンクリートを打設し、その上にエポ

キシ樹脂モルタルを施した 。さらに 10m以上の垂直落下部は、防水

の代わりに、 8 t ステンレス箱打ち込み i威勢渠装置( 水の抵抗を増

し、 エネルギーを減らして、溢水面の速度を減らす装置) が採用さ

れた 。

8  . 防水施工各部納まり

木コン、打ち継ぎ、管廻り、クラ ック等の仕様は、図 2 - 図11の

ように施工した 。防水施工各部納まり図は l 号棟の施工結果を踏ま

えて、さらに施工性を改善改良し、 2 号棟で使用した施工納まり図

である 。

9  . 検査

検査は、 1)清掃 、

2) 役物納まり、 3)

防水層、 4)保護層

の各施工完了時に

表 3 のように行っ

た。とくに防水槽

は任意に切り取り、

厚み、フィルム状

態の確認を行 った

( 延べ 180回) 。検

査表およびチェッ

クリストにより、

厳正に検査を行 っ

た。

なお水張り試験

の結果は、非常に

良虫子であ った。

10. おわりに

表 3 軟質樹脂モルタル防水検査表

1 木片等不純物町有無

2 ノロ. レイタンス町完全除去

3 ホコリ等の完全除去

4 実菅直り等カ ット都町状況

5 クラック σ3テェ ック

1. 菅廻り、アンカ一週りのチエ

y ク

2 木コノ面白チェ γ ク

3 出隅. 入隅園田テ X ' '1 ク

a 庫、量取合邸前チ: 1: ' ' 1ク

S クラ ック' " チ z "1 ク

6 目遣い等町下地盤理由チェ y ク

l ピンホール田有無

2. 9叢現皐の有無

3 床、聖取合薗田チェ y ク

a 防水層のダレ. ' " レツのチェ ック

5 撞雄部町楠度

1.制限的有無

2. *観

3 撞継部のチェック

4 出隅、入隅部のチェ ック

5 保護眉莞噛田チェ ック

l 靖水の有無

l 号棟は竣工後、 3 年を 経過しているが、漏水箇所は絶無 である。

笑例のない特殊建築物であっただけに、未開拓の分野が多々あり、

それだけに' 慎重に臨まねばならず、常にフィードパソクをし 、改善

を重ねながら、施工を行ってきた。

さらに 2 号棟は 7 月に通水運転が行われるが、以後防水のフォロ

ーア ップを 続け、改善と反省を行い、品質向上に努めたい。

参考文献

村野階府 浄水場工本記録 、大阪府水道部

階層浄水場 2 号線防水工事総工要領批

階層浄水場 ｾＩｪ 水材町選定について

Ｈこ 山ゆきお… ｲｦｴＪｴｾ 2 号機 共 … ( 一 倍 )

い ず い あきら H  

やました まさる n  



各鎗 2 ・防水の問題点

建 物 の 耐 久 性 と 防 水 工 法

ｾ＠ 1  . まえがき

最近の建築構造物の形態の多様性は、近代的造形の追求に対応し、

目覚ましく発展している。このような種々の建物の耐久性を向上さ

せる重大な要因の一つである防水は、建物の使用環境条件下におい

て各部位が要求する防水機能に適合するものでなければならない。

防水設計条件と施工条件を満足させる防水層の選定( 工法 ・材料)

を、正しい認識のもとに行うことが必要である 。

防水工事の種別としては、歴史的に古くより使用されているアス

フアルト防水 ・コンクリートおよびモルタル防水と、新しい高分子

化学の発達による合成高分子ルーフィング防水( シー ト防水) 、塗膜

防水、シーリング防水の 5 種類に分類され、それぞれの防水工事標

準仕様書 ・同解説が、日本建築学会において、昭和47年に J ASS 8  

( 防水工事) と して制定され、次いでい目下、昭和55年度の改訂作業

が行われている 。 また、防水工事標準仕様書に使用される主要な防

水材料は工業技術院において、それぞれ日本工業規格 ( J 1  S) と

して制定されているものである。

世に激動の80年代と言われる時代に突入し、石油の価格は、異常

に上昇し、これがために防水工事関連資材の価格をも大幅に押し上

げている中では、ますます、省資源、省エネルギ一、省労力、無公

害、高性能の方向の防水材料を選択せざるを得ない情勢にあ り、よ

り耐久性の高い材料、工法の選択が望まれる。米国の Roof i ng 、S -

i di ng、Insulati on 誌の 1979年 8 月号に記載の、シート防水の疑問

点と将来性に関する内容に述べているごとく、また、日本の将来の

防水工事に関するアンケートからも、シート防水が非常に有望な防

水システムであると評し得るようである。

ｾ＠ 2. シ ー ト 防 水 の 現 状

日本のシート防水は、過去20年間にわたる幾多の試行錯誤を繰り

返しつつ進歩を続けているが、過程において、設計、施工業界を混

乱させたときもあり、その評価は必ずしも芳しくなかったが、メー

カ一団体である合成高分子ルーフイング工業会 ( K R  K ) 、施工業団

体であるシート防水工事業団体連合会( シート工連) の活発な努力、

並びに労働省の技能士訓練育成制度によるシート防水技能士の誕生

等の成果などによる関連業界が一体となった質の向上がみられ、シ

ート防水は着実なる成長を遂げ、昭和54年度生産量は 2053万m' ( K  

R K 発表 ) に達 し、その全生産量の75% は加硫ゴム系シートである

ことは明らかて" ある。

表 - 1 建 家概要

防水施工年月 昭和46年 建 総進規模 鉄骨造

防水面積 3，319m'  屋 総t梓造 デ ッキプレート

防水f虫類 ゴムンート防水 物 地理条件 市街地大学構内

防水下地 軽量コンクリート直押さえ 下地その他特記事項

防 l  プライ? ー

2  接着剤

水

ｾｪ￭＠
3  ポリエチレン発泡体 l Omm

水

4  接着材

{上

層

5  防水 y ート 1. 2mm

6  シルパートップ

機 防水押さえ 平面なし 、立ち上がり部、立甫末テープ押さえ、プチルシーラント

仕 上 材 ンルパート y プコート

西 村 清 一

ｾ＠ 3  . 加硫ゴム系シート

力日硫ゴム系シートは、分チ関与にー橋効果による高 ILl 、低温時にも

強靭であるから、 A巨体亀裂の発生時または伸縮のムープメントに良

〈追随し、繰り返し疲労にもよく耐える。加硫ゴム系シートには材

料中に含まれている低分子物、可塑斉IJ等の経年探散や、分子の熱転

位による経年収縮がないこと、また、一般に未加硫物質やプラスチ

ックにみられるような高温におけるフロー現象が大きく、低温でh 固

脆化し、屈 j受性維持が困難等の欠点がないなどのすぐれた材料性能

を有し、その特長を十分に発揮する補助材料、施工と相伴って、優

秀なる近代的耐久防水機能を具現し、建築耐久性向上に貢献するこ

とが可能となった。

S  4. シ ー ト 防 水 工 法 の 施 工 例

当建家は昭和46年 11月に施工し 、現在 8 年経過したものであるが、

表ー 1 にみられるように鉄骨造で、一辺が約5 6 mの正方形をしてお

り、デ ッキプレートに軽量コンクリートを用いている。

本建家の防水層の選定に当たっては表ー 2 、表 - 3 、表 - 4 など

の検討関連項目に対して詳しく照合を行い、その結果、加硫ゴムシ

ート防水工法の採用となり、その防水仕様は、表一 l に示すとおり

である。力日硫型 E P T プチルシートに決定された最大の理由は、下

地の動きに追従し、耐候性がよく、特 i誌であることなどである 。

なお、ポリエチレン発泡体 10mmを用いているのは、断熱の効果とと

もに、下地軽量コンクリートのひびわれ、および水分の影響をシー

トに直接伝達させず、さらに下地コンクリート表面の若干の凹凸を

吸収する効果を得る目的もあ った。

各部の詳細は、 図ー 1 に示すものである。

ｾ＠ 5  . 防 水 層 の 追 跡 調 査 結 果

前記、加硫シート防水層の追跡調査の結果の一部を、 図 - 2 の防

水シートの経年による物性変化、 図 - 3 の接着強度変化に示した。

これらの試験結果から判断すると、気象条件等の外的劣化要因が

急激に変化しない限り、現在の物性変化の経過曲線は大きく変動し

ないと思われ、この限りにおいては、防水性能の突然変異的性能低

下も生じないと推定される 。とくにシー ト防水で問題にされる、シ

ート聞の接着力、下地との接着力も比較的安定しており、急激な物

性変化がみられないことから、本防水工法は、耐久性のある信頼性

の高い防水層と言えよう 。

表 - 2 防水材選定基本条件項目

建物の種別 、屋根の霊要度

建物の立つ地域の立地条件

建物の立つ場所的条件

建物の構造、形態

経済性

表 - 3  シートの分類
{ プ チ J レ..・ e ・0 ・・ e ・・ ( !l R) 1  

型 l  7 ロロプレン ・ ( CR )  f 第 l 極

l E PT  プチル (EPT)  )  

系

系

ム

脂

ゴ

樹

成

成

A

ロ

A

ロ

，
z

a

a

'

o

h

E

E

E

E

E

E

-

-

』，、，

a

・

ι
'
ι

E

E

F

I

B

-

『、
、

-

Y

 

(日硫

(;tt リイソプチレン・ e ・e ・-・ .. ( PI B)第 2種

非加硫! l : 1 j  

l プチ J レ・クロ ロプレン・ (l lR . CR) 第 3 種

( ポ リ 塩 化 山 系 ポ リ 塩 化 山 ( 川第4 種

アクリ lレ樹脆系 ポリエチレン ・アクリ ル( PE .  MMA)第 5fi[(

也誌と N 士〆1980 '1 611' ; '  39 



イ立昔日るす
短 所 |重量( 同1m' )

. 施工に際して作業工

緩が多< ，完成まで

に手聞がかかる 。

所

アスフ7 ' / レト屑が

数層に積層されて

いるため，継ぎ目

のないメンプレン

層を形成する 。

長

防水エi去の分類 4 )  

工 法 の 概 婆

アスフアノレト層を不透賀線とし ，ルーフィングやフェル卜などを数

層重ねて密苅し ，厚 10- 15mmの防水層とするもの。

普通，全体で 6 - 10J 習に積層されている 。

表 - 4

一一一「

ア

ス

フ

ァ

ル

ト

防

水

層

10- 15 

- アスフアルト i寄融に

際し，火を使用し，

煙ゃにおいを発する

ため，大都市内では

使用できない場合が

ある 。

- 防水層が厚いため

に比較的性能が安

定しだいる 。

基本構成

アスフア J レト

- 屋恨

ほとんどの建築物の屋恨に適用

することが可能である 。材料が

大きな変形能力をも っているも

のは. 鉄骨ー構造やプレキ ャスト

部材による屋被などの下地の動

きの大きい場合に ， とくに適し

ている 。

( 露出工法)

- 施工笑* i ' lが浅いため，

耐久性に不明な点が

ある 。 1  - 3  

- 屋線

復雑な形状の li 線に適している 。

また比較的色の磁 ｾｩ も多いので，

昼械をデザインのポイントにす

るような建築物に適している 。

一方 ， 下地の亀裂に対して ｾ Ｕ ｪＧ｟Ｇ 、

ため，鉄骨造 ・プレキャスト部

材による屋般には注意を要する 。

室内

浴室 便所などの入り組んだ部

分の防水にも適している 。

下地が安定していて ， 亀裂のは

いりにくい鉄筋コンクリート造

の小規模構造物に適する 。

大規桜相以宜物、下地の不安定な

梢 j立物には不向きである。

( 同上)

1  - 3  

- 接着斉IJ には溶剤を含

むものがあ，) ，閉鎖

された空間での作業

に際し ，中場と火災

の危険性がある 。

- 所定の防水被膜 ( 被

膜の品質， 主主脱厚の

均一性) をつくるた

めには、とくに入念

な施工管理が必要で

ある 。

- 材料の変形能力の

大きいものは下地

の動きに対して比

較的安全である 。

按稲荷j を用いるた

め火を使用しなく

てもよい。

合成ゴムおよびプラスチ y ク系の材料でつくられたシート ( 普通，

中高1. 0 - 1. 8 mX  10- 20m緩度 ) を被渚刻などで張り付けて防水層と

するもの。

シ ー ト

接着膚

適 合

・昼綴

ほとんどの鉄筋コンクリート ・

鉄骨鉄筋コンクリート ・鉄骨造・

プレキャス卜部材による屋根に

適する 。かつては下地の不安定

な椛造物では不十分なものもあ

ったが，最近，材料および絶縁

工法の| 樹発により，ほぽ防水が

可能である 。ただし，特殊な屋

根の場合は，メーカーの技術只

と相談することが望ましい 。

基本構成

シ

l

卜

防

水

層

- 施工が速い 。

塗布によ って防水

被膜をつくるため，

自由な形状の昼憾

に対応できる 。

プライマー

液状の合成ゴムあるいはプラスチ ックを直接下地に塗布し，硬比

後， J坊水被艇を形成するもの。

溶剤を含むときは，

中毒と火災の危険性

カずある 。

連続した被膜をつ

くることカf て' きる 。
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基本総成

塗

膜

防

水

層

( 同上)

50- 60 

材料の配合，施工，

下地との核活などに

とくに入念きが望書求

され . また. 施工後，

適当な養生を必要と

する 。

- コンクリート下地

の上に直接施工が

でき，そのまま仕

上げとすることが

できる 。

防水I比和剤を調和したモ J レタノレ ( セメント ) を下地材の表面に 塗 り

付けて防水する工法であ.る。
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1/  /  / 1  
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防

水

層

シ ー ト ジ ョ イ ン ト 師 向 撞 婚 力
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---ポリエチャ ンス: f . : ，. . ジとシール必よ U 司Eルタ" ' ' ' ' 裕活力

，. 120 
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雄 l
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下地処理プライ 7 ー
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シート防水l車1.2"' " 

トy プコ ー トシルバー

軽量 コンク リー ト
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(  10)  

桂 年 変 化 { 年 }

接着力の経年変化表

，刀 l

糊

図 - 3
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桂年変化( 年}

図 - 2 効性変化表
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図ー 1 ( a)  

建家短計図

防 水 層 を 選 定 す る 場 合 、 種 々 の 検 討 を 行 い 、 そ の 建 家 の 耐 久 性 の

向 上 を 図 る の で あ る が、 な か な か 困 難 な 作 業 で あ る こ と は 衆 知 の 事

柄 で あ り ( 防 水 の 保 証 を 求 め て い る の は 、 こ の あ た り の 不 確 定 要 素

を 見 通 し て い る と 言 え る ) 、 防 水 層 を と り ま く 建 家 の 実 際 は 、 防 水 層

に 対 し て 不 利 な 納 ま り 、 挙 動 で あ る 場 合 が 多 い 。

防 水 層 選 定 時 に は 、 建 家 の 実 情 を よ く 把 握 し 、 そ れ に 適 合 す る 防

水 層 を 選 定 し 、 そ の 長 所 を 生 か し 、 欠 点 を 生 じ さ せ な い こ と が 第 一

義 と 考 え る 。

今 後 も 、 種 々 の 防 水 層 が 出 現 し て 来 る と 恩 わ れ る が 、 建 家 の 耐 久

性 向 上 を 図 る た め 、 高 性 能 で み 安 価 な 防 水 層 に な り 得 る も の が 期 待 さ

豆亙

iシート 防水ジョイン ト図 |

シー ト厚み 1. 2mm

ポリ エスチレンスポンジ

厚み 10"' "

プライマー

接着剤

ポリエチレンスポンジJ車み 10mm

昭和47年

(州大林組技術研究所主任研究只 )

れる。
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1  )  建築学会標準仕様瞥同解説 J A S S  8 防水工事 日本建築学会

2  )  防水施工法全国防水工事業団体連合会昭和51年
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4  )  デザイナーのための内外装材チェ ックリスト
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ラップシール

GX テープ幅50"'"

シート j車み 1. 2mm

ポリ エチレンスポンジ

厚み 10mm

』 内 ιＮｾ 為。

図ー 1 ( b) 各部納まり図
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各E歯3

保証

防 水 工 事 の 保 証 制 度

西 部 ア ス フ ア ル ト 工 事 業 協 同 組 合

現在防水業界では、非常に不利な形態での保証制度に対する反省

から、何とか双務対等の立場から取り組むべきではないかと各方面

に働きかけて、いろいろな角度から研究をしている 。

保証制度発生の原因については、営業面での優位性を誇張するた

めにだんだんとエスカレートして、見境がなくな ってしまい、保証

制度が慣習化し、防水業界の総意が得られぬままに一人歩きをさせ

てしま ったわけである 。 したが って防水工事の保証制度に対して、

諸官公庁行政部門・設計事務所・建設会社に基本的な説明を求めて

も 具体的に論理的な答え方はなく、従来の慣行だからとにか く提

出してくれと、やはり営業が優先している現状である 。

早い時期に具体策を出したいと鋭意検討中であるが、当面防水工

事業者として の発想を披漉 して大方のご理解を得たいと思う 。

契 約 条 項 よ り の 保 証

防水工事の保証制度 ( 任意) と実務としての保証 ( 責任賠償 ) に

ついて説明する場合には、その基本としての建築物に対する V ‘ し

担保' の制度がどうであるかという問題から提起しなければ根本的

な説得力のある提案にはならないかと思う 。

民法および商法並びに建築工事請負契約約款と下請契約約款等を

見ると、施主および設計事務所と建設業者の責任は非常に重大であ

るが、その責任の最終所在については割合と暖昧なものがあるかと

思われる 。 とくに下請契約約款については、各条項について現場責

任者または設計事務所の担当民理者の指示に従うことを義務づけら

れているのに、結果的には下請の責任に帰されている点が多いので

ある 。建築物の中で保証の対象となる案件は職種別jにいろいろと存

在すると思われるが、その中でとくに基本となるものが、かし担保H

の条項かと思う 。 この条項にはまた種々の前提条件があり、この条

項の判断次第ではその責任の所在は、施主および設計者とその猿理

者、建設会社とその現場責任者に遡及すべきものと考える。保証す

る場合に一番奇異な気がするのは、任意とは言え ‘ かし担保。期間

を大幅に超過する保証書の提出を平気でヤ求めることである。

保 証 参 加 の 条 件

施主および設計事務所による特約指定条項のある場合においては、

その合意を得られた部分については当然無条件に近い形で基本的な

了解をしているわけである 。 その場合でも、防水工事業者としては

哀の保証として安心して提出できる態勢が必要で弘、まず設計の段階

での納まり、第 2 番目には適応した仕機の保用、第 3 番目に現場の

管理、第 4 番目に防水施工の万全、第 5 番目に他職による川ミしの

防止H 等の対策である 。 このなかにあ って本職の防水工卒広が直接

に現場で指示できるのは、万全な防水路工くらいで、納まりおよび

下地に至 ってはすでに遅しの場令が数多いままで施工させられて、

長期間の保証では後日問題が起きる のが必然であろう 。

防水工事業者から見て一 番不思議と思われるのは、建築物の中の

一部分で総建築費用の 2 %前後の防水工事を取り付けるのに納まり

および下地の状況までも、その責任の 中に入れて議論され資任を負

わされるあり方に対してである 。

漏 水 の 原 因

漏水の原因として巷間j研究されている条項は、つぎの通りである。

納まりの不良仁よる水はけ・排水・哀漏れなどの発生一 一仕上げた

後でなぜこのよ うな納まりにな ったのかー ーが数多く見受けられる 。

標準的な納まりから逸脱して仕上げられるものの監督者は、左官職

- 板金職などによほど適確な指示を仰ぎたいと思う 。排水勾配と排

水処理方法についても基本通りに仕上がり薗に留意を願いたいと思

う 。 天端の割れ、水切れ の 良否、経年変化による ［ｾｉｊ れ Ｎ tll' し出しな

ど、年月による変化に対しての対策が考慮されていないことが見ら

れる 。 また施主による維持管理の仕方が疎かである場合がある 。

漏 水 解 決 法

漏水現象が発生した場合に、その時点では施主および建設業者が

調査して単純な現象については処理をされていると思う 。 しかし大

半の場合、防水業者に調査依頼があるが、このときには大抵の場合

防水業者の責任ではないかと、飛践した結論が出てくる 。冗談とし

ても困るわけで、何か悪い仕ZJ: i - をしたのではないかと疑われるより

は、防水業者が多少の事柄はカバーしているのだとの信用をいただ

かねばならない 。

防水業者は、医者の診察とよく似て問診 ( 漏水の時間的 ・物理的

経過等) ・触診 ( 現状の変化度合い ・クラ ック ・水の流れによる汚

染 ・納まり寸法の不足等) をして、どのような条件のときに漏水を

起こしているかを把握し、その結果においてこの部分をこのように

補修をしないと駄目だとの結論を相手に申し入れるが、これはほと

んどサービスの範暗に入 って、その調査費用を直接に支払われるこ

とはほとんどない 。 これも保証書を提出している業者だから当たり

前のように扱われている 。

諸 外 国 の 例

建設工事契約約款については、万国博覧会のときに一度研究され

たが、比較をしてみると、つぎの点で大きな差異が見られる 。昔の

日本の施主の立場と非常によく似ていると思われた 。

①工事遂行上の条項… これに対する差異は見当たらぬ。

②工期… ー …  ー・・・・相互に延滞金の取り決めがある 。

③ 支払条件 ••. … 田支払条件が明確で、金利計算を決めている 。

④保証条件 …・ … … 特約事項を設けた場合に実施する 。

実施に当た っては、その期間を定めて保証保険制度にP ' IJ 1) 、保険

金の負担は施主または建設会社が行う 。結局は契約当事者で決定し、

住 築と H 会/ 19切 ' 16111} 41 



各鈴 3

保 証

施主よりの特約指定事項のある場合はメーカーが材料の保証をして、

防水業者は日本の、、かし担保" ｽｾｉ 閉経度の責任で解放される 。 ただ

しその期間で漏水事故があればライセンスを剥奪される 。

アメリカの保証保険制度は下記の通りである 。

①BOND 

国家の法律により保証する制度

②WAR R AT E D 

保険会社との保険契約をしていることを保険会社名と適用期間と

をカタログに記載して、材質の保証をしている 。

③GUAR ANT E E  

メーカーまたは工事業者が任意、に保証するもので、内容としては

覚え書き程度のもので、法的 ・道義的に拘束力はない。 これを和訳

したものが保証書である 。

保 証書 の現実的運用

保証書の運用についてはいろいろの観点からの意見があるが、施

主の意識の変化を考えて対応を研究すべきである 。従来のように保

証舎の乱発ではなく、出した場合は理由の如何を問わずその保証書

に対する責任を問われることになると，思うが、現在の風科がすぐに

断ち切れるものでもないので、道義的な責任 ということで処理され

るべきかと 思う 。

将来の展望

今後日本が担う役割として諸外国へ進出していったり、圏内でも

外資系の建物もどんどん増加してくる時代が到来することと思うが、

この辺で基本的な考え方を明確にする必要があろうかと考える 。建

設行政の立場からと、設計事務所および建設会社の立場の相違から

くる意見の相違などでなかなか一つの形式ではまとまらないと思う

が、いくつかの方法を決めて、どの方法を当てはめるかを検討して

採用することが望ましいと思う 。建物自体が多種多様に建築されて

いるのに、また| 坊水工事も多種多様に使用されているのに、いつの

場合も保証は 10年ではやはりおかしいと思う 。防水工事の普及がも

たらした工事量の増大の中で、建築工事費のせいぜい 2%以下の| 坊

水業者が小企業で十分の予算もないままでは、どこかで今のような

保証書の提出を断ち切 って防水工事業者聞の相互信頼を固めるべき

だと思う 。それとも、十分な仕事が安心してできて下地の不良など

施工面でカバーできるような価格を提供して防水工事業者の責任を

追及するかであろう 。早〈今の保証制度は改めるべきである 。

( 文} ' t 友凹俊夫 西部アスフ アルト工事業協同組合理事)
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最 近 の 防 水 工 法 特 集
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製 品

穴あき G ー E ・穴あき G

名 | 一

ツ バ メ シ ン グ ル ・ ハ イ ベ ス ト 1 号・ 2 号

ベ ス ト 砂 付 ル ー フ ィ ン グ

会 社 名 | 七 王 工 業 株 式 会 社

担 当 部 課 | 全日アスフアルト防水事業協同組合

特殊砂付ルーフイング仕上げ屋上防水

砂利まき仕上げ屋上防水

用 途 | 歩行用仕上げ屋上防水

シングル屋娘防水

室内 ・地下防水

1 . 絶縁| 坊水仕様により下地のひび害IJ れに伴う追随亀裂

事故及びふくれ現象を |坊止。

特 長 I 2 . 断熱|りJ 水仕様をさらに充実させ省エネルギ一対策。

規格寸法

製品単位

質 量

仕 |目原反単位

質 量 |

アスファ

ルト単位 |

質 量

引張強さ

長 手

幅

最 大

伸 び 率

長 手

幅

3 %引張

様 |応
カ

長 手

幅

寸 j去

安 定 性

44 

3 . ストレッチルーフィングを上回る製品を多用し数々

の機能を併せもった| 坊水層の構成。

ハイベスト l 号 ハイベスト 2 号 ストレ ッチJ レーフイング

1  m X 10 .5 m 1  m X 10 .5 m 1  m X10. 5m 

1，956 2，438 1，500以上

140 160 120以上

1，153 1，459 850以上

20. 4 24 .5  12以上

12. 2 12. 8 8 以上

37 45 6 以上

41  43 9 以上

8.3  10.3  6 以上

5. 2 6 .4 4 以上

0. 3 0 .4  5 以下

材 料 名

住 所 ・ 電 話

耐 用 年 数

と

年 限 保 証

アスフアルト防水

アスフアルト防水材

本 社

香川県善通寺市金蔵寺町180番地 T E  L08776(2)0951 

大阪営業所

大阪市西淀川区姫島 2 丁目 13の15 T E  L06( 474) 7841 

標 準 施 工 法

絶縁防水工法

断熱防水工法

I  10年



製 品 名 I J S R / 、J レコート

会 社 名 ! 日 本 合 成 ゴ ム 株 式 会 社

東 京 菱 沼 聖

担 当 部 課|化工品部

大 阪 釘 村 征 洋

N P工法司一般建築構造物の新設防水

用 途 I F P工法 4 各種露出防水の補修、錆板屋根の補11妻、中規

模新設防水、地下 ・室 内防水

1  . 下地亀裂にともなう防水層の破断がない。

2 . 硬化剤の使用により強制硬化ができる 。

特 長 |

3  複雑な構造体の防水に適している 。

4 . 熱アスフアルト防水材とのなじみがよい。

5. 引火、毒性の心配がないので、どんな場所℃も安心

して使用できます。

標 準 施 工 法

材 料 名

住 所 ・ 電 話|

冷工法ゴムアスフアルト

ヱマルジョン型防水材

干 104 東京都中央区築地 2 - 1 1 - 2 4

T E L  03- 541- 4111 

干541 大阪市東区平野町 4 - 3 5  

T E L 日8- 203- 7481

アスフアルト防水

規格寸法 | 主成分 ゴムアスフアルトエマルジョン

形 状 全図形分 8 5 . 0 % 

イ士
仕 上 げ 粘 度 2，000cps 以下

引張強さ 引張強度 4 .1k g / cm'  

( kg/ 耐)

切 開 | 亀 裂 一 ( … ン 引 開 )

(  %  )  最大亀裂幅58 .7mm

伸び劣化 | 伸

ひ 2，500 %以上

様
など

防水保護層 ( Jl IJ 途工事: 歩行用の場合はモルタル仕上 げ)

ハルコ ート ＰＮＳｫｾ ｦ ｭＧ

硬化剤・助剤添加ハルコ ート Ｒ ＮＲｫｾ ｦ ｭＧ

. N  P  

工 法

} ，，，レマ ト 1.om'f m 

. F  P  

標 準 工 法

. F  P  

露 出 防 水

補 修 仕 様

. F P強制硬

イヒj去による

室内防水仕

様の一例

ハルポン ド ＲＮＹ ｫｾ ｦ ｭ ＧＨ ハ ルポンド ｂ ・セメント ］ＱＸ 匂Ｚ 40同)

プ ラ イ マ - 0. 2匂fm'( ノリレポ ンド B の 5 - 101音液)

防水保護層( 別途工事・歩行用の場合はモ J レタ J レ仕上 げ)

ノ、ルコ ー ト ＰＮＸｫｾ ｦ ｭＧ

ノリレコート 0. 8匂fm'

ノ、ル コート 0.9匂/ 川、ハルメッシ ュ1.05m'f m'

ノ、ルプライ マ - N  2  ＰＮＲｫｾ ｦ ｭＧ＠
ハJ レプライマ - N  1  ＰＮＳｫｾ ｦ ｭＧ＠

トップコート「ハルト ップJ 0. 3同/ 附( 別途工事)

ハルコ ー ト O. 8k<t /  m' 

ノ、ル コート 0.8k<t f m'

ノ、ル コー ト 0.9k守/ m' 、ハルメッシユ 1.05m'/ m'

ノ、ルプライマ- 0. 3k<t f m'  

押えモ J レデル( i J IJ 途工事)

ハル コー ト o. 3k<t f  m'  

硬化剤 ・助剤添加ハル コー 卜 2. 2同/ m'

ノ、ル コート、 ハルメッシユ 1.05m'/ m'

( メッシユの点張りには硬化剤無添加ハル コー ト使用)
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シート防水

製 品 名 | 目 立 バ イ ナ リ ー シ ー ト P 材 料 名 | シート防水材

会 社 名 | 目 立 電 線 株 式 会 社

担 当 部 課 | 大 阪 営 業 所 営 業 第 二 部 ゴ ム 課

干541 大阪市東区北浜 4 - 6  

住 所 ・ 電 話 1 ( 日生目立ビル)

T E L  06- 203- 3821附

標 準 施 工 法

用

(1) 一般建築物屋根断熱防水工事

(2) 一般建築物屋根補修防水工事

途 |

(3) その他地下鉄防水工事、 トンネル防水工事、ピ ッ ト防

水工事など。

特

目立防水シートに 4 - 10mm厚の断熱材( 発泡ポリエチレ

ンシート) を積層させた、二重構造の断熱兼用二重防水

シートです 。 ( 製造特許出願中)

(1) 断熱防水に最適てす。

(2) 二重防水の効果があります。

(3) 下地の動きや凹凸、キレツ発生に追従し、信頼性の高

い| 坊水施工がでいきます。

(4) ふくれの心配がなく、施工後の仕上り外観がきれいで

長

す。

(5) 施工時の取扱いが容易で与、施工が能率的です。

(6) エマルジョン型接着剤( ハイポンド L A) により片面

接着工法ができます。
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キ

玄寸格規

(  1，200mm幅)
(  1， 100mml 幅)

f士

形 状 I 1巻20mもの( 断熱材 4 mm厚)

11 15mもの( 断熱材10mm厚さ)

仕 上 げ | ①シルバー仕上②カラー仕上③ハイト ップ仕上 ( 軽歩行

用) ほか

引張強さ I75kg/ cm' 以上( J I S A  6008) 加硫ゴム系

( kg/ cm') 

切断伸率 1450%以上

(  %  )  

引裂強さ I25kg/cm以 上

( kg/  cm) 

検

伸び劣化 |オ、ノo ン75pphm. 伸び40% 、温度40. C 、168時間で クラ ック

など

発生せず 。

‘ Ilf UU 1Ji! U  tium日間同二222TZン) 史 71ナリー
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ま カ' ムテープ

目立ノ〈イナリーシート P

ノ、イボンド L A  

( または R 、R X 、R w )  

ハイプラマ ーL A

( または R)

〔立上り部施工図〕

ハイカ' ム H ( またはハイシール)

ハイカ' ム H ( またはハイシール)

目立ノ〈イナリー

/シー卜 P

ジハイポンド L A  

( または R 、R X 、R w)  
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厚

1. Omm 1 シルバー仕上

4. 0mm J  4，100問/ m'

厚

1. 2mm i ハイト ップ仕上

10. 0mm J  6，950円1m'
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製
回E目Z  

名 エ ス ネ ー ト キオ 料 名 ポ リ ウ レ タ ン 樹 指 防 水 材 及 び 床 材

〒590 堺市石津町 3 - 1 5ー 12

会 キ土 名 サ カ イ レ ジ ン 株 式 会 社 住 所 ・ 電 話

0722- 45- 6130 

担 当 部 課 営業部

ノンタールウレタン U N  ( N - 4 工法)

トップ{ ( 又マコUU  tSNN寒(ト)}  U  {冷ンM紗ルS パー}

上塗り

「ー一一 下塗り

戸一一 不プ織ラ布

ーー ィ )  

- 屋 外 防 水 ( ノ ン タ ー ル 、 カ ラ ー ウ レ タ ン 基 本 5 色)

R C 、 P C 、 A L C 屋 根 、 ベ ラ ン ダ、バ ル コ ニ ー

用 途
- 屋 内 防 水 ( カ ラ ー ウ レ タ ン ) 基 本 5 色

4粟 ｾｦｻＺＺｾｾｾｾＺＺｩＺＺＺＮ ・ ＮｽＺＱＰ Ｇ ＺｾＺＯｻ ・Ｂ，ＺｾＺｾ宗主ｾＮ｜・ Ｒ ＭＳ

厨 房 、 浴 室 、 洗 面 所 等 /  /  

- 屋 外 ・ 屋 内 塗 床 ( カ ラ ー ウ レ タ ン ) 基 本 5 色

準

ヱスネート U C ( C - 3 工法)

病 院 、 学 校 、 食 堂 、 会 議 室 、 体 育 館 等 の 床 トップコー ト( U F  P )  

上塗り ( U C)  

「一一一 下塗り U C )  

施

「一一 不プ織布又は寒( U  冷M紗S  

「ー ライマ ー )  

- ノ ン タ ー ル 防 水 ウ レ タ ン

J  I S  A6021 2 類合格

耐 熱 、 耐 久 性 に す ぐ れ て い る 。
工

イ申ぴが大きく 、 クラ ッ クの追従が良い。 /  /  
特 長

- カ ラ ー 防 水 ウ レ タ ン

エスネート U F ( F - 2 工法)

耐 候 性 、 耐 久 性 、 耐 湿 性 良 好
法

トy プコート ( U F  p )  

- 塗 床
上塗り ( U F )  

「一一一 下塗り ( U F )  

耐 久 性 、耐 摩 耗 性 、 耐 薬 品 性 、 耐 油 性 良 好

r - - 一一プライマ ー( U M S)  

I  

耐 周 年 数 と | 坊水村 10年 ( 保 証 )

年 限 保 証 床 材 5 年 ( 保 証 )

/  /  
設 計 単 価

ｎＭＴ 工法ｾ 3 ，000 ( m'当り)

C - 3 工法￥ 4 ，200 {m'当り)

f士 機

エスネート U N ( 一 般 物 性 )
エスネート U C ( → 宣 物 性 〉 エスネート U F

〈 一 般 物 性 〉

引張試験 項 目 性状 ・性能 項 目 性状 ・性能

引張強さ kg f  / crn' 
自己 Aロ、

比 ( w t )  1  1  自己
ぷ口入

比 ( w t )  1  1  

無 処 理試験時温度一20' C
86 (  176) 

主 剤 I炎賞色透明液体 主 剤 微白 i鉛粘調液体11 11 20' C 
49 外 鋭

外 観

加 熱 処 理

"  
20'C  51 (  104)  

硬化斉IJ 各 色 粘 調 液 硬化斉IJ 各 色 粘 調 液

アルカリ処理主 11 20'C  
51 (  104) 

キ占 度 主 斉IJ 7，500- 10，000 主 斉IJ 6，000- 9，000 

敏断時の{ 申ぴE事%

( CP S  125' C )  

キ占 度

硬化斉IJ 20，000- 40，000 
( CPS25' C)  硬化斉IJ 10，000- 20，000 

無 処 理 試 験 時 温 度 一 20'C 680 

主 斉IJ 1. 0 - 1. 1  
主 斉IJ

1. 0 - 1. 1  
11 11 20'(; 1010 

比 重
比 重

加 熱 処 理 11 20'C  1020 
硬化斉IJ 1. 4 - 1. 6  硬化斉IJ 1. 4 - 1. 5  

アルカリ処理 11 20' C 1010 混 合 初 期 粘 度 4，000- 8，000 混 合 初 期 粘 皮 4，000- 10，000 

抗張積 kg f  / cm 

可 f変 時 間 ( 分) 35- 55 可 使 時 間 ( 分) 45- 60 

無 処 理 試 験 時 温 度 20'(;
987 

指 触 乾 燥 ( 時間) 5 - 6  指 触 乾 燥 ( 時間) 4  - 5  
引裂試験

引裂強さ kg f  / cm 
イ申 び ( %)  400- 600 イlt u: ( %)  300- 400 

無 処 理 20'(; 
28 (  187)  ヲ| 張 5童 さ ( kg/ cぽ) 36- 45 引 5長 強 さ ( kg/ cm') 80- 150 

11 20'(; 
15 

100%モジュラス ( kg/ cm') 16- 20 引 裂 強 さ ( kg/ cm 30- 40 

加熱伸縮試験

300%モジュラス ( kg/ cm')
度 ( shore A)  85- 90 

加熱伸縮率 %  
25- 30 硬

- 0. 2 

ｦｾＱ ぴ時の劣化 号| 裂 5虫 さ ( kg/ cm) 16- 20 

加熱劣化
災1( ; ・なし 破 度( ショア - A ) 25- 58 

illl J定 結 果 例 化 学 品 検 査 協 会
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製 品 名 | セ リ ノ ー ル D S

j l K体防水

塗布型浸透性コンクリート

材 料 名 |

特殊防水、止水剤

会 社 名

日 本 セ リ ノ ー ル 防 水 事 業 協 同 組 合

担 当 部 課

大阪市東区瓦町 2 丁目 55 T  E  L06- 203- 5331 

東京都台東区西浅草 1 丁目 1 - 1  - 9  

住 所 ・ 電 話 |

T  E  L03- 844- 6171 

茶谷産業株式会社セキユレート 事業部内

標 準 施 工 法

コンクリート躯体防水

コンクリート地下構築物

コンクリート、水槽 |  → 

用 途

特 長

(1)コンクリート躯体の内面深〈浸透し永久的防水効果を

持続します。

(2) 湿った面に施工する方がより効果的です。

(3) 水圧の反対側の施工でも防水効果を発揮します。

(4) 工期短縮に役立ちます 。

(5) 補修が容易です。

袋
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撚

形

仕

仕

様

① セリノール D S の耐水性

ドイツ工業規格 ( 0 I  N)  1048- 16により水圧 1 kg/ cm' から 3 kg/ cm' 

までを、各24時間試験面に加えて行った結果は次の通り 。

テスト品目 試験f去の状況

セリノール D S テスト体の側面 ・下面は完全乾燥

テスト体の側面 ・下商は完全乾燥

内防水ヱ法 本一一う

セリノ ル o s 刷毛撞り

庄

木コンセリノール O S 園掴り

ーう

IJ I I ! セリノール os 困踊リ

一ーヤ

肉、外防水

工法

' " コノセリ ノール os 困揖

セリノール os刷毛撞り ↑

↑

↑

 
水

圧

3l.1J Fi x とos 個 師

灯継セリ ノール os 国師

② セリノール D S の幽げ及び圧縮強さ

試験方法は、ドイツ工業規格1164- 25により、 4 cm X  4  cm X  16cmの板

にセリノール o S  1. 8kg を水で、といて塗布して行った結果以の通り。| 下水処理槽

アスト品目

セリノール D S

M 

令| まげ強さ (kg/ c耐) I圧縮強さ (kg/ cげ)

67 I  449 

60 I  469 

③接着カ

セリ ノール O S を塗布した コンクリートテスト体を 26 日間20C 、9 0 %

の中に保存した後、接着杵を垂直に引上げ、又20kg/ 秒の破壊荷重を

かけて行った結果次の通り 。

テスト品目 | 接精力 (kg/ c耐) I  破 鎖 状 況

セリ ノール D S  I  8. 2- 11. 8  I破域はすべてコンクリート部分に起

った。

施 工 体 制 | 日本セリノール防水事業協同組合、組合員責任施工。

| コンクリートがそこなわれない限り永続的に続くので

耐 周 年 数 |

その効果も永久的なものです 。
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製 品 名 | ハ イ デ イ

会 社 名 | 三 井 石 油 化 学 工 業 株 式 会 社

担 当 部 課 |

用 途

特 長

規格寸法

状

仕 上 げ

引張強さ

( kg/ cm') 

切断{ 申率

(  %  )  

引裂強さ

( kg/  cm) 

イ申ぴ劣化

など

様

本底建材事業部

大阪営業所商品課

各種コンクリート槽類、コンクリート地下構造物、その

他コンクリート構造物の防水・止水。

ハイディ K - 11 工法 ( 新設用防水斉IJ )

塗布後コンクリート内部に浸透し、さらに表面に弾性

皮膜を形成します。

ハイディスペシヤル工法 ( 補修用止水剤 )

コンクリート全面からジワーと洩水している場合塗布

し止水できます。

- 接着力試験

ハ イ デ ィ S 8 混合率 接 着 強 度 イ脂 考

5 %  18. 9( kg/ cm' )  

10%  18.  9(  kg/c耐) モルタ J レ破壊

15%  25. 8( kg/cm' )  11 

20%  26 .  6(  kg/ cm' )  11 

25%  24.  5(  kg/ cm' )  11 

- 強度試験

供 試 体 5虫 度 材 齢14 日 材 齢28 日

ハ イ デ ィ i狛げ強度 ( kg/c耐 88. 2 107. 0 

No. l  圧縮強度 ( kg/cm'  406 526 

ハ(ハ1イ0%イデデ悦ィ合ィK)S- B  

曲げ強度 ( kg/cm' 64. 5 72. 6 

圧縮強度 ( kg/cm' 298 388 

普 通 曲げ強度 ( kg/c耐 62. 9 

モ ル タ ル 圧縮強度 ( kg/cm' 305 

- 亀裂追随性試験

ハ イ デ ィ S 8 混合率 引張破断 R. の亀裂幅平均

5%  0. 28mm 

10%  0. 31mm 

15%  0.32mm 

20%  0.36mm 

25%  0. 40mm 

- 社団法人東京都薬剤師会衛生所による く水道法に基づ

躯体防水

材 料 名

ハイディ K ー11 、 5 8

ハイディ No. 1 、 E X 、 5 L

東京都千代田区霞が関 3 - 2 - 5 ( 霞が関ピル)

住 所 ・ 電 話 I 03 - 580 - 3611  

大阪市北区中之島 3 - 4  - 1 8  ( 中之島三井ビル 2 号館)

06 - 443 - 3301  

標 準 施 工 法

ハイディ K - 1 1工法 ( 新設周防水材)

1  . 前 処 理

2. 混 練

表面を清浄にし、施工面全体を完

全に水でぬらしてください 。

K - 1 1、 S B 、水を混練します。

混合比 ( 容量比) は K - 1 1 : S B

: 水 = 1 0 . 1 :  0 . 5の割合です。

可使時間は 30分です。

混練したものをセメントブラシで

塗布します。 2 度塗 りを標準とし、

2 回目は 30分後に行なってくださ

い。塗布量 ( K - 11および S B )  

1. 0 - 1. 5kg/ m'  

ハイディスペシャルヱ法 ( 補修用止水剤 )

コンクリート全面からジワーと漏水している場合の標準工法の他、止

水を必要とする場所の状況に応じて地工します 。

〈全項目試験〉に適合。 I耐 周 年 数

と

年 限 保 証
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シート防水

製 品 名 サ ン ロ イ ド D N防 水 シ ス テ ム
材 料 名

サンロイド D Nシート( 特殊軟質ビニルシート)

サンロイド D N鋼板( 特殊塩化ピニル鋼板)

会 社 名 筒 中 シ ー ト 防 水 株 式 会 社

大阪市東区道修町 2 - 40 T  E  L  06 (222)0646 

住所・電話

東京都文京区本郷 3 - 3 3 - 5 T  E  L  03 (816)3821 

担 当 部 課 営業部

標 準 施 工 法

O Nシート S .. . . . 屋上 例 A L C屋上防水 S A ー13 - 0  

O Nシート W B.. .... プール

周 途

O Nシート T ... ... 蓄熱欄

O Nシート T W… … 飲料水槽

1  . 用途に対応したトータル防水システム

2 . 亀裂 ・振動に彬型車きれない独特の絶縁工法

特 長

3 . 接合部を完全に一体化する浴者
1  

4 .  0  N シーリング材の使用による完隻化

点//
o  

規格寸法
試 験 項 目 単 位 S  W B  

形 状
長手方向 230 220 

引張強さ kg/ cm'  Ltr 

仕

仕 上 げ
幅 方 向 220 200 ナ イ ロ ン プ ラ グ m・6 ③.320 I  = 7 5  

引張強さ
100%伸び時の 長手方向

kg/ cm'  

160 150 
聞 鋼 板 S ② 1. 3 と ン ー ト 溶 着

ヲ| 張応力 幅 方 向 150 130 

(kg/  cm') 

長手方向 320 330 
耐周年数と

切断伸率
切断時のイ申率

幅 方 向

%  

340 

防水保証 10年

350 
年 限 保 証

(  %  )  長手方向 80 75 

機 引裂強さ

51裂強さ

幅 方 向

kg/ c耐

80 75 

(kg / 叩)

材料、他に品鍾あり、また仕様は用途目的に対応して用意

伸び劣化 試験方法 J  1  S  - A  - 6008 

備 考

など

していますのでご相談下さい。

製 品 名 ト ー ヨ ー シ ー ト エ キ ス ト ラ

材 料 名 加硫系ゴムシート防水

l 〒125 東京都葛飾区柴又 2 - 5  - 25 03 (607)3131 

会 社 名 東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

〒550 大阪市西区江戸掲 1- 17ー18 06 (441)8801 

住所 ・電話

〒810 福岡市中央区警固 1 ー 1 - 8  092 (761)6292 

担 当 部 課 シート防水引布事集部

〒460 名古屋市中区伊勢山 1 ー 1 - 31 052 (322)4081 

標 準 施 工 法

周 途 一般建築物の屋上、ベランダおよび土木防水 一般 R C造の場合

0 耐候、耐オゾン 、耐摩耗性に優れています。

下地処理→プライマー A 012塗布→役物部 G シート I削占り→シートの位

0 耐熱 、耐寒性に優れています。 - 40' Cか ら + 150' C まで、

ta決め( 盤出し) →アクメポンド A 0102の塗布→シートの接着→末端

処理→仕上げ

ゴム状弾性を有します。 A  L C . f : 反の場合

0 気体および水蒸気の透過が極少です。
下地処理→プライマ- A 0 12塗布→目地処理→役物音IIGシート増貼り→

特 長

0 耐水性に優れています。

アクメポンド A 0102の塗布→シート貼り付けローラー掛け→仕上げ

トーヨーシートエキストラ施工上の利点

0 耐殿、耐アルカリなど、各組薬品に対する抵抗が強力で
0 桜治安定性が非常ーに優れています。

す。

0 冷間施工ですから都備が省かれ、工期が短* l ii されます。

0 繰返しの屈曲、 伸張による物性変化が非常に少なく、従

Ｐ 多層を 必要としないので施工が簡単、建築の軽 ｩｅ 化が可能 ＭＭｲ ＮＮＭｾＧ 。

0 防水材料相互の継手部分の施工が非常に容易です。

って耐久信頼性に 優れています。 0 各種立上り部分の施工や出附 ・入附の施工が完全です。

11!. 制 内 事

祖 唾 格
ト ー ヨ ー シ ート

世 岨 時 過 度 20 ' c 需 佐 璃 20 ' c 阻 融 情 的 200 % 以 下
l伺 持

ヲl '民
佐 理 院 職 時 温 度 目 ℃

75 同 / 回 以 よ
103 kCJ / 岬

仕

引 担 摘 さ
民 融 時 温 度 60 ' c 隔 地 理 20 t : 世 O l 遣 の 30 % 以 よ

目 指

強
加 思 撞

縄 地 理 20 t : 試 験 情 的 80 % 以 上 1 5 0 %以 下
104 r  

ア ル カ リ 湿 せ ' " 憧

眠 制 時 温 度 目 ℃

帽 匙 理 20 ' c 院 職 情 ' " 80 封 以 よ 1 2 0 %以 下 98 ｾ＠

11!. 
揖 処

理

民 験 時 温 度 - 20 t:  
200 % 以 上

350 括

切 断 時 的 伸 t J 串

民 融 時 温 度 20 t:  
450 %  1; . Lよ

550 %  

験
1>0  馳 瞳

輯 処 理 20 t : 院 職 値 目 10 % 以 よ
84 封

ア ル カ リ 壇 せ き 憧

民 眠 時 温 度 目 ℃

情 処 理 20 t : 院 職 岨 の 90 % 以 よ
103 %  

民 臨 時 過 度 目 ℃ 揖 処 理 20 ' c 阻 醐 個 師 2 0 0 %以 下
160 %  

機
書l 回 強 さ

開 処 哩 院 職 時 温 度 20 t:  
25 同 / C l l l t . Lよ

33 同 / < .

院 職 時 温 度 20 t:  輯 処 理 20 t : 試験 t・(1) 30 % 以 よ
70 多6

1>0  馳 後 t武 騎 時 温 度 20 t:  帽 拒 理 20 t : 試 験 値 50 % 以 よ 1$0 % 以 下
9 8 %  

伸 U 時 の 変 化 試 験

1>0  舶 書 イヒ
合

楠
合 桔

オ ゾ ン 劣 化
合

格
合

桔

50 
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製 品 名 | サ ン タ ッ ク ル ー フ

会 社 名 早川ゴム株式会社

建材営業部担 当 部 課

建築構造物 ー・屡娘、ひさし、ベランダ、室内一般地下

周
室、外壁、駐車場など

特殊鱗造物 ・・地下鉄、高架通、プール、共同議など

- サンタ y クルーフ相互間の按活性が良好で一体化します。

- 耐候性に{ 憂れ永年にわた って防水層としての機能を発揮

特 長 |

します。

- 柔軟てー役物下地へのなじみが良い 。

- 経年によるジョイ ン ト部のズレが起こりません。

- サンタ y クルーフは J I S表示許可品です。

規格寸法 厚み 1. 5mm 2. 0mm 幅 1070mm 長さ 10m

形 状 押さえ層仕上げ ・ー歩行用

仕 上 げ 保護主主装仕上げ・・非歩行用

f土| 引張強さ

16. 51、日/ 1'I 11

( kg/cm') 

切断伸率 I 620 0/0 

( %  )  

引裂強さ /  

機 ｉＨ ｾＺ￬叩ＩＢ 1

12

.

01、
ι

伸び劣化

I ひびわれを認めず

など
( J I SA6008による )

製 品 名 | 外 断 熱 防 水 仕 梯

会 社 名

近 畿 防 水 事 業 協 同 組 合

担 当 部 課

用 途 | 外断熱防水を行い抑え層を施して歩行用屋上とする 。

。躯{ 本 を熱劣化から { 公必す る"

。防水層を熱劣化から保護する 。

。結露| 坊止に有効でーす。

特 長 |

。室内火災に対して安全側にあります。

。天井の直仕上げが谷易です。

。防水層を傷めない。

コン ク リ ゲオ ン・
グラス

ゲオン・
N P F  

ゲオ ン・

1  FR- 125 プライマー

ポット

コート

シート

コー卜

ート 0. 3 i  
1. 5k'} 1.2k'} 

f士

コ ンク リ ゲオン ・ グラス ゲオン. I  N  P  F ゲオン・

I  FR- 150 プラ イ マ ー ポ ト コート ，ト コー卜

- r  Ｐ Ｎ Ｓ ｩ ツ Ｑ Ｎ Ｕ 匂 ｹＭｾ I  1.2k'l 

機

デプッレ キー ト ゲさン ・ グラス ゲオン . I  N  P  F  ゲオン・

I FR- 175 コンク リ プフイ 7ー ポ ッ ト コート シート コー卜

一卜 0. 3 i  I 'J"
7 r

l  1.5k'}I / -
r

l  1.2匂

シー卜防水

材 料 名 | 非加硫ブチルゴム

本 社 福 山 市 松 浜 町 2 丁目 1 番 32号

T E L  ( 0849)  21- 2211 

東 京 支 l吉 東京都江東区佐賀 1 丁目 16ー 10

T Eし (03) 642- 9434 

住所・電話

名古屋営難所 名古屋市中区錦 1丁目 2番 11号( 岩図ビル)

T Eし ( 052) 211- 3444 

大阪営業所 吹田市量豊津町13番 33号

T Eし (06) 386- 6531 

福 岡 営 業 所 福 岡 市 南 区 清 水 1丁目 18- 6  (第 2 松若ビル)

T E L  ( 092)  511- 3914 

標 準 施 工 法

露出工法屋根防水工事仕様

耐周年数と

年 限 保 証

平喝周ンート町長手方向唱障は

立より際で止める .

10年保証

備 考 | ・屋根外断熱防水工事仕機があります。

材 料 名 | ドッグ印側エ英社製品

干557 大阪市西成区橘 3 ー 18- 27

住所・電話 |  側工英社内

T E L  (06)  661- 8861側

標 準 施 工 法

アスレックス E

1.5k'} 

シー卜防水



製 品 名 | コ ス モ フ レ ッ ク ス R

会 社 名 住 友 化 学 工 業 株 式 会 社

担 当 部 課 化 成 品 事 業 部 新 製 品 部

- ピル、マンション等の屋上防水

用 途 |  ・浴場、調理場等の下地防水

. ) 亮水、下水処理槽等の防水他

抜群の作業性

特 長 | すぐれた伸びと弥性

規格寸法

形 状

仕 | 仕 上 げ

引ｾ強さ

(kg/cm') 

破断仰率

(  %  )  

様 | 引裂強さ

(kg/cm) 

伸び劣化

など

製 品 名

会 社 名

担 当 都 銀

周 途

特 長

規格寸法

形 状

仕

仕 上 げ

引張強さ

(kg/ 岬)

切断伸率

(  %  )  

機

引裂強さ

(kg/ 叩)

{ 申ぴ劣化

など

優 秀 な 耐 久 性 他

主剤 6 kg 硬化剤12kg

プラ y クカラー 3 色( リーフグリーン、グレイ、ベニガラ)

保護モルタル、シルバ一、軽歩行用トップコート

30kg/ cm'  J IS 

500%以上 J IS 

15kg/cm以上 J IS 

耐候性、ウオザーメーター 2000時間以上

7  | ラ パ シ ー ル 防 水

， 、 ィ プ レ ン 断 熱 工 法

ラ パ レ デ ン 工 業 株 式 会 社

屋上断熱防水工事

断熱工事( 室内吹付)

サ ッシュ廻 りの| 坊鍔工事 ( 注入)

l ハイプレン断熱材が緩衝材となり、躯体のクラックが

ラパシール防水材に直接影響しない。

2 防水材と断熱材( 防水性大) が同じ材質の為、接着力

大で、厚主主りとなる。

3 吹付現場発泡の為、継目がなく熱ロスがない。

4 サッシュ廻りに、トロ埋めの代りに注入し結露防止が

出来る。

5 軽i誌で施工簡単である。

6 硬質ウレタンフォーム( フロンガス独立気泡) の為、吸

水率が非常に小さく、半永久的に断熱効果が持続する 。

( ラパシール防水材) ( ハイプレン断熱材)

主責1]( 1  )  : 硬化剤 ( 1  )  主剤( 1  )  : 硬化剤( 1  )  

泉 主主布硬化後シート 吹イす工法 厚10%以上

保護モルタル( 歩行用) 現場発泡( フロンガス独立気泡)

露出工法( 軽歩行)

34 熱伝導率 0. 018 

( kca l / mh' C )  

593 

21 

*  

度 28 

一 一
( kg/ 耐)

J  1  S  A  6021 

ウレタンゴム系 l 類 吸 水 率 ( %) 1. 0以下

Aコ 1拘 t f 悶ロロ

塗膜防水

材 料 名 | ウレタン樹脂塗膜防水材

住所・電信

一般仕機

〒541 大阪市東区北浜 5 ー15

T E L  06- 220- 3665 

標 準 施 工 法

5  

コスモ R - I O

2. 0 k9/ m'  

4  

コスモ R - 1 0  

1. 5k9/
m

'  

3  

情強材

均しモルタ J レ

非歩行用露出防水工法

備 考 | 標準価格 4600円1m'

シルバー仕上 400円1m'地

ラパシール防水材( ウレタンゴム防水材)

材 料 名

ハイプレン断熱材( 発泡硬貨ウレタン樹脂)

大阪市浪速区桜川 5丁目 2 - 8  

住所・電話 (※ 55.11 .1より地番変更桜川 4丁目 5ー14)

TEL 06- 561- 66日1( 代)

標 準 施 工 法

防水下地
ラパシール防水

一 - そん 岨 } … 上 〉

/ 三一
( 吹付現場発泡)

r.62 O ぜ4〉 o hら3。。。0 0 0 0

。 Oc o
v

;  o' 0 - .  o U o 。

d グ

ー. ・ a  

〆グ

在来の表面の浮いた処のみ研りとり

そのま、吹付けて断熱と防水下地を

兼用にし、その上に防水工事をする 。

研 ・ガラ拾 ・仮設工事が不用となる

耐周年数と

10年保証

年 限 保 証

備 考 地工体制 直接責任施工

塗膜防水



会社名 |樹木下謹三商庖

住 所 | 大阪市西区江戸堀 3 丁目 6 番 12号

東西アスフアル ト事業協同組合員

西 日本三星シンク守ル工事協同組合員

田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社 - 1

電 話 I T E L 大阪06- 443- 0115代表

三 ッ 星 ベ ル ト 株 式 会 社 ;

日 曜 化 学 工 業 株 式 会 社 ; 一 一 責 任 施 工 代 行 庖

保 土 谷 化 学 工 業 株 式 会 社 ;

アスフアル ト防水工事

シ ン グ ル 葺 工 事

断 熱 防 水 工 事

一ー責任施工

シ ー ト 防 水 工 事

三菱エンジ ニアリング株式会社- - -

ウレタン塗布防水工事

西部アスフアルト工事業協同組合員 アクリトーン吹付工事- - <

|完全な防水は完全な下地ハ I vプレート のご利用 をグ

目塩 ビ製品の為、取り外し時の コンク リート本体とのはく離が容易である

特 長 | 肉厚が l 切である為、簡単に釘止めがきく

下地再調整の必要がなく手聞がはぶけ省力化につながる経済的メ リッ トを生む

V プレート工法

従来工法

T¥' 出隅 よ( ト入隅

2:0  ｾｾーベ L ゃー→

きん木使用 面木使用

トー- 200- →

ｾ＠ r建築と社会」誌バックナンバーのおしらせ

ノf ックナンバーがそろっております。購入ご希望の方は日本建築協会まで( 電話06- 231- 9648) お申し込み下さい。パックナンバーはすべて ￥日O

です。なお、 郵送料は実費いただきます。年間購読(12冊 ￥9，000 ・送料当方負担) のお申し込みも応じます。

* 印は欠号

巻

昭和48年 ( 54集) 昭和49年 (55集) 昭和50年 ( 56築) 昭和51年 ( 57集) 昭和52年 ( 58集) 昭和53年 ( 59集) 昭和54年 ( 60集) 昭和55年 (61集)
可ロ

証 言 '76一 建 築

*  
デザインの動向 一

*  

80年代まの都づ市く と建l  建 築 教 育 歴 史 的 環 境 保 全 図 t!f 館

デ ザ イ ン の 動 向

デザインの動全向一

新旧のコントラスト 転 換 期 の 再 開 発
歴築ー ち りの

部 分 と 体
史と展望

2  

泉; f tニュータウン 明 日 の 建 築 は

東 海 の 新 建 築

建 築 基 礎 締 造 兵庫県ーその風土

水

大 阪 南 港 今後の省エネJレギーヂ

のコミュニティ施設 ど う な る か の 問 題 点 と 建 築 ・建 築 界 ポ ー ト タ ウ ン の趨勢/ 建築金物

大 阪 大 林

*  *  
年日本記建念号築協・会ニ6ュ0周ー 医療施設一病院建

最安所近井作建の品銀築集行設建計築事務/  

3  保 養 所 作 品 イ ン テ リ ア 医 療 施 設
商 業 空 間ビ ル デ ィ ン グ

タ ウ ン の 管 理

築と情報システム

既 成 市 街 地 の 住 P q反を使用した コンクリートの導品
コ ン ク リ ー ト4  レ ジ ャ ー と 施 設

床 工 法 と 材 料 質管理と方行政指 外 壁 塗 装 材 料 住 宅 の 耐 久 性宅 地 整 備 の 方 策 工 業 化 住 宅

の 向
の ひ び わ れ

5  

大 阪 国 際 北摂ニュータウン

社 会 ・建 築 ・ 法 建 築 防 災 と 法 日 影 規 制 と 法 電 波 隊 害 と 建 築 日 影 規 制 建 築 行 政 と 法 規
ビ ル デ イ ン グ 計 画

( 予定)

6  

老 人 建 築 生 産 と 流 通

都市の景観と施設 市 街 地 整 備 身 隊 者 施 設

組 合 方 式 に よ る ホ テ ル 建 築 と

最 近 の 防 水 工 法コ ミ ュ ニ テ ィ 機 精 の 変 容
集 合 住 宅 計 画 情 報 シ ス テ ム

7  

住 宅 一 建 築 家 ピ Jレ の 省ヨド 建築とプレストレ

工 場 建 築 と 設 備 照 明 設 備 住 宅 設 備 ｾ村施設の変貌
都市景観とアニメ

の す ま い
エ ネ ル ギ 化 ストコンクリート

ニティ ( 予定)

3ド

高層プレハプ住宅 生活排水処理施設 鉄 骨 精 造 の

埋造と芦立問屋地題浜一にを大お例阪けと南るし椛港て

建物の終局強度の 屋 内 体 育 飽 設 の
8  新 用 途 地 域 制 と

新 し い 耐 震 設 計

環 境
の 精 造 設 計 の あ り 方 ジ ョ イ ン 卜

検 討 設 備 {予定)

*  *  *  
日 本 住 宅 公 団 C  A  0 ー 設 計9  精 進 と 施 工 み ど り 人間環境としての 集 f主 f本 の

と 建 築 作 品 と コ ン ピ ュ ー タ

庄内のまちづくり 水ぎわのまちづくり
タ ー ミ ナ ル ハ ー ド と ソ フ ト

( 干定)

*  
騒 音 対 策 と 結 露 防 止 対 策 ミ ニ 乱 開 発 か ら

*  
80 年 代 の10  仕 上 と 材 料

屋失敗恨例防と水そ工の事対の策 防 音 材 料 と 断 熱 材 料 計画的ミニ開発へ

般
マロ雪

イ ン テ リ ア

11 

第 20 回 第 21  回 第 22 回 第 お 回 建 築 に お け る 第 25 回 第 26 回

青 年 技 術 者 青 年 技 術 者 育 年 技 術 者 脊 年 技 術 者 省 エ ネ ル ギ ー 化 育 年 技 術 者 青 年 技 術 者

*  ピル防災に関す1る2  
*  

第 24 回12  ヨ ー ロ ッ パ の 集 合 住 宅 の 設 備
設備築 か ら み た ピ ル 環 境 建設業の労務 理 ｾｴ 青

ま ち づ く り

12  

建 の 問 題 点

青 年 技 術 者
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防止。

一歩進んだ外側断熱工法 ( USDJ : 港!

くUS D工法の断熱構造〉

スタイロフォームilli G K  

U S D工法を実現した旭ダウ のスタ

イロフォーム G K。

雨水、水蒸気 、高温など苛酷な条件

下で、長期間にわたり、す ぐれた断

熱効果を持続します。特に水蒸気透

過E容の低さは抜群。

快適な住まいづくりに欠かせない理

想的な断熱材です。 qι  

断熱工法の主流となりつつある外側断熱工法。

その中でも防湿性にすぐれた断熱材 〈スタイロフ

ォーム GK> を使った旭ダウの US D工法は、一

歩進んだ外側断熱工法として、今最も注目されて

います。

従来、内側断熱工法では、年間70.C にも及ぶ激し

い温度変化や蓄熱が、屋上スラブに曲げ応力 ・引

張り応力をくり返し与えるため、スラブにたわみ

や亀裂を生じさせていました 。

そこで開発されたのが、旭ダウの US D工法です。

断熱材を防水層の外側に設置することで外気温の

影響を遮断し 、結露の発生、熱衝撃などを解消 。

屋上スラブ、防水層など躯体を半永久的に保護し、

快適な生活空間を創出します 。 しかも、今まで用

いられていた防湿層が不要ですので、施工面でも

著しい省力化がはかれます。

すぐれた断熱材に、すぐれた工法一 一旭ダウは住

みよい住まい作りのお役に立つために、あらゆる

角度から開発を続けております。

⑪ 蝿q 守 臓 式 会 結

大阪市北区堂島浜| 丁目 2番 6号(新大ビル) TE L  347- 3968 

:- (9. .: 

U

叫

仇 コンクリ ー トスラフ

溢度変化の影響を受けず、

たわみや亀裂を解消。

芳三

-
n

q
・

0
ＮＧ ｾ＠

ω..  

- 特長

1 ・屋根や壁の劣化を防l . t する。

熱応力や熱衝撃による屋上スラフのひずみや亀裂を解

消し、屋根や壁の劣化を防ぎます。

2 ・結露を防l . t

急減にスラフ、室内ガ冷えることガないだめ、室内側

の猫体、天井等の内部結露、室内の表面結露など刀お

こりません。

3 ・防水層を保護。

還ましい温度霊化、紫外線、施工時 ・施工後の機械的な

損傷による防水層の劣化や破断などを防ぎます。

4 ・防湿層ガ不要。

防湿作用をもっ防水層ガ屋根スラフの直上に設置され

るので、防潤書の必要ガありません。

5 ・白地部分の) 東結を解消。

防7M冨の上面 ・下面の温度ガ室内温度とほぼ同温度に

保定れ、巴地部分の凍結はおこりません。

6 ・省エネ効果痕群。

室内ガ外気の温度変化の影響を受けにくいので、夏は

漂しく、冬は暖かく、冷暖房の節約に役立ちます。

54 



建築

土木工事の

内末: l :

T

向

プチルゴム +E PDM

ベルシート防水

2，500万 m'の笑紋を誇る完全防水

ウレタン+ アスフア/ レト

ベルフアルト防水

主主膜とシートによる複合防水

広幅防水シート

カネシート防水

農業用貯水池、人工池

E記

鐘 紡 合 成 化 学 株 式 会 社

各種材料の特長を生かした併用工法に

ＺＺｊ Ｑｾ ＱＭＮＱｉ Ｗｘ＠

水防粧
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彩

ル

ウ

色

リ

レ

な

ク

l

h

一

ア

ベ

盟

水防

水

脂

防
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ス
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J

ス

ク

防

リ

ハ

膜

↓

ウ

塗

チ

州

ポリウレタン系

ベルフロアー塗床

一般床、体育館、テニスコート

ド

本社/ 防水事業部

大阪市都島区友測町| 丁目 3 番80号

T  E し (06) 928- 3271 

東京支l吉

東京都品川区西五反田 7 丁目 22番 17号

( 東京卸売センター ) T  E  L  (03)  494- 2741 

名古屋支庖

名古屋市中村区名駅 4 丁目 17番 19号

T  E  L  (052)  581 ー 1271
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80年 代 を 担 う 画 期 的 な 新 材 料

立強力不織布ルーフィングシリーズ

新強力ギル・強力エイ ト

強力アスロン・強力キャップル

ア ス フ ア ル ト 防 水 は 、 建 築 諸 工 法 の 変 革 に と も な い

幾 多 の 変 遷 を 経 て 今 日 に 至 っ て い ま す が 、 70年 間 の

実 績 に 裏 付 け ら れ た 安 定 し た 評 価 は 、 新 し い 材 料 と

工 法 の 開 発 に 支 え ら れ 、 さ ら に ゆ る ぎ な い も の と な

っています 。束 西 ア ス 協 組 は 創 立 以 来25年にわたり、

現代建築の要求に対応しつつ、 |げj ノk 界 を リ ー ド し 続

け て き ま し た 。 アスタイトや強力ギルソイドなど、

新 材 料・新工法の実績が高〈評価され、昭平U46年に

PC- 25 

①三星プライマ - 0 . 3 i  

②立上り強力エイ卜 V

③ ギルスポット

④アスタイト 1. 8k'i

⑤新強力ギル

@ アスタイト 1. 2k'i

⑦新強力ギル

③アスタイト 1. 2k'i

⑨強力エイ卜

⑪アスタイト I . Sk'i

は 防 水 工 事 用 ア ス フ ア ル ト のJ I S化、昭和52年にはス

トレ ッ チ ルー フ ィ ン グ ( 不 織 布 ル ー プ イ ン グ ) お よ

び穴あきルーフイングのJ I S化 が 行 わ れ ま し た 。束 西

ア ス 協 組 で は 、 さ ら に 理 想 的 な ア ス フ ア ル ト 防 ぷ シ

ス テ ム の 確 立 を め ざ し て 鋭 意 研 究 を 重 ね て き ま し た

が 、 こ の た び 独 自 の 画 期 的 な 開 発 技 術 に よ り 、 新 し

い ル ー フ イ ン グ 、 強 力 不 織 布 ル ー フ ィ ン グ シ リ ー ズ

一一一一一新 強 力 ギ ル ・強力エイト ・強 力 ア ス ロ ン ・

強 力 キ ャ ッ ブ ルー の 製 造 に 成 功 し ま し た 。 そ の 製 造

技 術 は わ が 国 で は も ち ろ ん ア メ リ カ や ヨ ー ロツノてな

ど 主 要 諸 外 国 の 特 許 も 取 得 し て お り 、 ま さ に 80年 代

を 担 う 待 望 の ル ー フ イ ン グ と い え る で し ょ う 。

強 力 不織 布 ル ー フ ィ ン グ の 特 長

. 耐疲労破断性/ 剛性が高〈、 < Iμ 亙し応力に耐える。

強力不織布ループイングは、強じんで高い剛性を持つ

地学動による局ms応力やそのくり返

しを受けても容易に破断しません。

これに対して剛性の低しリレーフイング

は 変 形 しや す く 簡 単 に 伸 び て し ま

い疲労破断が生じやすくなります 。

. 耐 久 性 / 腐 朽 変 質 す る お そ れ が

なく長期間の防水効果を保証する 。

強 力 不 織 布 ルー フ イ ン グ は 基 材 自

身 が 腐 ら な い 合 成 繊 維 で 、 し か も

。畠 定 し た 防 水 層 を 形 成 す る 。

強 力 不 織 布 ル ー フ ィ ン グ は 、 寸 法 安 定 に す ぐ れ た ビ

ニ ロ ン 繊 維 不 織 布 を 用 い て い ま す 。 l吸i昆、吸 水 や 温

度 変 化 に よ っ て ル ー フ イ ン グ 類 に 伸 縮 が 生 じ る こ と

な く 安 定 し た 防 水 機 能 を 維 持 し ま す 。 そ の 上 耐 水 性

に す ぐ れ た ア ス タ イ ト が 個 々 の 繊 維 を 完 全 に 被 甑 し

て い る た め 乾 湿 の く り 返 し に よ る 形 状 変 化 を お こ さ

ず 安 定 し た 防 水 層 を 形 成 し ま す 。

. 柔 軟 性 / 低 温 で も 脆 く な ら ず 、 寒 冷 地 の 防 水 に も

妻子適である 。

;164だ か な 基 材 と 低 温 特 性 に す ぐ れ た 針 入 度 指 数 の 高

い ア ス タ イ ト と の 相 乗 効 果 に よ っ て 、 き わ だ っ た柔

軟 性 を 示 し ま す 。

歩行用押え防水仕様例 PC- 25 Ｍ圃ｉＢ ｾｊｉ 畢司踊置自国路 ＧｉｬｊｉＺｌＢＮ 防 ｂ Ｚｌ｟ 脚 ＱｊＡｬｉＺｬｩ ・目隠 ｦ ・Ａｪｦ［Ｎ ＧヨＮ，ＮＮ函圃・

汁

一

イ

対

一

抑

ギ
一

山

PC- 25 
新強力ギル

アスタイト

強力エイト I  1. 5kg 

刷 毛塗

l 立上り| 判は防ぶ層の矧傷を受けやすいので、 強力エイ卜 V を用いて補償l I o ' i りとする 。

2 貼仕舞には 強力ガムシール を塗布する 。

マ 東 西 一 ル ト 事 業 協 同 組 合

田 島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

東京: 干 101 東京都千代田区岩本町3- 1 ト 13 電話( 03)863- 5631 

(  03)862- 8531 

大阪: 〒550 大阪市西区京町堀ト 10- 5 電話( 06)443- 0431 
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信頼の大きさ…・・.

・・・・・・東亜アスの技術です

( 建 設 省 計 振 発 第 5 5号 認可 )

[ ご 用 命 向 く の 1

組合加盟各社ヘ・11

@  
東 亜 ア ス フ ア ル ト 防 水 事 業 協 同 組 合

本 社 干581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂 6 - 4  - 27 n  (  0720)  91-

連 絡 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 和 歌 山 ・ 広 島 ・ 北 陸

- 関東・東北・ 信 越

同朝霞防水工業

〒352 崎玉県新座市野火止 6 - 2  - 19  ・H (0484)81- 4936 

附森鉄

〒190 東京師立川市錦町 l ー 15- 28. .. ... .... .  .H (0425)  22- 5730 

輿洋産業側東京営業所

干174 東京都版僑区以下 2 - 27- 3  ............ H (03)  969- 2521  

. 中部 ・ 北 陸

側 岩城工務庖

干921 石川県金沢市千日町 8 - 25.  ............. H (0762)41- 4343 

北国防水工業センター

干921 石川県金沢市入江 2 - 25…. . . .・ H ・・ e ・.H (0762)91- 0791

北国防水工業センター福井出張所

干910 福井県筒井市大宮 1- 6  - 1  ............ H (0776)  22- 0270 

北国防水工業センター富山連絡所

干930 富山県富山市布瀬 3 - 6  ... .............. H (0764)21- 6924 

北陸防水工業側

干933富山県高岡市井口本江字中坪494 - 1.. 1r (0766)24- 2330 

附赤矢商事

干930 富山県富山市二口95 ・… ・山 台 (0764)25- 6鈎O

附木村物産

干4ω 愛知県名古屋市北区新栄 1 - 13-30. . . H (052)262ー 7541

興洋産業側名古屋出張所

〒462 愛知県名古屋市北区長喜町 4 ー l 含 (052)991- 4お5

. 近録 中 国・ 四 国 ・九 州

開浜中工業所

干553 大阪市悩品区吉野 3 - 5  - 6.. ...... ... .H (06)  463- 6666 

側長谷建材庖

干559 大阪市住之江区西今iL 4  - 3  - 5  ..... H (06)  671- 1952 

鮒 渡辺アスフアルト商底

干542 大阪市南区鍛j古屋町35. ... .... .... ... ... ... H (06) 211 - 2166 

相互涯青工業側

干534 大阪市都品区l I Dh.11割illil - II - l . 合 (06) 353- 4506 

側 中川防水工業所

干546 大阪市東住吉区西今川町2- 17- 1- 1 H (06)  714- 2312 

中山工業所

宮550 大阪市西区京町制 1- 10- 12 ・H (06) 441 - 24日

附村井工業所

干544 大阪市生野区閉山 5 - 8  - 28...... ..... H (06)  757ー 1725

丸星工業附

干554 大阪市此花区内品 1 - 1- 2  ・.. H (06) 462- 2288 

富士アスフアル卜販売附

干5ω 大阪市西区京町胤 2 - 3  - 19 ・ ・.H (06) 44ト 5196

城南建材鮒

干537 大阪市東成区東小幡 2 - 4 - 1ま・・ー まま(06) 972- 2906 

玉木興産附

〒573 大阪府大東市南n! の辺町 10- 3  ・・ H (0720)76- 5258

ミキアスフアル卜工業側

〒570 大阪府守口市大田町 1- 1印 .... . H(06)  908- 6038  

ミキアスフアル卜工業側滋賀出張所

千521 - 12滋賀県神崎郡登川町新宮西1884 ・H (07484) 5- 0460 

横井工業所

干597 大阪府貝塚市小柄 1 - 25- 34 ・.... .... H (0724)22- 7712

( 東亜 印 ル ー フ イ ン グ )

和建工業株式会社 順不同

〒780 高知市坂野 fJi( 5  ・・・・. ... ・・ ........ H (() 制 約 43ー 総55

マスダ防水工事広

〒6ω 兵庫県尼崎市稲葉荘 2 ー 12- 31 ・..... H (06) 418- 3577 

山中施工コンサルタン卜

干630 奈良県京良市償制orf26- 3 ・ ........ H (0742)33- 2921 

興洋産業側

干640和歌山県和歌山市延時光町l !f 1  - 3  .. H (0734)55- 1166 

興洋産業側大阪営業所

干581 大阪府八尾市南太 f 童 6 - 4  -27. . .... H (0729)94- 5682 

日化工材側

干7∞岡山県岡山市表町 2 - 6  - 21. ... ...... H (0862)  25- 2021 

福井建材工業社

〒670 姫路市南今悩 5 - 20 ・ H (0792)97- 5016  

日化工材欄 高松営業所

干7ω 香川県高松市番町 4 - 5  - 17 ・ ・ H (0878)31- 2349  

丸福建材工業側

干733 広品県広品市舟入町 7 - 9  ... ... ・H (0822) 32- 6155 

丸福建材工業側呉支庖

干737- 01 広島県呉市広中町18 ・e (0823)72- 1414

東亜興業嗣

干810 福岡県福岡市中央区平尾 3 - 17- 2. . 宮 (092 )531- 4701  

岡防水工業側

干655 神戸市垂水区美山台 3 - 14- 11. ー 合 ( 078)753- 0302 

衣笠防水工業所

干579 東大阪市桜町 5 - 4  .......... .. .. ... ..  宮 (0729)87- 0921

三浦興業側

干547 大阪市平野区平野本町 1 - 10 - 3. ・宮 ( 06)793ー 7602

株式会社南防

〒890 鹿児品県鹿児品市柴原 3 ー 7 - 2. ・宮 (0992)52- 0432 

⑨ 
東 亜 工 業 株 式

本 社 干581 大 阪 府 八 尾 市 南 太子 堂 6 - 4  - 2 7  n ( 0729 )  

ｾ＠

ｾ＠

9 4 - 5 6 8 2  

ネ土

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山
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コ、ムとアスフアルトがカを合せた

Y B工法のメリット、スタールーフの機能性

低温亀裂試験( 雰囲気温度: 3  t )  

. 従 来 の ア ス フ アル ト 工 法

i  ト プロ 〆アスヲアルト ( 2. 0岡 ) L一一- l L一 一 一」

l  J ご 二二ヲェルト( 1. 0・・} ト一一一ーベt一 一一一寸

l  プロJ ア ス ヲ ? 川 ( 2. 0闘 >r 一 → 「 一 」 寸
下地 1  11 

l 園町

ガラス抗感でアスフアルトとフェルト

が瞬間的に磁衝する .

. V B 工 法

E 窒塁手J ; 21iEf苦雪呈 E 菅コ J= ｾ＠
:1回 5 岡町

30・周 ・

8 ・・

ゴムン ー トとフェ ルトとの界面にズレ 下部ハイアス破断. 次いでフェルト切ゴムシートとフェルトとの界面倒蘭量 更 に 亀裂令低げてむゴムシ ー ト1: 櫨断

尭生 断 ' 量、よ薗ハイアス ‘ R 尭金 せず

. V Bエラ ー島署政- 7 重君主重型

5 1111 711111 lOmlll 

下田ハイアス岬嵐、下車フェルト切断 上面フェルト切断、下田ゴム ン トと よ輯ゴム ンートとフェルトとの界面倒

フz ルトと町界薗剥破、下部ハイアス 融、下田ゴム ンートとフェルトとの界

‘ 翻量生 面制圃尭量、下部ハイアス瞳断

常温亀裂試験( 雰囲気温度! I i I i l i

.V目 工法

「一一 「 ーｾ一一「
ト

、

せ

-

u
断

シ

ス

m

m

ム

断

ア

て

ゴ

植

イ

し

と

断

ス

ハ

後

詰

ト

櫨

ア

部

週

間

ル

ト

イ

上

に

羅

エ

ル

ハ

b

延

伸

フ

ェ

圃

て

伸

ス

、

フ

下

げ

由

ア

で

曲

で

で

直

ト

イ

m

開

閉

山

門

何

一

ハ

3

レ

5

1

4

シ

田

副

ズ

裂

裂

裂

ム

下

亀

間

亀

亀

‘

ゴ

ず

'

2

3

4

5

 
40mll 

Y B工法とは、自然加硫型100%合

成ゴムと特殊アスフアルトを圧着

した 2. 5
ID

A n 厚の「スタールーフ J を

主層とする熱工法ゴムアスフアル

ト防水です。古い歴史と豊富な実

績を持 ったアスフアルト防水と、

材質の良きで、優秀な防水機能を持

つ シート防水とを併用した工法て¥

施工性が良〈、工期がアスフアル

ト防水の寺以下というメリ ッ トだ

けでなく、下地の構造的変位やク

ラック等に抜群の追随性を発揮し

ます。

開発後10余年、試験施工の始めか

ら満10年の実績ですが、お蔭様で

近来各方面に於て好評を博してお

ります。

ゴムの持つ力と 、アスフアルトが

持つ力 を共に合せた信頼性の最も

高い防水工法が、 Y B工法なので

す。

責任施工日本ハイアス事業協同組合

製 造 元

干 532 大 阪 市 淀 川 区 東 三 国 5- 6- 2( 日昇ビ j レ) 宮 06 (393)  8771 

@  周 星 仕 威 跡 式 会 社

干 830 久 留 米 市 白 山 町60

〒 150 東 京 都 渋 谷 区 神 宮 前3- 35- 3

〒550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 ト8- 10

〒062 札 幌 市 白 石 区 中 央 | 条 3 ー |

一
⑥

社

社

庖

庖

支

支

支

京

阪

幌

本

東

大

札

給 i t 怠位

f t 0942 (33)  1111 

宮 03 (403) 1251 

f t 06 (443) 8941 

f t 011 (821) 5181 

日 書

千 532 大 阪 市 淀 川 区 東 三 国 5 - 6  - 2  f t 06 (393)  8771 
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ウ レ タ ン 防 水 材

ウ レ タ ン 床 材 ?、ミ F 可リ

Ｑｾｾ［ｾＺＮＮｉ＠

技術と信頼に生きる三井束圧の防水材と建築資材

ヒトー ー トー ｾ

国図 図 図 図

国 図 図 図 図

外壁 (2 )

〈使用例〉

新 設 ( 補 修 )

(1)  屋上

(イ) 屋上防水. ...・ a ・- パラ y クス E 11  (A) 漏水

(ロ) テニスコート・パラックス S 11 (1)  屋上

(  E ・5 工法) 11 (イ) 塗 1) 防水 パラッ7 スE

(2) 外壁
11  (司 法 入 止 水 ・ パラ y クス リークノン

(イ) 弾性化粧材 MTエラスタイル 11  (2)  サ ッシ廻り

(ロ) 目地防水・ 0 ・・・ 0 ・MT シー ル

(3)  事務所 ・会議室等

塗 1) 床 パラックス F

(4)  応接室等

注入止水 ーパラ y クス リークノン

(3) ピッ ト廻り ( ドレン，エレベーター )

注入止水. ... ... パラックス リークノン

(4)  外壁
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円
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(イ) 樹脂モ ルタJ レポリクリート

(ロ) 塗 1) 床… ー エポコート

(9)  遊歩道等

カラー舗装. . ..パラ y クス ペープ

0 ・・… パラ y クス ポンド R S

(3) ii l . 面下地処理

-パラ y ク ス ポ ン ド R S

三井東圧パラックス会関西支部会員

三 井 物 産 株 式 会 社 大 阪 ( 06) 226- 3000 

浅 野 化 学 産 業 株 式 会 社 大 阪 ( 06) 441- 5735 

サンユレジン株式会社 高 槻 ( 0726) 69一 1231

瑞穂塗料商事株式会社 大阪 ( 06) 363 - 3971 

ヤクシ化成株式会社 大阪 ( 06) 443- 9041 

山 尾 産 業 株 式 会 社 新 居 浜 ( 0897) 33- 8511 

エ ビ ス 商 会 和 歌 山 ( 0734) 44 - 7944 

成 瀬 瓦 工 業 有 限 会 社 和 歌 山 ( 0734) 24 - 5234 

株式会社栄進化建工業所 名古屋 ( 052) 203- 5325 

友 田 工 業 株 式 会 社 大 阪 ( 06) 921 - 0331 

中 山 工 業 株 式 会 社 堺 ( 0722) 52一 引 01

日本特殊レジン株式会社 吹田 ( 06) 386一 1507

株式会社ノゾヱ技研工業 大阪 ( 06) 708- 7651 

三 矢 技 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 ( 06) 633- 0612 

三 興 資 材 株 式 会 社 大 阪 ( 06) 354 - 0561 

杉 森 化 建 株 式 会 社 神 戸 ( 078) 841 ー 1184

大 日 本 ア ス フ ア ル ト 株 式 会 社 神 戸 ( 078) 575- 58|4

7195 

富 士 川 建 材 商 事 株 式 会 社 神 戸 ( 078) 811 ー 1761 ‘

第 一 化 学 工 業 株 式 会 社 姫 路 ( 0792) 64- 0601 

株 式 会 社 森 本 組 広 島 ( 0822) 33 - 0354 

株式会社四国防水 丸亀 ( 08772) 2- 8089 

マルヱ工業有限会社 高松 ( 0878) 21- 8410 

有 限 会 社 広 栄 商 会 伊 予 ( 08998) 4- 3576 

⑥三井東圧化学株式会社

本社化成品建材本部

工業樹脂部土木資材課 干 100 東京都千代田区霞が関3丁目 2の5 <霞が関ビ j レ> Tel 03- 581- 6111 ( 代表)

名古屋支唐工業樹指課 干460 名古屋市中区錦3- 23- 3<栄町ビル> Tel 052- 961 一 3311 ( 代表}

大阪支底工業樹脂 3 課 干530 大阪市北区中之島3の3の3 <三井ピ j レ> Tel  06- 446- 3675( 代表)
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構造が変っても臣= ロ. . ，- = 臨調志の信頼は変らない
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営業品目

. ビニロ イド防水工事

・ア コシート止水 ・防水工事

・三星プラスタイル貼工事

・保 温 ・保 冷 ・防熱工事

・ ア コロ ード販売

・三星プラスオール製品 ・販売

・三星シーリ ング材製造 ・販売

・ D N 防水工事

すべてビ二口イド防水が採用された新宿の超高層ビル群

V孟星差以説会註

代表取締役 岩崎 一

〒101 東京都千代田区神田小川町 3 - 28(三東ピル ) T EL<292>  1961({-也

事業所 : 仙台 <62> 5201 ・大阪<443> 9721附

出張所 : 札幌<551> 3781附 ・名古屋<931> 339以内 ・福岡<781> 3361問



|  総合防水化をめざす三ツ星ネオ・トフィング説。
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日本の屋根がネオ・ルヲィングでi I

事 訓.11-- ｾＭｲＺｊＡｊ Ｂｅ＠ E PT 7 0 %胎

高まる評価。 EPTゴム70%配合11 抜群の耐水性をもっ 全国110カ所のネットワーク。

10数 年、1，200万ni の実績。 三ツ星ネオ ・ルーヲィ万Eだl九 ジョイン卜祭着剤。 豊 富な絡工仕様。

三ツ星オ・オ・ルーフィングE( こ対 4、オ・ルーフィングEI 阜、EPTゴ シート防水の場合、ジョイントの 三ッ星ペルト オ、ォ . /10' ーフィング

する評価が、飛躍的に高まってい ム70%もの高配合、他の索材で 接着部分がウィークポイントのひ 工業会 li 、全国110ヵ所オ、ットの

ます。昭和38年発売以来の施工 iま得られなL、耐候性と耐久性を とつ。しかしご安心くださL、。三 完全な責任施工体制。あらゆる

総面積1，2∞万rri 、10数年間な もっています。促進オゾン劣化試 ツ星のジョイント接着1早川、オ ・ポ 現場でご利用いただくために、構

んらの異常も認められない、この 験の結果では自然暴露50年以 ンド#110JSI 阜、プチルゴム系の 造・下地にあわせて施工仕様を

すばらしL、実績が評価を高めて 上に相当する耐久性、引張強さ 自然加硫タイプで、抜群の耐水 豊富に体系化し 、さらにさまぎま

いる原因といえまホー など物理的な強さもす〈・れています。 性を誇ってL、まづれ
な特殊仕様にもおこたえしていまも

巴! y ト量dート

三ッ星七、ットシートli 、完墜で合理的な施工法

をめざす現場適応性に即日却しL、タイプのシ

ート防水です。ジョイント部分の接合をより完全

なものとするために、専用の溶着剤による溶

着一体化・同質化方式を採用、さらに外傷

や汚れを防<1とめにシート{ こフイ I V hを積

層じ口、ます。施工時は未加硫ですか

ら下地にそいやすく 、出入隅コー十一

部でも容易に施工できまホー

もちろん、施工後は自然条件

下で加

タイプと変らない

をもちまホー

園 調べ川式会主... ｾ‘ＮＺ・・ 市 長田 臣、 ii 盈4丁 目 1番 21 号 〒 653

61 



壁 画 の 芸 部11223 弾 性 体

，1' 0.ふI S:::Zトマー

〈特 長〉

1  . 昂質ガ安定したー渡性

2. 飯群の作業性

3 . 優れだ耐候性

4 . 表面クラックを追放

5 . 多様な機能

6 . 美しく，多彩な壁画

ア. 定評ある仕上材

8 . 耐寒・耐熱性も腹群

ア ク リ ル ゴ ム 壁 面 弾 性 防 水 化 粧 材

使

え

は

よ

か

つ

だ

な

l

l

。

工

ラ

ス

ト

マ

ー

な

ら

安

ゆ

で

す

。

建材販売事業部

外

キ

イ 句 血 塗 料 椋 式 会 祖

全国イサムエラストマー会

断熱工法くゲオン・ボード>

根スラブの上側 に防水層文は

防湿層を施し、その上に〈ゲオン ・

ボード ) 18mmを貼り、更に防水層

を設 けて 仕 上 げ ます。一一一 一

{ 特長1

. 腫体を熱劣化から保護します 0

. 結露の防止。

. 室内火災に対して安全側にある0

・天井の直仕上げが容易です 。

N K砂付ルー フィング

時

代

の

要

請

え

る

外

断

熱

工

法

日

近

畿

防

水

仕

様

信頼されてお年｜命ｾ

D ⑬ G  

ドッグ印ルーフィシグ ー一一 - 断 熱 防 水 工 法 ・ 棒 銀 防 水 工 法 ・ 眼 鏡 防 水 エ 訟
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株 式 会 社 工 英 社

大阪市商成区揚3- 18- 27

宇 宙7 tt(06)661- 邸調S1( 代}

<1> 
近 畿 防 水 事 業 協 同 組 合

大阪市西成区橘3- 18- 27 ft (06)661-8861 (代)

組合員/大飯・京鍋・兵庫・奈良・福井・岡山・東京・桶問



7 1  

建築構造と人間性

平 固 定 男

反科学と建築

最近" 反科学 H という言葉がよく語られて

いる。現代の環境汚染の元凶は、ヒューマニ

ズムを否定した極端な科学と技術の進歩であ

ることに基因した言葉である。たしかに第二

次大戦における科学研究の組織化は現代にリ

レーされ、その発展が二大国の無目的な権威

の競争による月ロケットを完成させた。その

ことが科学技術を徹底的に駆使しさえすれば、

人類の輝かしい未来が約束されるという思想

を駆り立て、無批判に科学技術を枢歌する風

潮をひろげたことはいなめない。

建築の領域においても、建築を創ることの

社会的意義が論せ. られる前に、つくる技術の

可能性に挑戦することが、建築技術者の社会

的課題とされて、一部には無意義な建築の巨

大化、高層化が行われたことと、" 反科学 H の

言葉とが無関係ではないように思われる。

最近の科学技術に裏付けされた、耐震設計

手法によって建築の構造を単純モデル化をし

て計算された箱型様式を前にして、もう一度、

設計家も構造家も、建築の用 ・美 ・強 さ の 問 題

を考えてみる必要があるのではないだろうか。

建築構造家の誕生の歴史的背景

梅造物を計算という手段を用いて創ることが

行われるようになった時代を、 18世 紀 の 産 業

革命後の生産主体制に求めることができると思

う。交通手段の改革は鉄道を出現させ、人命を

乗せて走る汽車の渡る鉄橋の強さは確実に安

全であることを計算でたしかめられなければ

ならなかったであろうし、また生産手段とし

ての建築物の安全と経済性は最小の労力とコ

ストで確保しなければならなかった。建築物

より余肉をとり去るためには、力学的判断が

要求され、構造技術者はこのようにして誕生

した。

当時の応用力学の水準は構造物の力学的解

析においては、まだその対象物の架構形式の

モデル化、およひ. 構成材料の特性の解析にお

いて、多くの仮定と単純化を行わざるを得な

かった。それが鉄橋のトラス型式や単純なラー

メン架構を誕生させた大きな要因であった。

しかしわれわれはローマのサンピエトロ広士易

に立ってうけるバチカン宮の40mのドームの

前に立ったときの感動と、またイカルガの丘

鍛え立った美しい五重の浴を迎ぎ見たときの

感銘を思い起こしてみよう。ドームを創った

フォンタナは技術家ではあったが、計算とい

う手段は持ち合わせてなかったし、法隆寺を

創った匠もその科学的手段は身につけていな

かった。現在われわれの住む衡には科学に

打ちされた技術力を身につけた構造家の協力

によって建てられた箱のような高層ピルが幾

え立っている。われわれはその前に立って現

代 の ピ y グサイエンスに驚歎はしでも、身の

引きしまるような感動は覚えない。

計算技術を身にっけないためにかえって単

品世なモデル化を必要としなかった人々によって

創られた精造物と計算という科学的手段に制

約されて建てられた現代の構造物を比較して、

H 反 科 学 H の意味をもう一度デザイナーもエ

ンジニアも再考してみる必要がありはしない

か。私 l主今さら科学の管理をひきしめて、そ

の進行を逆行させなければならないという意

味 で H 反科学" をいっているのではない。私

は科学はその用い方によって人間に希望と福

祉を約束することを否定するものではなく、

科学技術の進歩と発展を阻むことなく、同時

に人間性を傷っけない具体的な手だてを再考

することを提案しているのである。

建築構造技術者の誕生の契機が、技術では

なく、経済である歴史的背景に思いをはせて

考えた事柄である。

建築の設計のなかで精造をいかに考えるか

日本建築学会誌" 建築雑誌 H の55年 4 月号

の目次をみると、建築の設計のなかで構造を

いかに考えるか、という標題で春期講演会が

開かれることが発表されている 。私 は 、 わ が

国の建築の協会や学会があまりにも、各分野

が関連づけられることなく、科学的意見の交

換の場であることを物足りなく思っていた。

この企画でどのような事柄がディスカッショ

ンされるか楽しみにしている。

" 建築設計の中で構造をいかに考えるか" の

命題に先立って、 " 建築の本質とは何か" と

いうことを考えてみたいが、その問題につい

て適確に答える知識も能力も待ち合わせてい

ない。しかし建築という社会的所産はその他

の文化財に比べて、多分に人間的な感性領域

と関連が多いことは否定できないように思わ

れる。しかし 20世紀の文化はすべての現象を

合理的、理性的、数盆的に組み立てる方向に

向かつてきた 。建築は単体としての計画のみ

ならず、集合体としての都市計画的計画にお

いても、社会科学の一環として考えられる傾

向にある。社会科学とは自然科学が自然界の

現象の法則を科学的に抽象することに対して、

社会的現象を数量的に抽象する方法である 。

しかし現在われわれの身近に生じている社会

現象の矛盾は、この科学的合理性と人間的感

性の非合理性のキシミによるものであろう 。

建築の設計の過程において、このキシミに

対応することが現代の真剣に建築にたずさわ

るものの課題ではなかろうか。このような観

点に立って建築構造家はいかに考えるか。

一つの命題がある。 r完全な技術的創造は

美に対する意識的追求なしに美に達する』。

ル・コルピジェがある時代に語った H 家 は 住

むための機械である H に通ずる命題であろう。

たしかにフランスのコンコルドの飛行する姿

は美しいし、帆をはらんだヨットはさわやか

である 。 しかし現代の建築は機械であ っては

ならない 。 ル・コルピジェの当時の主張が、

技術者の美学が建築における当時の折裏主義

的な美の追求よりは優れていることを意味し

た言葉であることを忘れてはならない 。現 代

の建築の本質は構造の極致や機能的追求より

も、もっと深い人間の生活とかかわりのある

ものである。

建築の便利さや、快適さや、安全性 lま元来

理性的合理性から生まれるものであり、とく

に構造の安全性は現代においては、科学的技

術によって追求されるべきであるが、建築の

設計全般の中で建築構造を考える場合、建築

精造の安全性は建築の具えるべき必須粂件で

はあるが、目的ではない。目的は建築の本質

の充足である。建築の本質とは何か、それは

抽息的ではあるが、人間の生活に根ざした諸

条件の充足された形態であろう。

" 反科学" とはあまりにも社会文化全体を

離 れ 過 度 の 経 済 性 に 根 ざ し た 科 学 的 合 理 主

義への反省であるとすれば、これからの建築

設計の中での構造がおのずから向かうべき道

が示されるように思われる。

構 造 家 l立原材料をもって科学技術の合理性

を駆使して建築を創る人であり、デザイナー

は原材料を組み合わせて情緒的なものを創る

人だとすれば、その理性と感性の接点をどこ

に求めるべきであろうか、それを実際に応用

する手法は何かと言われると、具体的には答

えることはできない。しかし少なくとも、建

築を設計する意識の中に、とどめおくべき、

規範であろう。

新しい耐震設計法の施行も目前にひかえて

いる 。新耐漢の第一の前提条件は、

・中小の地震に対しては、建物も人命も損傷

せ ず 。

・大地震に対しでは、建物は大くき損傷しで

も人命を失うことがない。

こととしている。地緩という外的姿因によ っ

て人命を失わないことは、建築の必須条件で

はあるが、目的ではないことは前述した 。 目

的は生きた人聞が生きている問に便利で快適

に生活できる空間を創ることであり、その建

物の要求する機能を適応させることである 。

建築の設計をすることは、 r科学とヒュー

マニズムを背負って、倹しい山を登ることで

ある』といった、われわれの大先識の言葉( 建

築 雑 誌 昭 和52年 4 月 村里子藤吾) を、構造

家もデザイナーも、もう一度深く考えてみる

ことが必要ではなかろうか。

( ひ ら た さ だ お 平 田 建 築f構造研究所所長 )
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昼光利用照明システム

牧 原 千晴

小 泉 登 夫

近年、事務所 ・工場照明における省エネルギ一

対策の一環として、とくに畳光の利用が注目され、

昼間は間ぴき点灯をしたり、窓際に取り付けられ

た照明器具を消灯している例が多くみられる 。そー

の場合、点灯・消灯の励行が部屋の構成員になか

なか徹底しなか ったり、それによ って引き起こさ

れる照明環境の変化に十分な考慮が払われていな

いのが現状である。

そこで、部屋に入射する空からの光… ・ ・・天空光

の光量を測定する受光装置を窓際に設置し、この

受光装置からの信号によって照明器具を自動的に

点滅制御させるシステムが以前から考案され、そ

のいくつかは製品化されている。一方、窓から入

射する畳光は天空からの光のほか、地表からの光

も存在し、それぞれ異なった屋内での直射・反射

および拡散をくりかえして床面あるいは作業面の

照度に寄与する。この地表からの光は、とくに直

射日光が存在する場合( 晴天のとき) は屋内の照

度に与える影響は大きく、これを考慮して照明器

具を点滅させることは、天空光だけを考慮する場

合にくらべてより多くの節電が期待できることに

なる 。

したがって、三菱畳光利用照明システムでは、

従来考えられていた天空光を測定して照明器具を

点滅制御させるシステム … … 簡易形に加え、精密

形とよぷ天空光と地表光を別々の受光装置で受光

し、これらによる 2 つの信号をもとに照明器具の

点滅制御を行うことにより、節電E容を向上させる

システムが考案されている。

1 . 三菱昼光利用照明システム

三菱畳光利用照明システムは、節電率や点滅パ

ターン等を計算する畳光利用照明システム設計プ

ログラムと、受光装置および制御装置からなる畳

光利用照明制御装置との

2つで構成されている 。

ここで節電率とは、 1 日

のうち昼光利用照明を行

う時間帯( たとえば9:∞

- 17:∞) において、畳光

利用照明を行 った場合、

消灯している照明器具が

点灯したときの消費電力

の、その時間帯に照明器

具を全点灯した場合の消

資電力に対する割合( %)

i也衰の

輝度

f土日

恥品目

を意味する。
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1. 1 昼光利用照明システム設計プログラム 形では、これら受光素子とJ 1 ! I 幅回路か安空用と地

節電率は照明計画時に昼光利用照明設備の設置 表用との 2組でそれぞれ天空輝度、地表輝度を瀕IJ

が経済的か否かを判断するのに必要な要素であり、 定し、告IJ 御装置に信号を送 っている。

そのために、あらかじめ建物の条件などから予測 (2)制御装置 受光装置からの信号は、制御装置の

計算をする必要がある。 比較回路にであらかじめ計算設定された各輝度段

また、点滅パターンは節電率計算の過程で算出

されるもので、実際に畳光利用照明設備を設置す

るときに制御装置に記憶させておくデータとなる 。

節電率・点、滅パターンの計算の概略は図 1 のフ

ローチャートに示すとおりであり、このプログラ

ムの主な特徴は以下のようなものである。

(a) 地表光を考慮した計算が可能である。

(b)計算をする部屋のある建物のほか、 他の建物や

山などの影や反射の影響を考慮できる。

(c) 部屋内部での光の相互反射も考慮する。

(d) 透明窓、拡散懇での計算が可能であり、室内に

太陽光入射時はプラインドを考慮した計算が可

能である。

(e) 室内にある柱の影を考慮できる。

図 1

三菱昼光利用照システムE宣告十

プログラム概略フローチャート

1. 2 昼光利用照明制御装置

畳光利用照明制御装置は図 2 に示すように室内

に入射する光量を測定して電気信号に変換する受

光装置と、受光装置からの信号を照明器具を点滅

させる信号に変換する制御装置とから構成されて

いる。

(1 ) 受光装置 受光装置は屋外からの光を測定し、

電気信号に変換する受光繁子と受光紫子からの信

号を増幅する I曽幅同路より構成されている 。精密

図 2 昼光利用照明製御装置ブロ ック図

階ごとの信号に変換され、マトリクス回路に送ら

れる 。マ トリクス回路および選択回路で、照明器

具の理想的な点滅パターンが選択決定され、この

信号が遅延回路に印加される。遅延回路は、選択

回路からの信号をただ単に遅らせるのではなく、

ある一定時間選択回路からの信号が持続したとき

に限り遅延回路の出力が変化するようになってい

る。このため、外光の変化が激しくても、照明器

具の点滅回数が比較的少なくなるようになってい

るが、最初、電源を投入したときに、照明器具が

点灯するまでに時間がかかってしまう。そこで電

源投入後、一定時間作動する始動回路を設け、こ

の聞は選択回路の出力に応じた動作をするように

している。遅延回路および始動回路の出力は切換

回路に印加され、告IJ 御リレーの開閉を行う 。以上

のほか、この制御装置にはタイマが内蔵されてい

て、プログラムにもとづいた時間制御も可能であ

る。

2. 例

当畳光幸IJ 用照明システムは二、三の事務所ピルお

よび工場に設置した。 l 年閑を通じた結果はまだ

出ていないが、ほぼ計算通りの節電率が見込まれ

ている。 図3 は設定平均照度が 7502x、北向窓の

標準的な事務所ピルに設置した場合の節電率の計

算結果である 。これから明らかなように、天空光

のみを考慮した場合の35%に対し、地表光も考慮

すると節電率は約12%上昇し 47%にもなることが

わかる 。

天空光および地表光を考慮した場合

60 

年間

ｾ＠ 40 

掛

，.x-' 十 、¥ 年間

: ベ一一一一一-1-><- -:'-:::'ミー
天空光のみを考慮した喝昔 腎

揺

20 

月

図 3 月間・年関節電率

3. まとめ

定照度方式の笠光利用照明システムでは、天空

だけでなく、直射日光が反射した地表からの光も

考慮する方式がより経済的であると結論できる 。

さらに省エネルギー効果を高めるためには、昼光

利用照明に最も適した照明器具を開発したり、部

屋に直接入射する外光を効率的に利用する方法を

見いだす必要があろう 。また空調システムとの向

調や、これら制御システムのコンピュータ一利用

等、総合的な省エネルギ一対策のーっとして照明

だけに限らず、主主光利用は今後ますます注目され

てゆくであろう 。

m
引

ガ

作

一

ト

製

ル

山

山

総

グ

術

大

明

川

町

社

照

邸

会

撒

閣

式

附

船

株

U

H

U

闘

機

動

E

電

器

菱

明

岡

三

照

る

お

は

ぷ

ち

の

ら

み

は

ず

き

い

会

。

噌

』

/

|

l

¥

 



施工材料の頁
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鉄筋の自動ガス圧接と

今後の開発

横 川 孝 男

1  . ガス圧接工法の問題点と対策

自動化することカ唯手の品質管理を容易にし、品

質の向上と安定に大きな効果をあげるものと考え

られる。

2. ガス圧接の自動化を実現

このような考え方に基づいて、 1970年代に入り、

太径鉄筋メーカ ーである新日本製銭をはじめとし

て住友金属等により自動ガス圧接工法の開発が進

められてきた 。新日本製鍛では多年にわたる実験

研究により、装置、方法の改良を加えた結果、す

でに同一機種で D25から D51まで圧接できる装置

と方法が完成している。今まで社内工事での数多

くの実用化試験を経て、昭和52年以降、北海道開

発局、北海道電力、国鉄その他の社外工事に逐次

採用されるに至 った。写真 1 にアパート建築現場

工 程 0 1112 1314 1516 17 18 19 110111

押 し ポ 空 ン 010

歩 歩 イ マ ー 01 0  10101010101010 

主鎗 み 01 1  1  1  10 

熱 O.

C :l Ha 

Cz Hz . 噴射

油 ポ ン プ 田 園田

制 ス パ o  岡田

御 ト 1 5  固

? ? 25  

勘 ヲ 45 固

作( . . ) I65 園 田

パ ナ tE動

油 圧 解 盤
固圃

銀筋の 「ー、 f  一一

加圧力 加圧力 『 、 JclFトート

と

， 、 ，

』 、 ‘ f / 1  1  I!  

鎗みの
1/ 1  1  ｾ＠

経 過 鎗み ｯ ｾ
鉄筋の継手工法としてガス圧接が広〈普及した における D38の梁筋の接合に自動ガス圧接工法を 第2 図 自動圧接プログラムと工程例 ( D- 51の場合)

理由には、重ね継手と異な って鉄筋自体が接合さ 適用した施工例を示す。
置からなり、 パーナ駆動機は鉄筋支持器に着脱さ

れているため、継手においても母材と同等以上の

強度が得られること、さらに工法として簡便であ

り、したがって、施工上も能率的でコストも安〈

経済性に富んでいるということがあげられる 。 し

かし、この工法にも欠点がないわけではなく、近

来、若干の事例によってその継手の信頼性に疑問

をもっ向きもあって、関係業者も反省を要する情

勢にある 。

それは、この工法が従来、圧接工の手作業に依

存しているため、個人的な技量や作業条件等によ

って継手の品質が左右され、品質管理がむずかし

く、さらに宮鳩楽工の不足と業者間の過当競争もあ

り、また継手品質の検査も抜き取りによる破媛検

査以外に方法がなかったという事情によるもので

あるが、このほかに、経済の高度成長に伴う工事

の婚加と、コンクリート構造物の大型化、都市にお

ける用地制限による断面減少や特殊構造などから

鉄筋径の太いものが地加したという社会環境も一

つの要因である 。すなわち、ガス庄接は鉄筋の継

手部を圧接可能な一定温度以上に加熱する必要上、

必然的に鉄筋が太くなると加熱時間も長くなり、

接合面が酸化されやすく温度も上がりにくいため、

その圧接には相当の経験と技術が必要になり、安

易な圧接では不良品ができやすいわけである 。

そこで、ガス圧接という技術の利点を生かし、

しかもこのような問題を解決ないしは軽減する対

策としで考えられることは、圧接工の技術とモラ

ルの向上であるが、これには資格制度、教育訓練

の充実を図るとしても、必ずしも充分な効果は期

待できない。 したがって、ガス圧援の場合も、ア

ーク溶接などと問機に圧接条件を定量化、標準化

するとともに、圧接装置を機械化し、その工程を

写真 1 建築錨エ現場の自動ガス圧接作業

この問、日本庄按協会はこの技術の普及推進を

図るため、大規模な自動ガス圧接継手の確性試験

を行い、協会の標準仕様舎に採用するとともに、

取扱技術者の資格検定規程を制定 した。 また、土

木学会でも鉄筋継手工法小委員会 において他の継

手工法とともに自動ガス圧接継手工法を採り上げ、

設計施工指針の制定作業を進めており、近〈完了

の予定である 。施工は全固有力圧接会社の協力の

もとに行っており、今後、日本圧接協会の資格認

定者の増加とともに広く普及することが期待され

る。

3. 自動ガス圧接装置の構成

現在実用化され使用実績の最も多い新日銭式自

動ガス圧接機( オートウエルパー) を例にとって

紹介する。本装置は、従来手動で操作されていた

ノTーナを機械的に駆動し、加熱加圧などー速の工

程をプログラム制御す

るとともに、気温、風

などの環境条件の変化

にも対応できる性能を

もつものである。

装置、工法について

の細部は省略するが、

れるようにな っている 。工程は第 2 図 に示したよ

うなプログラムによって制御されるほか、圧接工

程中に継手部の圧縮量を測定し、 これを制御系に

フィードパ ックして工程の調節、パーナ位置の修

正、継手の大きさの告IJ 倒l等に利用している 。

4. 自動ガス圧接継手工法の特長

このように自動ガス圧接工法は工程が標準化さ

れ自動化されているため、継手の品質が均一で信

頼性の高い継手が得られることが第一の特長であ

るが、このほか、加熱が合理的に正確に行われる

ので燃料ガスのむだが少なく、省エネルギーの効

果も期待できる 。 また圧縮量を正確に制御できる

という特長は鉄筋コンクリートのプレハプ構造に

もガス圧接を適用しうることを示すものである 。

さらにガス圧接工程の自動化は、継手の製造工

程での品質管理を可能としたが、これとともに最

近実用化された圧接継手の超音波探傷による非破

壊検査を併用すれば、圧接継手の品質保証は格段

の改善をみることになろう 。

5. 今後の開発

自動ガス圧接工法は、主として D38- D51のよ

うに、太径鉄筋の接合用として当初開発されてき

たが、従来、ガス圧接の使用実績の多い建築の分

野において、 D19 - D25のような綿径鉄筋の接合

についても、ガス圧接の自動化が関係方面から強

く要望 されている 。 これには継手品質の信頼性向

上はもちろんのこと、とりわけ、作業性と能率面

の改善を併せて要求されるため、装置と方法にど

のような工夫をこらすか、今後の大きな開発課題

にな っている 。

すでに、全国圧接業協同組合連合会が上記のニ

ーズに応えるため、組合員の総意を結集しでこの

新しい難題に挑戦している 。 これは筆者らの行 っ

た自動ガス圧接による鉄筋の接合に関する基礎研

究をベースにしたもので、建設省をはじめとする

関係者の指易協力のもとに、中小企業対策の一環

である通産省の技術改善賛助成制度の活用をはか

全体の構成は、 第 1 図 って研究する意向であり、今後の開発成果が期待

ガスホース

第 1 図 オー トウエルパー裟盤綴略図

に示すように加熱装置、

加圧装置および制御装

される 。

( よこかわたかお 日本圧接協会自動ガス圧接技術者資む

検定委民、日銀商事株式会社技術主幹、工学情
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住宅設計と 企 画 : 日本建築協会

インテリアタイルの話

福岡喜久雄著 A 5  ' 160頁・ 1000円 田 中 弘 著 A 5  ' 160頁・ 1000円

住まいの外観が様々に途うように，住まいに対する考え方や住まい方も

様々である 本容は第一線の設計家でありデザイナーである著者が，住

まいの在り方を，その形の上から見直したコメ ント集である. 設計者は

もとより，日頃住まいに心を砕いている人々に対し，豊富な写真と独特

の図によって，具体的な新しい住まい方とインテリアを詳しく提案する.

建築袋飾材料の中でもひときわ光るタイルの美しさの秘密は，自然の手

によって仕上げられていることにある. このタイルのほんとうの魅力と

使い方を知っていただくために，タイル界の第一人者が箆富な経験を生

かし，タイルの歴史ゃっくり方から形と性質，施工や監理の注意点にい

たるまで，懇切丁寧に語ったはじめての入門舎. (図 ・写真 約100枚)

戸ｾ
，.， リリーフ，イル

d/ifz' FTLA 

、、、下制 M. 禽 旭 |  

剛 2・規制土の細書の 2・111.

第 l 期20巻完結記念・特別セ ット

を用意しました 詳細はP. 4 に.

6 学 芸 出 版 社 京都市下京区木津蹴通商j同院東入 劃 日 刈 l

Tl f -f 官庁究2 中谷 亘共著

| 対西航洲骨骨常務取締役 門川 三郎

戦後，わが岡の政治 ・経済のしくみが大きく変わり ，わけても近年のわが国の急速な経

済成長 ・社会環境の変化は社会を複雑 ・多様化し ， これに対応して建設行政の内容も著し

く絞雑な体系を ｉｦｾ づくるとともに，これに ｼ射 する法律も多織化してきています 。

主主設行政は ，国 . j也) j 自治体を問わず亘書芸なものであり. 前述したように今日の社会構

造の下では. 建設行政に何らかの形で関係する往設技術者にとって，法律的な索莱は不可

欠なものとなり ， また苦ｾ［ｪ之されるものであります 。

ノド占は以上述べたような意義をふまえ ，大学 ・短期大学の土木工学科 ・建築学科の教科

書として. また土木 ・主主築関係の業務に従・11 . する技術者ならびに建設業関係の営業担当者

の万々に，少しでも建設行政について認識を深めて頂くことを念頭において［Ａ
Ｎ ｾかれています ･

今回の改訂 ・増布li にあたりましては，初版 2 柑11以後改正・追加されました法令等を付加

し. 参々資料等も入手できうる限り新しいものと差し替え，また新たに 101告を設け， r骨

材・地下水に関する法制」として詳述するとともに，巻末には明治時代からの土木・建設

行政に| 刻述の深い法令を年表形式にまとめて悠理し ，各法令の改正の時期並ひ' に重姿関連

事 ｴ ＩＮｩ をｩｊｴＭｾ己して制Ｎｊｴされています 。

発 行 所 株 式 会 社 国 民 科 学 社

A 5 判 272 ページ

定価 2500 円 送 料 200 円
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日本建築協会

月間の動き

昭和55年 4 月分

..6.. 

:>:1( 勢 委員

..6.. 

:>:1( 

8 日 3 時 - 5 日寺 於会館集会室

出席者 市川委員長ほか 5 名

議 事 会 貝 倍 加 、 会 費 噌 口 依 頼 の 推 進 に つ い て

事 業 委 員

..6.. 

:>:1( 

姫路市庁舎見学下調査及宿舎 (鹿島建設研修セ

ンター) の下調査

3 日 8 時半 - 18時

出席者 姫路市役所安達主幹、鹿島建設白崎所

長、高島委員ほか 2 名

広報研修分科会

7 日 6 時 - 9 時 於会館 3 階会議室

出席者 ゲスト池山壮一郎氏、西村副委員長ほ

か 2 名

殺 事 ( 1 ) 本年度の研修会の企画について

(2) 見学スケジュールについて

伝統工芸を見る企画打合

8 日 4時 - 5 時半

於よし与工房( 大阪営業所)

出 席 者 南 沢 弘 氏 ほ か 2 名

議 事 (1) 3 月25日の分科会での報告事項

(2) 兄学スケジュールについて

若い会員の集い小委員会

8 日 6 時 - 8 時 於住公関西支社森ノ宮分*

j殺事 (1)  II ?-l和55年度小委員会担当副委員長、幹

ドの選出

(2) 前年度よりの引継事項の報告

(3) 新年度の年間企画について

(4)  そのほか

見学会打合

10日 4 時 -611寺 半 於 会 館 2 階事業諜

出席者 上出幹事、永井委員

議 事 姫 路 ・ 倉 敷 見 学 会 打 合 せ

広報小委員会

11 日 6時 - 7時半 於太湖

出席者 西村副委員長、片岡 ・今野 ・原見各幹

弓l ほか 7 名

殺事 ( 1 ) 昭和55年度小委員会担当副委員長 ・幹

事のill 出

(2) 各分科会の担当委員の楠成について

(3) 各分科会の事業報告及び本年度の事業

企画について

(4)  そのほか

見学会小委員会

15日 5時半 - 6 時半 於会館集会室

出席者 島田副委員長ほか 9 名

議 事 (1) 昭和55年度小委員会担当副委員長 ・幹

の選出

(2) 3 月の見学会実施報告

(3) 4 月- 5 月の企画について

(4) 6 月以降の企画について

(5) 8 月以降の企画について

(6)  そのほか

広報研修分科会

18日 6 時 - 9 時半 於会館 3 階会議室

出席者 ゲスト池山壮一郎氏、原見幹事ほか2名

殺 事 省エネ研修会についての企画および会告原

ｦｊｾ案について

委 員 会

24日 12時 半 - 2 時 於会館集会室

出席者 三品委員長、市川 ・鶴田・島田・西村

阪倉各副委員長ほか 2 名

級 事 ( 1 ) 昭和55年度正副委員長及び幹事の選出

(2) 各小委只会の事業報告及び本年度の事

業企画について

(3)  そのほか

倉敷見学現地打合

25日 8 時 半 - 18時半

於倉敷市庁舎および鎌木工務庖倉敷支庖

出席者 ( 1 ) 倉敷市役所平松氏、大林組田中工務

謀長 ・阿部氏

(2) 藤木工務庖倉敷支庖佐渡営業部長 、

永弁委員ほか l 名

殺 事 ( 1 ) 倉敷市庁舎見学および見学依頼打合せ

(2) 重弁病院見学打合せ

住 宅 委 員

..6.. 

-z;;: 

委 員 会

7 日 5 時50分 - 7 時半 於会館集会室

出席者 山下委員ほか 8 名

議 事 ( 1 ) 正副委員長および小委員選任の件

(2) 今後の事業活動の件

(3) 次回住宅展の件

(4) 定例開催日時の件

編 集 委
..6.. 

-z;;: 員

新旧合同委員会総会

11 日 4時 - 7 時 於会館集会室

出席者 福田副会長、前野 ・松本 ・渡辺各理事

三 輪 ・育i J 川新旧委員長ほか42名

殺 事 (1) 自己紹介

(2) 編集委只長選出

(3)  各小委員会副委員長、各分科会幹事互選

(4) 委員会の椛成と編集について

(5) 引き継ぎ事項

(6) 本年度編集のあり方および収支目標

(7)  そのほか

広告企画小委員会

21 日 4時 - 6 時 於会館集会室

出席者 渡辺副委員長ほか 10名

議 事 (1) 4 月号「住宅の耐久性」特集広告収入

報告

(2) 5 月号「行政と法規」特集広告経過報告

(3) 6 月号「都市長鋭とアメニテイ」特集

経過報告

6 月号独自企画「最ー近の防水工法」特

集経過報告

(4) 7 月号「屋内体育施設の設備」特集広

告企画、「暑中見舞」広告( 個人 ・会社)

広告企画

(5) 作品作風関係報告

(6)  そのほか

計画分科会

25日 4 時 - 6 時半 於会館集会重

出席者 富樫幹事ほか 8 名

議 事 (1)  自己紹介

(2) 6 月号= 都市長・観とアメ ニティ特集経

過報告

(3)  今後の計画特集と分担

(4) 今後のスケジュール

(5) そのほか

構造特集編集幹事会

30日 6 時 - 8 時半 於会館集会室

出席者 久徳敏治、前川陽一、北村俊男各特月IJ

幹事ほか 7 名

液王将 (1) 8 月号構造特集の企画

(2) そのほか

出 版 委

A 恥

-z;;: 員

委 員 会

22日 5 時半 - 7 時 於会館集会室

出 席 者 小 林 委 日 長 ほ か 6 名

議 事 (1) 本年度出版委員長の互選

(2) 建築技術選舎の販売状況と経過報告

( 収支報告を含む)

(3) 同選討の今後の企画

(4) そのほか

建 材 委 員
A

一

A

委 員 会

24日 4 時 - 7 時 於会館集会室

出席者 山田、牧田正副委員長ほか 13名

日東ポリマー 2 名

材料説明 エラスコークについて( 担当竹島委員)

殺 事 (1) 顧問及び委員長、副委員長の選任

(2) 委員会の運営並びに定例開催日時につ

いて

(3) 今後のメインテーマ及び新建材紹介コ

ーナーについて

見

品同

寺与

..6.. 

:>:1( 

茶室見学会 (第 1 回)

西芳寺 ( 苔寺) の湘南亭を見る

26日 12時55分 - 1511寺30分

参加者 21名

講 師 帝塚山学院大学教段工学博士岡田孝男氏

上記終了後「鈴虫寺」の見学をした 。

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8 日 8時半 - 9時半於大阪グランドホテル

出席者 75名

当日は、前大阪市水質試験所長八木正一氏より

「大阪の水 ・世界の水」についてお話を伺った。

4  月 の 入 会 者 ( 奇跡的)

〔個人会員 24 名〕

安部允正 岩本太郎 大久保利彦

大1: ( 勉 大坪 :JIi桐1 岡 崎 政 弘

伴日1 小林 一成 ，]、111 ｾ＠

i丙井 !a幸 問 中 啓一 前 IJI ; i ' ; 士雄

寺1' ¥1 俊 彦 富 IH 賞忠 ， ｫＱ Ｑ 秀 Ｙｾ

二百良太郎 荻原 悟 総本 一覧

原f ] ] 事h 平Jl I 将邸主 松 本 克 附

山 内 光 明 111問 1基 山 谷 友 吉

訂正とお綻び

5  n  l';' ｐＴＶ 左下、株式会社 ｾｱ ｊｪ ［ｬ 術生工業所の広 Ｗ Ｑ ［Ｍ 中、

「支庖・営業所福岡 ・京都 ・広島・ 天理 ・Jl li 司J と

なっておりますのを「支庖・営業所福岡・ 京都・

天理・ JII 西J と;IT正するとともに、溜しんでお詫び

申し ｊｾ げます 。

建築と社会 / 19凶年 6 月号 67 
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総合天井システム江間窓

奥村

68 

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法い、ALTS工法、は当社狙自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T J ¥ーを建物のモジュールlこ配列し、天井仕上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの般備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能lこしだ多機能を誇っております。 ( PAT.6件)

兵衛株式盆社 ii

沖 縄

大 阪 市 北 区 西 天満 5 丁 目 3 番 ア 号

東 京 都 港 区 新 情4丁 目Z醤 第29森 ピ ル

福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27雪

名 古屋 市 西 区 宮里町 2 丁 目 1 番 6 号

仙 台 市 本 町2 T目1番 8号 第T広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 覇 市 豊 川 オ 1 9番 他

〒 530 ・話(06) 312- 4131閥

〒 105 ・ 脂(03) 437- 3361附

〒812 電 信( 092) 291- 045鋭閃

干 ＴＵＱ 電話 ＨＰＵＲＩＵＲＲＭＵＴＳｾ

〒 980 ・ 信(0222) 65- 656&ω  

干 9∞ 電 信( 0988)53ー 随5α 仰

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 一 1 ( 英和ビル)

電話 神戸(331) 0881- 3  

支 唐 大阪市北区西天満2丁目 6番8号(堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

テトカッバー防水

• 防 水 専 業 の 研 究 ・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 脇工するだけで、防水は完E重です.

t晶度変化にイ申びがなく、柔軟性に 13み、耐酸、耐薬品性に優れ、腐蝕しません.

カ 。 巳 水 帯 コーパ ータイト 新 工法

ツハ- 1 ) 高木骨

I".I J / J 、・m' オクロン防水平帯 プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

祭器

奥山化工業株式舎ff1
本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 8- 4- 9 電話 03 (571)  2703 

大阪事務所大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電信 06 (391)  1081 - 2  

2脅五営業所 崎玉県桶川市東1- 6- 10 電話 0487(74)2845 - 6

厚 木 出 張 所 神 奈 川 県 厚 木市金田宇宙畑259 電話 0462 (21)  6092 

名古屋出張所名古屋市南区若車町33 電話 052 (811 )  3660 

九州出張所佐賀県鯖J ; ' l 町 電話 0952 (47)  2945 

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 : 大阪市東区両幸宇宙Tl - 12 日生ビル 宮 (943)6571代 表

東京 ・横浜 ・盛岡 ・仙台 ・水戸 ・静岡 ・岡崎 ・名古屋 ・富山 ・大津 ・京都 ・神戸 ・広島 ・高松 ・福岡他全国主要都市



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空気調和・給排水・衛生・防災設備 設 計・施 工

φ 答喜朗目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松町 1-25- 7  電話 (434) 6171 ( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀川区加島 ト 58- 59 電話 (302) 22 7  1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東; f t . 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 到11 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・横 浜 ・静 岡 ・京 都 ・ 神 戸

震災詞汚禁処童設計施工

曇 〈 持 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京都市東山区大和大路 i E 面上ル電話京都5&1局4944( 代)

神 戸 市 生 図 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神戸341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. . 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内ir坦江戸沼 1 丁目 10番17号 〒550 電，1市(441) 8231 

本 社 東京都中央区銀座 2 了伺 2 番17号 〒104 電話 (535)5251

支 社 大阪・ 東京 ・名古原

支 底 札 幌 仙台・金沢 ・広 島 領間

営費E所 新潟 天王聖 岡山・ 高総 ・熊本

出強所 帯広 .w森 ・秋田 ・盛岡 ・前縞・千葉・償浜・静岡

富山・福弁・皇国 ・京都・神戸 徳山・鹿児島 ・那翁

海外支唐 シンガポール

空 気 調 和 段 備 Y  環 境衛 生 施 訟

給 排 水 ・ 衛 生 水 道 ｾ＠ 荷 役 運 織 機 械

電 気 量生 側 L =主 一

" " "  . ， 園 田 園 圃 守 化 学 鉱 山 機 械
厨 房 ， 、

三 機 工 策 室 主 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支底長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 香 地 電話 大 阪 ( 202) 代 表3011

本 属 東京・日比谷・三個ピル

支 唐 名古屋、価問、 札映. 広島 . 仙台、北陸

出 蝉 所 繊浜、四問、静岡、盟問 、岡山、金沢

. 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和般鋪 ・その他管工事一切の段計・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京書官千代田区大手町 ＲｾＭＲ ( 日本ピル)

電話 03- ( 270) ー7411側

大阪支社大阪市北区中之島4- 2- 38 ・眠 06- ( 443) 切 れ 側

支 底 札 幌 ・ 岡 山

営. 所仙台・千葉・名古屋・金沢・高総・広島・網岡

出i ! I 所禍弁・倉愈・苫小牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支J 6 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 毅 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 峡 ・ 広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・横浜

。 棒 式 会 社 三 業 空 調

取締役社長 粛 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号 電 お 06- 363ー1371

東京本庖 東京郎新宿反西新宿 桁宿住友ピル :t.:話 03 - 344- 1911

大 阪 本 広 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番20号電，lf. 06- 363- 1371 

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 烏 町 Jl - 2 司Li初 52- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2番22号 i1t uii 0822- 47 - 4535 

福岡市中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761 - 3795 

出張所仙台・繍浜・領弁・京都・神戸・松江・高松・沖縄

ce1 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

6 ヨ耐 よりよき環境へ技術て蜘一 一

す 株 式 会 社 精 研

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋町 3 番丁681在地(オー トセ ンター ピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768 - 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東京都千代田氏九段南2丁目 2番 5号( 九段ピル 8階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号 ( 新大ピル)

電話 (06 )  :W4  - 6  0  3  1  (代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日本僑本石町4-2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・九 州 ・ 広 島 ・ 札 縦 ・ 東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanai r  
丸

O?!!! ，壬業捗点舎fさ

69 
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商昆は字ぞす。 V r-
掴 聞 熱と空気のエンジニア1 ー-

F  大気扇士

三 ー し / 鱒d mr d註

22-222£Jtm怒55斬宿坊主よ与さ:z! 翌日子}dF 沼市五%ま12革

空 気 調 和 ノ〆、¥ 搬送機設備

給排水衛生 『ミ二戸 設 計 施 工

第ーエ索株式会私

大阪支庖

大 阪 支 唐 〒 530 大 阪 市 北区 西 天 満 3 丁 目 6 番 1 4 号

本 社 千100 東 京 都 千代 田 区 丸 の 内 3 丁 目 3 番 1 号

電 話 0 3 - 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 表)

暁 ・ 冷 房 ・ 空 気 温 湿 度 調 節 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

ふ 凶

-+-

大阪支腐 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁 目4- 8 ( 北阪急 ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 級 河 台 4 丁目 2 . 地

「 個 咽B側1:: : :> 空 気 筒 和 設 備

股計施工

換気・除塵設備

東 洋 煎 工 緩 織 式 会 錐 大 阪 安 直

大 阪 市 西 区 初 本 町 3 - 1  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2艇を士 東京続中央区京信 2 丁目 9 T  E  L  (562)  1  3  5  1  

:J: a 名 古 屋 ・ 緬 同

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社大阪市北区西天満 5 -11-12 電醤 06- 313- 1846

Z 孟吾 = = 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電話 06- 313- 1846

迄芸蚕 = = 枚方市甲斐回東町9 番 3 号 電話0720- 49- 2128

訟 備 都 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11-12 電話 06- 313 - 1846 

2E，g ，ZE 枚方市甲安田東町 9 番 3 号 電醤由720- 49- 2128

給 ・排水・衛生・消火 ・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電話大阪 (458) 3531番

支底・ 営業 所 福岡 ・京 都 ・天理・ 川西

空間・衛生・防災段傭 設計並施工

⑥日本管工業株式会社

本社及京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 笠 田 町 2 0 番 地 の 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691) 1045 

大 阪 支 唐 大阪市北区天満1- 5- 20 電話( 06 ) 352- 350H代)

三 重 支 1苫 湾 市 栄町 2 - 1  1  1 電 信 ( 0592) 26- 361α代)

四臼 市 営 業 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話( 0593) 53ー 743H代)

滋 賀 営 纂 所 大 海 市 打 出 浜 13ー 15 電結( 0775) 22- 9738附

名古屋営嫌所 名古屋市中川区百船町 電路(052) 363- 068l ( 的

("11'- i 舎町震屍嗣S

ーa:電_......
m1I D 

③同議主主婦茶道

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸纏 1 ・22・7 TEL( 441) 附 199t・ ( <<3) 側0331

⑫ 山 田Z 蹟積書I ! I U

本社&曹工事畢車部 大 阪 市 西 区 東 町 檀 1 - 6  - 8  電話06(“3)8161(大代膏}

環境鍍置事叢 前 大 阪 市 淀 川 区 三 海 趨 南 1- 1  - 35 電信 06ω08)1柑l( 代 膏}

車 京 支 鴎 車 車 毎 江 車 区亀戸 1- 8- 4 (自国ピル) 1I 1t 03(683)8421 ( 代膏}

名 古 趨 宮 唐 名古屋市中区栄 2- 16-13(車種 ピル) 電結052(202)∞77(代 膏)

福 岡 宣 底 福岡市憎J 区傷 事駅車2 +鈎{ いわーピル} 電醤092( ‘ 51)3456 

常 量 所軍陣神戸・姫路・広島 ・高訟. 11: 山



電 気 設 備 ⑤

官 自 信事員 e : :  .J.品・ -

i場 竜 丸 株 式

代表取締役 山 本 1奪 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 - 2  - 4  例 日 ビ ル

T E L  大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

}京 都 市 右 点 区 西 原 紙 t r ; 野 町 2 1  

ｔｅｌ 京 事ｾ 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代 }

市 中 央 区 議 院 1 - 1  4  - 8  

T E L  悩 問 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 股 備 の 頁

社

A

Q

一

A

設 計 施 工

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 械 式 会 紅

電気・言十装工事

ーを

回吹

ヨ事

本有士官官銭高時

京I I ! . . 陣所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L06- 313- 110 1  

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

制 1!61得 間 出 強所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男
常務取締役支社長

大阪市東区高' 電機五丁目 二八番地電話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所 ・出張所 全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血
，、.

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁 目6 - 8 ( 金ビル 7 階 )

電 話 (361) 3  6  7  1  ( 代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 機 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671 ) 1  4  7  8  (代 }

川 崎 ・ 相 模 原 堺 ・ 傾 山

ネ土一ー
.個・・・・

株 式 会 社

社

怠

ヨド

支

出 張 所

電 気 ・ 計 装 ・ 空 調 工 事 設 計 施 工

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 蚊 計 施 工

ｬＷｾト圏雲完工Ｚ［ｾニ ｙ リレヲ崎武 ｑ ｉｴ

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  06- 364ー3056 (代)

東京・神戸 ・広 島 ・岡山

名 古 屋・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 - 滋貿

京都・ 高砂・ 三原・徳山・松山・新暦浜・福岡・沖縄

' &.  

I C  氷
取締役社長

社

支 l苫

事 業 所

A  

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 堂ビ ル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  S  ( ニュー新僑ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代 )

堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 隈 本

ネ土

S注

H  

庖

I苫

支

支

本

神 戸営 業所

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

総合般備工事 〈段計・鈍行〉

電 気 ・ ア ン テ ナ ・送 電 線 ・ プ ラ ン ト ・計 裟 ・空 関 ・土 木 ・建 築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

田
取締役社長

社本

￸ｾ＠

大 阪市福 島 区 福 島 7 ー2 2 - 8

T E L  (  06) 452- 1151( 大代)

東 京 ・ 名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・ 福岡

四林取締役社長

ネ土本

営業所
事業所

⑮日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

@同

Board&Sl ate Standard 

代表取締役

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5-30 . 06 (692) 1111代

干892 鹿児島市名山田J4-7 三宝ピル ー民泊2 (26) 4371  

〒708 津山市大手町8番5号機範底会館 . 0ぉ82 (4)  1771  

干筑氾商風原村兼城 沖縄印刷団地 雷αぉ8 (55) 6100 

本 社

日本写植セン空ー

;章山写繕セン 9 -

沖縄写植センヲー

京胃

フ タ パ 需 3阪
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奉 仕 感 踏 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: = Jll J挙疲零歳月S

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 靭本町バス停前)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ・550

天 理 営 難 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

建 ｴ 宣省ｉｦＮｾの防火材料

ソリジットスタイン 基材同等 0 0 0 3 号

エ パ ウ オ ー ル & M同等 0 0 0 3 -1t

エ パ ー サ ン ド 釜 材 同 等 0 0 0 4 骨

社 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 5 4 電 話 ( 06 )702一7814- 7  

東 京 司 匹 鎌 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 . i & 総 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

吾1・日 S E 3 1 d

様式会社J l l Jl I商 庖

大阪堂書院所 干 5 3 1 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 南 1 - 1 ー 1 6

T E L  0 6 - 4 5 8 - 1 8 7 2 - 6  

本 社 〒 1 0 5 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 6 ー 1

T E L  0 3 - 5 0 3 - 5 3 0 1 f t  

東 京 営 機 所 〒 1 5 0 東 京 都 渋 谷 区 松 潟 2 - 1 8 - 2

T E L  0 3 - 4 6 5 - 8 6 1  1 f t  

札 幌 出 現 所 千0 6 4 札幌市中央区南+ 四条酋6 行軍事 ゲランドハイ ツ9 0 5号

T E し 0 1 1 - 5 1 2 - 7 6 8 9

割( i f / Tークロス

J' I 島 株 式 含 私

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 稿 小 伝 馬 田 T l - 4 0 T E  L ( 03) 663- 3371 

大 阪 支 底 大 阪 市 平 野 区 背 戸 口 2 - 1 4 - 14 T E L ( 0 6 ) 7 0 2 - 8102 

支 唐 名 古 屋 ( 052) 932 - 1381 札 幌 ( 011) 74ト 3721

広 島 ( 0822) 93- 4676 

I@ 
1( 1/ シ 壁 装 材

光 建 産 業 株 式 会 社

本 社 〒141 東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 2 - 34- 4 T E L  03- 492- 7341 

東 京 支 庖 干143 東 京 都 大 田 区 平 和 島 6 - 1 ー 1 T E L  03- 767- 3411 

物流ピル A 機 A E 5ー l

大 阪 支 庖 〒538 大 阪 市 鶴 見 区 茨 田 大宮 町 301- 1 T E L  06- 913ー 1031

72 

別注壁紙 ( クロス) 御相談は

シマクロスで

司令 L マクロス株式会社

〒550 大阪市西区本田 3 丁目 2 - 1 8

T  E  L.  ( 0 6 )  5  8  1  - 7 4 6  1  ｾ＠ 5  

E 語副ら唱. ; m重臣昌司園田伊豆E 圃

置事事調・冒司ＭＭＭＭｾ・

E 際 置 摺. .  園田園圏

(壁 用 ・ 床 用)

(ボード類直貼り接着材)

(土質安定用石膏)

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社

大 阪 本 社 〒530 大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 4 - 1 7  

関 西 営 業 所 T E L  0 6 ( 3 4 4 ) 6 5 2 6  

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

大 阪 市 東 区 高 腿 橋 2 丁目9 野 村 ビ ル5 階 電 話 大 阪 ( 202) 4905

日らった( 誕生) 一

〔アースウェイブカーテン E

〔ラグジュアリーカーベット E

回 日 本 フ 山 一 ン 刷 会 社

干540・大阪市東区鎗鹿町1丁目M番地 ・ヤリヤマチビル

T  E  L  06(943) 6 4 8 1  (代)

更 に 充 実 の

**- ' 7D 叉 竃= 3集新発売. ゲ

見 本 帳 御 入 用 の 節 は 御 一 報 下 さ い

雫主君宏観億四富佐大阪支庖

D 3 J  

〒564 吹 田 市 広 芝 町 13 - 31 

T E L  06( 386) 6 5 1 1  (代 )

本社・壁基書館 〒 160 東 京 都 新 宿 区 新 宿 2 - 8 - 1

T  E  L 03 ( 354 )  2 6 4  1  ( 代 )

カーテン・壁装材

新たにショールームが完成/

皆さまのお越しをお待ちいたしております 。

株式会社フフ工テキスタイ)1ノ大阪支庖

〒 541 大 阪 市 東 区 平 野 町 3 - 6 - 1

平 野 町 セ ン チ ュ リ ー ピ ル

特殊壁装材製造販売 和室に最適

凹.一練)凋副 }川:J: J ! J [ い



N S  
山 圃 工 埠

日東工業( 株)

本 社 ・ 大 阪 ( 0 6 ) 2 6 4- 1000 (代)

- 2871 (代)
基礎杭と土留のコンサル タン卜

- 7 1 6 5 (代)

工 場 ・大阪・奈良 ・千葉・徳島・ 5易機

3  

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 IJ< • シート防水 ・ モルタル防ポ
・樹 脂注 入嬢着工法 作樋結tnSi 主人被答補修じ本

・ 亀 裂 繍 修 工 事 件傾樹脂注入 ・充根・コーキング

・シーリ ン グ 工 事 シリコン ・チオコ ール・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリル ・' ) シン・似性タイル ・その他

o建 設 業 許 可 大阪府知事許 "f ( 般 - 53) 1:ii 51225l }

。日本シーリン グ工事 業協会身 員

大 阪 市北 区末広田T3  - 2 1  /.Lι 、比三1: . 1: ヨト ........ ・主主主

川 1I也川' ，1町ピ Jレ201 S  ¥守ヨU 伊h 守守コI f : . rτ 7 4 J J I

T E L  06(31 5) 0701 ' "マ・γ ・J  #-・・ 4 唖問、... ...." .  

幸二J DCS A 菅二J DI!:J:二」ト

セキサンパ イル ( S M .A C. P C. R C)  

カネライトフォーム. A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 ぷ 取 締 役 j賓 岡 浩

本 社 干 629- 31 京 郎 府 竹 野 郡 網 野 町 下 網 野

T  E  L  ( 07727) 2- 2  2  2  0  ( 代)

舞 錨 下 ｾｾｰ ，斤 干 ＶＲＴ 舞 鶴 市 街 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  76 - 0133( 代)

111 ! s 困

... ｜Ｎ ｾ綱 ｾｃｾｌ

i. j i. ソz

z町お渇封E

0 ・z:....... ヤ

Ii O。

膨張材 J I ¥野田工クスパン

防御 ｬ ヲヌｾＮＮＮＮＮＮｾ

JI¥野田セメント放式2言語士

本 音11 東京都江東区豊洲 ト 1- 7  T E L  531-4111 

大阪支庖 大阪市北区梅田 1 - 8  - 17 T E L  341- 8331 

支 底 キU幌 ・仙 台 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・高松 ・広 島 ・福 岡

製造元 日曹マスターピ''''9:' 弐 株 式 会 融

販 売 元 ｮＺモＮｊ ＢＧｊ コｲＮＮ毒豊富居ｉｩおＮＮｾ電話ヨ ｚ 鼠主
本 社 / 東 京 仰 港 区 六 本 本 3 - 16 - 2 6 骨 03-582-8811

大 阪 常 集 所 / 大 阪 市 京 区 北 浜 3 - 7 曹 06-202-3294

。〆r 横 代 の 断 熱 弘 、

1るリY 叫今

日n/"1イチ11ーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積 層 した，ニ霊 精進の断熱兼用ニ霊防水シートです。

目立電線株式曾祉 制問干代田区丸の内Ｒｔ目 ＱＮＲｾＨ 刊ピ ｊ ｬｉ Ｉ

デンカC S Aファミリー製品

・千二.I 0 CS A. … … … … ・・… … … 一一コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張 性 混和 材 )

.:;:ニ.10 弓ヌヨニ.1 .. ……一一… … ・… … 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウト 用 無 収 縮材 )

ＮＺ［ＺＱ 二ＮＱ Ｐ 司 ｆ Ｚｉー子吻 Ｇｬｾ …・・・……・・…コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水・補修 用 急硬セメ ント)

・寄与OE S … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬 材 )

・害ニ. 1011000 ・… … … … … … … … ・コンクリートパイルの早期出荷と

( 製 品 用 超 高 度 混和 材 ) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式
A. .  

ｾ＠ 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

株 式

会 社

ト

‘
コ--

T E L 滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 8 ) 3 - 2 3 8 1
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建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i術た芯: : : J - f t :

- 年中快適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

4

司へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJ L
O  

三朝関重

- 吸音吹付化粧材

耐 火 ・ 防 火 ・ 断 熱 ・ 結 露 防 止

ソノライト j221ii

⑧ j相手計五警東)

明 石 支 后 〒673 明石市西新町 2 - 12- 14 倉 078(922) 0007 (代)

高槻営業所〒569 高槻市宮田町 2 - 1  - 29 ' 2t 0726 (96)  2889 

中国営業所〒742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳弁総合卸センター内)

公 08202(2) 5211 

防毒彊霊法語国i逼

亀田 泰弘 監修

現 易 経 験 の 浅 い 技 術 者 で も 工 事 検 査 の 貸

{ 壬をはたせるよう. 現場に即した試 験 ・

検 資 の 技 術 を 怨 切 て い ね い に 解 説 し た 初

の工事検資方法指導役。

・上巻 8 5.453頁 定 価6，000円・送料250円

. 下巻 8 5・535頁 定価7，000円・送料250円

上下揃( 都内送料350円 地 方送料500円)

| 建築の接着工法|

酋 忠 雄 監 修

接 着 工 法 は 建 築 工 事 の 広 い 範 囲 に 利 用 さ

れ て お り ま す。 本 容 は 設 計 ・施工 に 必 要

は 接 着工 法 の 決 定 版 と し て ，建築設 計 者，

施 工 管 理 に た ず さ わ る 現 場 技 術 者，そ の

他 の 方 々 に 役立つ接着工法の参考舎。

. 8 5 ・430頁 定 価3，000円 ・送料 280円

同 編 集 部 編

目 次 構 成/ 1 荷 重 お よ び 外 力 2. 応 力 解

析 3. 基 礎 構 造 4. 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造

5 鉄 骨 造 6 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造

7. 木 構 造 そ の 他

・ A 5 ・430頁 定価 3，800円 送料 200円

|住宅団地の土木設計 l

小 池 正次 善

本 替 は ， 快 適 な 住 環 境 を 造 成 す る た め の

宅 地 造 成， 道 路 と 駐 車 場，下 水， 汚 水 処

理 施 設， 高 架 水 糟，歩道橋， D1 ! 壁はどの

設 計 詳 細 と 実 例 を 解 説 した技術資料の 決

定版。

. 8 5 ・113頁 定価 1，600円・ 送 料200円

|  建築構造計算資料集( 全 8 巻. 1

中川 淳 編 著

各 種 建 築 構 造 の 計 画 ・設 計 に 役 立 つ 突 周 使 覧 と し て .

建 築 構造 計算 資 料 集。 全 8 巻 を予定している。

士旬補改訂・第 l 巻 鉄筋コンクリー卜構造編( 1 )

・第 2 巻 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 精 進 編(2)

・第 3 巻 鏑 構 造 編 ( 1 )

・第 4 巻 鋼 構 造 編 (2)

・第 5 巻 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造 編

わが国王監築界はじめての

8 5・240頁 定 価3，800円

8 5・21 2頁 定 価3，000円

8 5・225頁 定 価3，200円

8 5・256頁 定 価3，500円

8 5・208頁 定 価3，200円

昭 和55年

No. 3 4フ 7 月号の内容

定価

￥フB O

- 建 築 物 の 省 エ ネ 基 準

( 建設省建築指 導 課) 椋 周 二

・薄 塗 工 法 一 施 工 管 理 の 要 点

( 日本住宅公団 ) 茨木 忠 雄

・構 造計 算 曹 は 請 負 者 に 見 せ る べ き か

( 弁護士) 滝井 繁 男 ほか

・地 盤 沈 下 に よ る 被害 建物 と 地 盤 の 補 強 工 事

( N  H  K 妓 術 本 部 ) 菅 野 京 七

・木 造 建 物 の 耐 震 性

( 建材 試 験 セ ン タ ー) 川 島 謙 一

・独 立矢 坂 の 安 定 計算 図 表

(新 主主 技 術 研 究 所) 小 泉 昇

・耐 震 壁 の モ デ ル の 方 法 と そ の 比 較

( 日建設計) 堀 井 昌博ほか

・西 独 の 建 築 技 術

( 国際住宅政 策 研) 沢田 誠 二

・建 築 企 画 : 冷 蔵 倉 庫 ( 下 )

( 建築企画協 会) 福 田 租一 郎

・わ か る 設 備 ( 2  )  

( 井上博 設 計 事 務所 ) 井 上 博

建築経済統計図表 ・フォ トニュース ・ トピ ックス ・建築家

の良議 ・読者コー ナー ・海外の話題 ・建材の動向 その他

直 接購 読 ご希望 の 場 合 年 間 予 約 金 ￥a ，3 6 0 (送料共)

全 図 書 庖18日一斉発売 〆 ' 級寄りのの庖にご注文下さい。

ｼ手ｾ京都新宿同宿トｲＺｄｬ町ル ＸＮ | 脳 口 座 東 京 番 宮 東 京 11州 211 ( 代)
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ー

設備合理化に貢献する

号室。u: ユト::::J!!Jコ

S K- l 00S標 準 型

S K型 l 層式( 桝) / 2層 式/ 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・実 用 新 案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 分 は 配 管 設 備 を 著 し く 娘 傷

します 。 し た が っ て 繍 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ップ ・マン

ホ ー ル ・受カゴ・スライドヰ反・拶ド水管( フレキシブルジョイン

卜) に至るまでセ ッ トに な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 介 間

に 合 い ます 。 又 、 従 来 の 鋳鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ー ストラ ップ は 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、据 付 費

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 i査 は 受 カ ゴ で 取 り 除 き 、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 約 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お 底 の 大 き

さ、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日本 で 初 め て グ リー ス ト ラ ップ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、 弊ヰ土もたゆまぬ研究を続けております。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 織 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル/ 札 幌 グ ラ ン ドホテル / J軍 別 副 都 心 商 業 セ ンター /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 仙 台 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市/ 津 田 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デパ ート / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル / 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル / 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ピ ル/ 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ピ ル / 池 袋 サ ン シャインシティ / 西 武

デ パ 一 卜 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル/ 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル/ 阪 急 グ ラ ン ドビル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル / 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル/ 三 宮 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ョ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン 卜 ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル/ 西 日 本 新 聞 渡 辺 ビ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル / 他

〈営 業 品目 〉

S K式グリーストラ ップ/ S K式ガソリ ン トラップ/ 雨 排 水 ト ラ ップ / 散

水 栓 ボ ッ ク ス / パ ル プ ボ ックス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 会 般

設 計 ・製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・ 資 料 こ 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報 ヤ さ い 。一一一一一

製 造 発 売元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営損所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) 宮 06 (304) 5481聞

本 社 / 〒 l拘 束 京 郵畳 困区東駒形4- 6- 9(和幸ピル)

75 
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: L42官 : lt
I
J I !J 9J l J 9J l  

錆 び な い /

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 P M)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

、

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( 5  5  )  

波 板 規 格 S 小波・ S 大波・ V 波・ボ ッ クス波・ W ジ ャ ン ボ 波 ・ V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ポ 波 ・其の他

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー ・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

議議市 I J I !J 9 旭川島製造掠式会組

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー26 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 ( 06) 412 - 5131 ( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 縮 大 阪 (06)488- 1081 ( 代)

支 庖 及 工 場 大 阪 ・ 九州|・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 東 条 ・ 刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業. 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒 335 厳 市 場 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 厳 (0484) 42- 3115( 代)

支 庖 及 ヱ 場 東 北

現場の信頼に応える
弓.，1 " 1 .

告 日 口

事支口ロ

セ メ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セ メ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 周

セ メ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー 卜 型 枠 脱 型 用

ノロ湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウ レ タ ン 弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

曾 宮 ヲ ー

=封、- 6- ート

7 A- 9; '  

'1' 守- q- L.

セメンド起泡・軽量 ・裏込用 Z %: : I-#-

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 用 ｚｾ ニｾＭ叫国 ｅ

一一 セメン卜混和剤・助材綜合メーカー -

，￧，｟，ｾぬ株式 ｟､ 園田監 ｉＮＮＮＮＮ｟ｴＫ
ＭｾｾＺ｟Ｎ会社 ＮＮＮＮＮＮｅｉ 唱・Ｍ｟ ....... 

罰 v ' 東 京 郷 品 川 区 ニ 灘1- 18- 8 f t東 京 (787) 1131代表

東 北 支 庖 福 島 市 下 野 寺 字 遼 原3- 2 ft0245(91) 1131間

関東営業所 茨 械 県 土 浦 市 大 町 14 - 3 含 0298(23) 1131制

盛岡営業所 岩手県盛岡市月ケ丘3- 39 ft0196 (45)  1331附

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 f t  06 (974) 1131 



るウエルド Lィス テム O 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ストライプ工法 ) 0 メルタン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年限保証が私たち

の強力な武器。一一一 全国90 カ所にも

およぶ 〈日 アス〉ネッ トワーク の 、7] ( もモラ

さぬたたかいぶ りに、 ぜひご注目くださし、。

水に、スキをみせるな。

0 .01 ミリ のス キ間でも、水は遠慮しませ ん。

〈日ア ス〉は 、防水工事. ひとすじに 50余年。

この小 さなスキ聞との、長いたたかいを続け

ているのです。 もちろん 、O シグマー卜によ
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区 会 社 名

海 三{ 言建材工業株式会社

大池建工株式会社

重喜防水工業株式会社

辰己防水工業有限会社

中央建材工業株式会社

東京建材工業株式会社

東海物産株式会社

日本建材鋼業株式会社

宮崎建材株式会社

近 蛍 池 田 涯 膏 工 業 練 式 会 社

株式会社神原商后

清水興業検式会社

日新エ材株式会社

日新建工(株) 大阪出張所

日本綜合防水 (株) 大阪支底

7 9パ興業株式会社

マルエス工業株式会社

有限会社丸顔簡庖

大島応用化学工業練式会社

久下商底

東洋建材株式会社

中村涯膏工業株式会社

湖国建材有限会社

有限会社ミサキ商会

ヒカリ工業株式会社

国際工事株式会社

国 東中国防水工業株式会社

株式会社三洋銭建

三和防水工業株式会社

豊永建材株式会社

大和工業(繰)広島出張所

株式会社巴商会

和光工業株式会社

国 大三工業株式会社

大三工業(株) 高知支庖

徳島大三工業株式会社

練式会社マルマス河野商后

株式会社山本商会

安藤工業繰式会社

加茂装備株式会社

日建工材株式会社

株式会社工材社

安藤工事練式会社

株式会社大ニ商会

日新興業株式会社

株式会社北原建材商会

上原建級工業社

地
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電 話

T E L  ( 231) 7 5  1 1 代
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T  E  L  (. 15)  2  2  2  1  f¥: 

T  E  L  ( 85 )  9  1  5 1- 2  

区

区

K

H

K
区

区

区

区

区

民

川

区

K

K

川

一

民

区

区

K

K

川

市

胤

針

川

市

谷

川

区

立

川

代

川

谷

谷

代

点

叫

叫

ん

柏

市

恥

川

代

市

ム

日

中

荒

新

渋

川
市

古

池

足

荒

T

荒

渋

渋

千

江

中

新

江

荒

T

市

山

市

地

山

山

市

山

牧

市

部

m

m
郎

郷

都

岡

山

m

m

m

m
郡

m

m

m

m
郁

m

m

m
れ

山

市

山

市

古

一

日

山

山

山

山

山

山

山

山

山

市

在

阿

川

路

悦

小

台

京

宗

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

京

ぶ

京

須

浜

浜

崎

針

m

m

戸

山

野

本

同

附

沢

H

水

附

所

骨

組

飢

ル

ぱ

仙

市

地

点

京

市

恥

点

東

京

市

恥

点

点

東

京

市

取

東

京

東

京

市

胤

東

京

償

仲

間

同

問

刈

与

宇

宇

水

叫

判

長

松

山

川

山

川

全

一

仙

消

防

会 社 名

日本防水総業株式会社

日本防水総業(検 ) 旭川出張所

日本防水総業(株) 釧路出張所

日新建工( 株 ) 札幌出張所

大和工操( 株) 苫小牧出張所

日新建工(株) 仙台支庖

{ 青議建材株式会社

いわき建材工喋株式会社

春日工業株式会社

金問工業株式会社

北原建材エ喋練式会社

木下工業株式会社

協立工業練式会社

大東スレート検式会社

東京jlf 膏株式会社

トーフジエ喋株式会社

日新建工株式会社

日本綜合防水株式会社

野 口エ材株式会社

諸島図工操株式会社

富士工材株式会社

E事jlf 青奥喋株式会社

フタパ興蟻(椋) 東京営換所

北条;歴青工禦株式会社

大和工業練式会社

;1膏建材株式会社

有限会社神守建材社

金港;1膏株式会社

不二防水工業株式会社

石国建材工業繰式会社

石田建材工喋( 株) 大宮支庖

石閏建材工業( 株 ) ' 宇都宮出猿所

;I f 膏建材(株)宇都宮出張所

繰式会社奈良屋高l吉

同和建雛株式会社

同和建業( 株 ) 長野営機所

株式会社仙嶺

有限会社折橋政次郎商庖

有限会社小島工業所

島屋建設株式会社

石橋建材株式会社

協和建材工機株式会社

三井工業練式会社

地 区

北海道

北

東

量豊

海

ｾｴ＠ '珪

東

東

関

f言

- 建 設 省 束 尚2叩 可L他 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

、 』 圃 ， 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 ー

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 佳 東 2 -

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2- 19( 舷 阜 正 ビ ル )

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 1 - 12 ー

九 州 支 部 福 岡 市 御 多 区 御 多 駅 前 1 - 2  

合 ( 882) 2424大 代

含 ( 882) 2424大 代

包 ( 741) 6257 代

含 ( 533) 3191 代

宮 ( 451) 1095 代

日新エ雛株式会 社 内

日新工事院内

臼新工業名古屋出残所内

日新工業大阪市唐内

日新工禦九 州出張所内

製 造 元 / 日 新 エ 蝶 株 式 会 社
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アーキテクトの思いやり 〉

，. C: J日F
，a C:J O i ' 回 A l C : J日P 四 A l C :J O i ' 回 A l C : J 目i ' (i i i

Vmタイ 同 三 昼間 均 一

回 I MI i i 5同 聞 東・西床協組

東京営業所/ 〒 101 東京都千代田区岩本町3- 11- 13fi' ( 03) 866- 6101( 代)

札 幌宮 ( 011 )231- 8261 横 浜含 (045)681- 4835 岡 山宮 (0862) 26- 0619

Ｑ 型雪 ｦｩＧ ｾＰＲ ＲＲ Ｉ ＲＲＭＶＴＱＳ 静 岡宮 ( 0542)81- 8931 広 島宮 ( 日822) 46- 9436

宵 森f t (0177) 42- 820喧 畳 野宮 ( 0263)27-1841 高 松宮 (0878) 62- 5285

新 渇f t ( 0252) 65- 位 61 名 古 屋世 (052)571- 日 61 稲 岡宮 (092) 712- 9141

北 関 東宮 ( 0486) 51- 9721 北 陸宮 ( 0762) 31- 5741 鹿 児 島台 ( 0992) 29・6160

東 関 東宮 (0472) 56- 8801 大 阪宮 ( 06) 441- 5951 

ここは養護学校。今朝、スロープ階段

を、重度の障害児が 、自分の力だけで

登りはじめました 。もし、すべ りやすい

不安な床 なら 、かれはお じ気づき、 決

してはじめなか ったでし ょう。 かれは

ACフロアを 認めてくれました 。

A Cフロアの特徴

独特の厚い発泡層をもっ塩ビ系復合長尺床材

. 床衝撃音遮断性. 衝 撃 吸収性. 断熱性. 耐

摩耗性・耐薬品位・施工安定性

くわしくは、資料をお求めください。

- 写真は群馬県立渡良瀬養護学校
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床も、かれの気力と関わっ


